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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一回　僕ぼくがドレスの天才少女になった理ワ由ケ






「おおっ！　あれが万ばん能のうの天才と噂うわさに高いグリンダ嬢じようか」

　王おう城じようの広間に、感かん嘆たんがこぼれた。

「学問と芸術の国、ウィストリア皇こう国こくの頭脳にして、至し宝ほう！」

「よく、皇帝が彼女を手放したものだ！」

「それだけ我がエーレンとの同盟に、重きをおいているという証あかしだ。ウィストリアの皇帝陛へい下かは、懐ふところの広い信用に足る人物よ」

　夜だっていうのに、部屋の中は真昼みたいに明るい。高い天てん井じようにつり下げられた、いくつもの照明。その上で無数の蠟ろう燭そくが赤々と燃えている。

　万能の天才グリンダ嬢の登場にどよめくエーレンのお偉えらいさんたちの好奇の視線の中を、華やかなドレスを纏まとった〝僕ぼく〟は芋いも虫むしみたいに身を縮ちぢめ、青い顔で進んでいた。

「それにしても、グリンダ嬢といえば、輝き渡る黄金の髪かみに燃ゆる炎の青い瞳ひとみ、白鳥のごとき首筋の美女と謳うたわれているが、こうして見ると普通に愛らしい十七歳の少女だな」

「いやいや、見かけに惑まどわされてはなりませんぞ！　グリンダ嬢ひとりで、百人の学者と千人の商人と一万人の兵士の働きをするそうですから」

　耳に入ってくるのは、子供の頃からさんざん聞き慣れた言葉。

　そう、ウィストリア皇国のグリンダ＝ドイル嬢といえば、万能の天才。

　弱じやつ冠かん七歳にしてウィストリア皇国中央大学に、オール満点で首しゆ席せき入学。

　十二歳にして教授に就しゆう任にん。

　翌年から皇立研究所に皇帝じきじきに部屋を賜たまわり、同じ年に文化庁の次官を兼務。

　十七歳の現在までに学問だけではなく、政治、経済、芸術、軍事方面にまで類たぐい希まれな才能を発揮する、怪物。

　過大評価でも誇こ大だい広こう告こくでもない。

　恐ろしいことに、グリンダについて語られることは、すべて真実だ。

　ただ、今現在、激しく問題なのは、エーレンのお偉いさんたちの視線を一身に浴びて、おしっこちびりそうになっているのが、万能の天才グリンダ嬢ではなく、その平凡な双子の弟シャーロック＝ドイル、つまりこの僕だってことで。

　あああああああ、本当にどうして、僕がこんな目に。




　はじまりは、一週間前だった。

　あの頃僕はまだ、ウィストリア皇国の首都スワニールに住む、家事手伝い兼浪ろう人にん生せいだった。

　街のパン屋で働くフロリーって女の子に失恋した直後で、めそめそ泣きながらアパートに戻ったら、あいつがいたのだ。

「やぁ、お帰りなさい。シャールくんでしたっけ？」

　出かけるとき、しっかりかけたはずの鍵かぎは開いていて、泥どろ棒ぼうにしては上品な顔立ちの男が、居い間までソファーに腰かけ、にっこり微笑ほほえんでいる。

　長身でスマートで、黒い上着に、黒いチョッキ、黒いズボン、黒い手袋、上から下まで黒ずくめ。後ろになでつけた髪も黒で、やけに愛あい想そよさげにきらめく瞳は、一見知的で誠実そうな深い青だった。

　シャールは僕の愛称だ。

　僕らの父さんは、西のオーランド王国出身の商人だったけど、南のロマンシア王国出身の母さんは、子供の頃から僕をシャールと呼んでいた。以来ずっと、親しい人は僕をシャーロックでもシャーリーでもなく、シャールと呼ぶ。

　けど、こんなエリート然としたやつと、今年大学の予備科の受験に失敗して浪人中の僕が、お友達のはずはない。

　てゆーか、失恋したばかりで、いかにも勝ち組でモテそうなやつに目の前でにこにこされると、むかつくんだけど。

「あんた誰だれ」

　思いきり不ふ審しんそうに訊きいてやると、ますますにこやかな顔で、

「ああ、これはご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません、私はヘルムート＝ダールベルクと申します。きみのお姉さんの仕事仲間で、外がい交こう官かんをしております」

　ちぇっ、やっぱりグリンダの知り合いか。外交官だって？　一級公務員かよ。勝手に部屋に入った上にずいぶん慣れ慣れしいけど、まさか恋人じゃないよなぁ。いくらイケメンでも、あのグリンダが男に惚ほれるなんてありえない。

「グリンダなら皇立研究所か文化庁ですよ。うちへはほとんど帰ってきませんし、来週からはエーレンです。皇こう命めいで、エーレンの王おう室しつづきの家庭教師になったこと、新聞のトップ記事になってましたから知ってますよね」

　エーレンは、西のほうにある小さな島国だ。長いあいだ他国との国こつ交こうを絶って鎖さ国こくをしていたけど、十年ほど前に、英雄王とか神王とか呼ばれてる現国王が開国を宣言して、今は積極的に他国の文化を取り入れている。

　そのエーレンが、この春ウィストリア皇国と新たな同盟を結び、友好の証として、皇国の誇ほこる天才グリンダ嬢が、国王の子供たちの家庭教師のお役目を賜ったのだ。

　まぁ、姉のスネをかじりっぱなしで、取とり柄えもなく凡人で、大学どころか予備科の受験にも失敗し、女の子にもフラれて、ニートにでもなろうかなんて考えてる不出来な弟の僕には、縁のない世界だけど。

「私は、きみに用があって来たのですよ、シャールくん」

「僕？　グリンダじゃなく？」

「失礼します、シャールくん」

　細い指が伸びてきて、僕の眼鏡めがねをとり、伸ばしっぱなしの髪を結んでいた紐ひもをほどき、ぼさぼさの長い前髪を持ち上げた。

「って、なにすんだっ！　いきなり！」

　慌あわてる僕の顔を、男前の外交官がまじまじのぞきこみ、うなずく。

「ふむ、イケそうですね」

「い、イケるってなにが」

「シャールくん、これ何本に見えますか？」

　僕の言葉をナチュラルに無視して、外交官が指を立てる。

「二本」

「これは？」

　と、ちょっと離れて。

「三本」

「目も悪くないようですね。何な故ぜ、眼鏡をかけているのですか」

「そんなの僕の自由だろ！　って、眼鏡返してください！」

　伸ばした僕の手を、外交官がひょいとかわし、うんと愛想よく、かつ誠実そうに微笑んだ。

「シャールくん、きみは素晴らしい。その瞳、その鼻筋、その唇くちびる、そのうなじと手足、腰の細さ、色の白さ、低い背、高い声、完かん璧ぺきです！　きみ以上にグリンダのドレスが似に合あう男の子はいないでしょう」

「なに言ってんだ、あんた」

　背筋がぞわっとする。

　男の僕にドレスが似合うなんて、こいつひょっとして変態か？　少年趣味ってやつか？

　後ずさる僕に、変態外交官が、ふぅっと溜ため息いきをついてみせた。

「実は、グリンダが失しつ踪そうしてしまったんです」

「はぁ？」

　失踪？　グリンダが？

「文化庁の執しつ務む室しつの机に書き置きがありました。『今日かぎりグリンダ＝ドイルを廃はい業ぎようする。後のことは知らん』と。二日前のことです」

　グリンダ＝ドイルを、廃業……？

　しばし、ぼぅっとしたあと、いきなり脈拍数が増加し、汗が噴ふき出だした。

「あ、あのっ！　それ気まぐれとか、いたずらとか──グリンダはほら、普通の人と思考回路がちょっと──いや、だいぶズレてるし」

　そうだ、いくらグリンダでも、あんなに大々的に報道されたエーレン行きを前にして、失踪なんて人騒がせなことをするわけが──〝ない〟──と言い切るには、僕はグリンダのことを知りすぎていた。

　あの気まぐれで変わり者で、他人のことなんて知ったこっちゃない、唯ゆい我が独どく尊そんぶっちぎりのグリンダなら、皇帝の勅ちよく命めいも〝へ〟とも思わないかも……。

　て──そっちのほうが、ありえそうなのが怖いっ！　怖すぎるっっ！

「でもっ！　グリンダのことだから、きっと涼しい顔でひょっこり戻ってきて──！」

　鏡を見せられたガマガエルみたいに汗をだらだらかく僕を、外交官のヘルムートがどシリアスな顔で、遮さえぎる。

「だとよろしいのですが、この二日間、皇室直属の諜ちよう報ほう部ぶの総力をあげて行方ゆくえを捜さがしても、グリンダを見つけ出すことはできませんでした」

「皇室諜報部って……」

　そんなに大おお事ごとになっているのか！

　体から血の気が引く思いだった。

　どうするんだよ、グリンダ！

「差し迫った問題として、エーレンへの出発は明日に迫っています。明日の朝にはなんとしても、グリンダはエーレン行きの船に乗らねばなりません」

「か、顔が近いんですけど……っ。あの、エーレンの国王には、グリンダ嬢は持じ病びようのしゃくが悪化して延期とかうまく言い訳して」

「できません」

　即答だった。

「各国がグリンダの、エーレン出向に注目しているのです。エーレンとの友好関係にも、ヒビが入りかねない。これは非常に高度な政治的問題なのです」

「顔、近いっ──近いよ！　じゃあ、一体、どうすれば！」

　嫌な予感がじわじわ這はいのぼってくる。

　僕はごく普通の民間人だ、身内に有名人がいるだけの、ただの失恋野郎のニート予備軍だ。まさか、そんなこと……。

　僕が愛読している『おもしろ歴史読本』に出てくる、公こう爵しやくの隠し子のふりして公女として他国に嫁とついだ希き代たいの女おんな詐さ欺ぎ師しの話とか、赤い軍神と呼ばれたオーランド王国の英雄カインルークが、頭のほうはおバカさんで、替え玉受験して大学へ入ったとか、そんなどうでもいいこぼれ話が、頭の隅すみにちらつく。

　その本を読んでいたときは、「ありえね～」と、にやにやしながら突っ込みを入れていたのだけど……。

　狭せまいアパートの壁かべ際ぎわで、猫に追いつめられた哀あわれなハツカネズミのように震ふるえる僕に、黒衣の外交官は気が遠くなるほど爽さわやかな笑みを浮かべて言った。

「シャールくん、きみがグリンダの代わりに、エーレンの国王一家の家庭教師になってください」

　僕は頭の中が真っ白になったあと、

「無理！　絶対無理！」

　さんざん主張した。

「双子っていっても、グリンダは女で、僕は男だぞ！」

「それは存じていますが、この国家的大事の前では、ささいなことです」

「マジ顔で言うなー！　全然ささいなことじゃない！　男と女じゃ、全然違うだろ！」

「おや、どの辺が？」

　失礼なことに、僕を上から下まで眺ながめおろし、ヘルムートが首をひねる。

「胸がないだろ！　胸が！」

「グリンダも大してありませんでしたし、詰め物をすれば問題ありません」

「せ、成長期で、これから背も伸びるし、筋肉もむきむきになるし、髭ひげだってぼーぼーに生はえてきて、声も渋しぶ～い低音になる予定なんだ！　二年もいたら絶対バレる！　そもそも七歳で、文化の誉ほまれ高いウィストリア皇国の最高学府に首席合格した天才の代わりが、十七歳で予備科の受験にも落ちてる僕に務つとまるわけないだろう！」

　替え玉のほうがおつむの性能が低いって、まさに〝ありえね～！　〟だ。

　なのに外交官のヘルムートは、

「まぁ、無理かどうか、まずは試してみましょう」

　と、清すが々すがしいとすら表現できそうな笑顔で、僕を馬車に押し込み、どこぞのお屋や敷しきに連れてゆき、コルセットで腰を締めつけ、胸に詰め物をし、ドレスを着せ、髪を丁てい寧ねいにとかして薔ば薇らの香りのする油だのを塗ぬりたくって、結ゆい上あげたのだった。

「ほら、ご覧らんなさい！　まさにグリンダがこの場に立っているようじゃありませんか」

　大きな姿すがた見みに映っているのは、フリルとリボンがたっぷりついた絹のドレスを着た金髪の女の子で──。

　そう、似てるんだ。僕とグリンダは！

　少なくとも顔の造りは、ほぼ同じといってもいいほどに。なのに弟のほうは凡人でオーラがないと言われるのが嫌で、顔を見られないように眼鏡をかけて前髪を伸ばしていたのに！

　あああああああ、この前十七歳になって、少しはムサくなったかと期待してたのに、まだこんなにグリンダに似ていたのか。なんで、こんなにお肌すべすべなんだよっ。目もぱっちりしてて、まつげなんか生えてんだよ！　おまけに唇はピンク色だし、追いつめられて震えている様子が、なんかか弱げで守ってあげたい感じで可か愛わいいし──って、自分に見とれてどうする！　うちひしがれる僕の肩に、ヘルムートが慣れ慣れしく手を置き、親切そうな声で言う。

「完璧です、シャールくん。これならグリンダの身代わりが、じゅうぶんに務まります。幸いグリンダに双子の弟がいることは、世間ではほとんど知られていませんし、国王のお子様たちも、お世よ継つぎの王子が先日十一歳になられたばかりで、一番ご年少のかたが五歳です。近所の初等学校の子供たちに、初歩の算数を教えるようなものですよ。割高のバイトと思えばいいんです。もちろん、グリンダはウィストリア皇国きっての精せい鋭えい諜報部員たちが、威い信しんにかけて捜し出します。そんなに長いあいだじゃありません。ほんの半月、いや彼らの経験と頭脳と機動力をもってすれば、一週間程度の辛しん抱ぼうですよ」

「嫌だぁっ、家に帰してくれ！　人さらい、倒とう錯さく趣味の変質者、おまわりさーん」

　一週間も、生き恥をさらすなんて冗じよう談だんじゃない。

　子供のように、手足をばたばたさせて愚ぐ図ずりまくると、

「皇命を拒否して逃亡したとなると──グリンダは反逆罪で牢ろう屋やに入れられてしまうでしょうねぇ」

「う」

「まして、このことが原因で、ウィストリア皇国とエーレンのあいだで、戦争でも起きたら、グリンダだけでなくその家族のきみも、国家的犯罪者として二度と表通りを歩けなくなるでしょう」

「ううっ」

「いや、姉弟そろって縛しばり首くびかも」

「！」

　虫も殺さない笑顔で脅おどしてきたのだ。この腹黒外交官は。

「もっともグリンダは天才ですから、うまく逃げおおせるかもしれません。しかし、それでは国として示しがつかないので、きみがグリンダとして牢屋に入って、罰を受けるしかありません。反逆者の身代わりになるのと、国こく賓ひんとして歓かん迎げいされ王宮で贅ぜい沢たくに過ごすのと、どちらの身代わりを選ぶべきか？　それがわかる程度のお利り口こうさは、平凡な民間人のきみにもありますよね？　シャールくん」

　さっきウィストリア皇国の諜報部は優秀だから、すぐにグリンダも見つかるって言わなかったか？　なのに、僕が身代わりで牢にぶち込まれるって矛む盾じゆんしてないか？

　そんな突っ込みもできないほど、僕はぶるっていた。

　戦争！

　投とう獄ごくっ！

　縛り首っっ！

　そんな想像が頭の中を駆けめぐり、胃がかつてないほどぎゅーっとしめつけられ（それはコルセットのせいだと、あとでわかったが）、

「う……あ……、お、お任せします」

　翌日、爽やか笑顔詐欺師のヘルムートの厳げん重じゆうな監視のもと、船でエーレンに出発したのだった。

　はじめて乗る船は、揺れまくって最悪だった。

　一週間の航海中、部屋に閉じこもって、毎日げぇげぇやっていた。あんなに胃の中のものを吐はき続つづけていたら、そのうち体の中が空からっぽになって、しわしわのミイラになっちまうんじゃないかと思ったほどだ。

　そこから馬車で辿たどり着ついたエーレンの王城は、がっちりした高い壁で幾いく重えにも囲まれていて、建物に入るまでも、槍やりを立てた護ご衛えいの兵士がぞろぞろ並んでいた。

　中も壁際にびっしり護衛が配置されていて、僕らがちょっとでもおかしな素そ振ぶりをしたら、飛びかかってきそうなものものしい雰ふん囲い気きで、そのあいだをびくびくしながら通り過ぎ、今、こうして広間のど真ん中を歩いているのだった。

　ドレスを着た、天才少女として。




　ああぅぅぅ、胃が締めつけられるように苦しい。

　いいや、実際、前後左右からぎゅうぎゅうに締めつけられている。このコルセットっての、鯨くじらの骨で作られてるらしいけど、拷ごう問もんだ。肋ろつ骨こつが圧迫されて折れそうだし、後ろから紐をぎゅーぎゅーに引っ張られて、ハムになった気分だよ。

　しかも、このスカート！　ふくらみを出すためとかいって下着を何枚も重ねているんだけど、重いっ。腰から鉛なまりをぶらさげているみたいだ。ビロードのリボンや花を縫ぬいつけた靴くつも、やたら小さくて、足を踏み出すたび、すっぽ抜けそうになるし、かかとが細くて何度もぐらつく。

　ウィストリア皇国の威信にかけて、エーレンの国王一家との対面の儀ぎにふさわしい、最高のドレスと靴を用意させました、これを着れば下町のお針はり子こでも姫君に見えますよなんて、外交官のヘルムートはしたり顔で言ってたけど、なんで、男の僕が、姫君にならなきゃならないんだ～～～～～～！

「大丈夫、どこから見ても可愛い女の子ですよ、街で見かけたらナンパしてしまいそうです」

　隣となりでヘルムートのやつが、しゃあしゃあとささやきやがったけど、男にナンパされるなんて、鳥肌だ。ああああああ、目が回りすぎて、視界がかすんできた。

　よそ様の国のお城のど真ん中で、見知らぬおじさんたちにあれこれ品しな定さだめされて、僕のか細い神経は、ぷちんと途と切ぎれる寸前だよっ。

　だって、こんなに注目されたこと、これまで一度もない。

　子供の頃から、地味だの存在感がないだの言われ続けて、初等学校で同級生だった初恋のクラリスは、決死の想いで告白した僕に、「あなた、誰だっけ？」と天使の笑顔でのたまった。

　って、あれ？　なんか、あの前のほうにいる太たい鼓こ腹ばらのじいさん、おっかない顔で、こっちを睨にらんでる。いかめしい顔つきで、身につけている衣服も、周りよりぎらぎらしていて豪ごう華かで、あのじいさんが、国王だろうか？

　僕……歓迎されてない？

　目が『おまえなんか嫌いだ、帰れ』って言ってんだけど。

　いいや、エーレンの国王はまだ若かったはず。それとも一国を治めるという、民間人の僕には想像もつかない重責と心労から、いっきに老ふけ込こんでしまったのか！

　慄りつ然ぜんとしたとき、涼すずやかな声がした。

「ようこそ、エーレンへ。名高き万能の天才をお迎えできて、国王として嬉うれしく思いますぞ、グリンダ嬢」

　へ？　声と顔が、全く合っていない。

　てゆーか、じいさんの口は、むっつりと閉じられたままで……。

　視線を横にずらしてゆく。

　すると、そこにはじいさんよりさらにきらびやかな長衣と、毛皮の縁取りのあるマントに包まれた、しなやかな体があって──。

　僕はそのまま目を丸くし、あほみたいに口をあんぐり開けてしまった。

　なに、この美形？

　てか、国家所蔵の芸術品？

　いっそ、世界遺産？

　そんな大おお仰ぎような単語がなんの違い和わ感かんもなく、ぞろぞろ出てくるほど人類外の美び貌ぼうが、目の前にあった。

　後ろでゆるやかに結んだ長い銀色の髪が、光沢のある青い衣の上にさらさらとこぼれ落ちている。石せつ膏こうで作ったようなすべらかな白い肌。完璧な曲線を描く細い顎あご、優美な眉まゆ、北の国の海を思わせる蒼あおい瞳。華やかな微笑みをたたえた唇。

　ひとつひとつのパーツは女性的なのに、弱々しさは欠片かけらもなく、全身から放たれるまばゆいばかりの威い厳げんとカリスマ。

『エーレンの国王シザエルは、神のごとき美貌。

　空より舞い降りた、蒼と銀の竜神。

　その姿を一目見たものは、あまりの美しさと気高さに伏ふし拝おがむ』

　って、新聞の社交欄で読んだときは、どーせ実物は、ナルが入ったカマくさいおっさんだろうとせせら笑ったものだった。

　へいへい、美貌すぎる国王ってヤツですね、美人すぎる○○がどれも微妙～なのと一緒ですね、とか毒づいてたのに。

　あまりの美形っぷりに、腰が抜けそうだ。

　つか、いくつ？　このヒト？　皇立図書館所蔵の『世界の王室辞典』じゃ、三十超えてるはずだけど。それで、このきらきらっぷりは化け物か!?　人外か！

　グリンダの格好をした自分を鏡で見たとき、うわ～美人だな～、自分じゃなきゃ、つきあっちゃいたいな～なんて思ったけど、この王様と比べたら、僕なんてコオロギ以下、いやアリンコ以下、いやミジンコ以下だ。

　口を開けたまんまの僕を、太鼓腹のじいさんが相変わらずじっとり睨んでいる。それを見て、ハッと我に返る。

「お、おおお初にお目にかかります。グリンダ＝ドイルでございます。このたびは素晴らしいお役目を賜り、胸が苦し──いえ、胸がいっぱいで」

　ドレスの裾すそをつまんで、とにかく頭を下げる。ああぁぁっ、コルセットと緊きん張ちように、押しつぶされそう。

　こんな美形の前で女装！　男に負ける程度の女装！　うわあああ、恥ずかしい。

　シザエル王の周りには、ちまちました子供たちが集まっている。いかにも王族の子って感じの育ちの良さそうなお子様たちが、父王にうながされてご挨拶をする。

「第一王子の竜リユウ樹ジユ＝ハーン＝ハイツだ。伝統あるウィストリア皇国の文化を学ぶ機会を得て嬉しく思う」

　黒髪に蒼い瞳の世継ぎの君が、胸を思いきり反そらして、顔をがちがちにこわばらせて力いっぱい言う。いかにも頑がん張ばって練習しましたって感じの、力のこもりまくった挨拶で、ちょっぴり嚙かんでいた。

　十一歳になったばかりという男の子らしい気負いと緊張に、逆にホッとする。

「第一王女の聖セイ羅ラ＝シルヴィーンです」

　ドレスの裾をつまんで優雅にお辞じ儀ぎをしてみせたのは、父王の美貌をそっくり受け継いだ、さらさらの銀色の髪と、神秘的な紫の瞳の類い希な美少女で──うわっ、お人形みたいだ……っ！

　瞳や表情に生気がないところも、人形っぽい。

　手も首筋も、ちらりと見えた足首も、なんて白くて華きや奢しやなんだ。

　第一王女は九歳……だったはず。将来『世界の王室辞典』の美び姫きトップテンに名前を連つらねるのは間違いない。てゆーか、ここの一家、みんな美形すぎ。

　第一王女に見惚れていると、服の裾をツンと引かれた。見おろすと、麦の穂を思わせる明るい金色の髪を頭の横でふたつに結んだ、可愛らしい女の子たちが、真夏の空みたいに青い目で見上げていた。

「もう、いくら聖羅お姉様が美人だからって、そんなに穴が開くほど見つめないで。あたしは、第二王女の更サラ紗サ＝ロウィーネよ。グリンダ嬢は天才だから頭に角つのが生えてるって聞いてたけど、すごぉぉぉく、普通なのね」

　普通、の言葉に、ぐさっとくる。

『顔は姉とそっくりなのに、弟はオーラがない』

『シャールって、なんか普通～』

　さんざん言われてきたことだから、わかってるんだけどさ、ぐすっ。

　ひそかに落ち込む僕に、更紗姫と同じ顔をしたもうひとりの姫も、

「第三王女の織オリ絵エ＝リベルタよ。あたしは、グリンダ嬢は背中に羽が生えているって聞いたわ！」

　と、はずむような声で言う。

「目から、七色の光線も出せるんでしょう！」

「口から火を吐いて、敵の軍勢をやっつけちゃったんですって！」

「今は角は隠しているの？　今度、更紗とあたしにだけ、こっそり見せて！」

　服の裾を、左右から引っ張られ、期待にあふれた顔でおねだりされてしまった。

　本物のグリンダなら、角でも羽でも生やしてみせるかもしれないけど、僕は無理だ！

　返答に困っていると、ヘルムートが誠実そうな笑顔で、

「グリンダの角も羽も、金色の雪や七つ葉のクローバーのように、滅めつ多たに見ることができないものです。同どう僚りようの私でさえまだ見たことはないのですよ。けど姫様たちはこれから二年間もグリンダと過ごされるのですから、ひょっとしたら角の生えたグリンダを見る機会があるかもしれませんね」

「うわぁ、楽しみー、織絵！」

「本当！　グリンダ嬢から一秒も目をはなさないようにしなきゃ、更紗」

　双子の姫が、お互いの手をぱちんとあわせて、きゃっきゃっと跳はねる。金色の髪も、うさぎの耳みたいに、一緒にふさふさ揺れる。

　バカヘルムート、どうすんだよ！　八歳の女児に洒落しやれは通じないぞ。一秒も目をはなさないって言ってるぞ。

　恨うらめしげな視線を投げる僕に、ヘルムートのやつは知らんぷりだ。姉たちの後ろに隠れるようにひっそりと立っていた、一番小さな男の子の手をうやうやしくとって、僕の前まで連れてきて言った。

「グリンダ、こちらが第二王子の真シン＝クリフト様です」

「……」

　茶色の髪に緑の瞳の王子様が、ぼーっと僕を見上げている。第一王女の聖羅姫の造りものめいた無機質な無表情ともまた違う、脱力系な感じ。

「よ、よろしく、真様」

「……」

　無反応。

　五歳ならこんなものか。きっと状況がよくわかってないんだな。

　ええと、第一王子が竜樹。第一王女が聖羅。第二王女と第三王女が双子の更紗と織絵。第二王子が真──。ああっ、頭の中がごちゃごちゃしてきた。















　って、〝グリンダ〟は、この子たちの家庭教師として、呼ばれたんだよな。王子様や王女様になにを教えればいいんだ！

　お釣つりの計算とか、歴史こぼれ話でいいのか？

　竜樹王子はムッとしてるし、聖羅王女は冷めた顔をしているし、更紗王女と織絵王女は角が光線がと盛り上がってるし、真王子は眠たそうだし、やっていけるのかな。

　ますます不安になり、胃がきりきりしている僕に、国王が優雅な笑みを向けてくる。

「王おう妃ひは先日六人目を出産したばかりで、大事をとって休ませている。グリンダ嬢に会いたがっていた」

　言われてみれば王妃様の姿がない。

　というより、広間に若い女性自体が、僕以外見あたらない。──って、僕も女性じゃないし！

　自分で自分に突っ込みを入れたとき、国王が僕のほうへ身を乗り出し、

　なんと！

　僕の手をぎゅっと握りしめた！

　いきなりそんな親密な態度をとられた僕は、心臓がひっくり返りそうなほど慌てて、目を白黒させてしまった。

　うわあああああ、お、男に手を握られてる～～～～。気持ち悪ぃ。なんだよ、こいつ、僕に気があるのか？　いや、単に家か臣しんやウィストリア皇国の使者たちに、仲良しなところを見せておきたいのだろうけど、一国の王様にしちゃ、軽々しくないか。

「王妃の分まで歓迎しますぞ、グリンダ嬢。子供たちだけではなく、グリンダ嬢にはぜひ、私の師にもなっていただきたい」

　ひぃぃぃ、僕はグリンダじゃないんだ～～～～～～。

　新聞のゴシップ欄や社交欄や、『おもしろ歴史読本』を熟読して、天才だのカリスマだのセレブだのに、こっそり悪あく態たいをつくだけが楽しみの、セコくて小市民なニート志願者なんだ～！

　汗をだらだらかきながら（てか、手をはなせ、セクハラ国王！）やっとのことで声を絞り出した。

「ご……ご期待にそえるように、が、頑張りましゅ」





　　　　◇　◇　◇






　やっぱり、僕にはグリンダの身代わりは無理だ。

　嚙み嚙みの対面をすませ、用意された部屋でひとりきりになるなり、ベッドの上であぐらをかいて、頭をかきむしってしまった。

「頑張りましゅってなんだよ、ましゅって──。みんな、あきらかに笑いをこらえていたぞ」

　思い返すほどに顔が焼けるように熱くなる。隣にいたヘルムートなんか、手で口を押さえ肩を震わせていたっけ。国王も、ぼくの手を握ったまま口の端をひくつかせていた。

　もう家に帰りたい。

　僕んちのアパートがすっぽり入るような、こんな豪華な部屋、落ち着かない。ウィストリア皇国の諜報部は本当に頼りになるのか？　いつ、グリンダを連れてきてくれるんだ。グリンダも、どこへ行っちゃったんだよ～。

　昔からグリンダの考えていることは理解不能だった。連絡もなしで長期不在なんてしょっちゅうで、家にいればいたで、新薬開発の人体実験で、どろどろしたマズい物体を飲まされたり、しゃっくりが止まらなくなる薬を飲まされたり、催さい眠みん術じゆつの練習台にされて、自分をロバだと思い込んで、ひひんと鳴きながら通りに飛び出したり、どこも悪くないのに、オペの前のリハーサルとか言って、いきなり手術されたり、ろくな目にあわなかった。

　それでも、たったひとりの弟が、自分の身代わりになっていると知ったら、思考回路が常人と百九十度くらいズレているグリンダも、良心の痛みを覚えて駆けつけてくれるはず………………て、本当に来てくれるのか！

　激しく不安になったとき。

　ドアが、すーっと開いた。

　慌てて膝ひざをそろえて正座し、スカートの裾を整えたり、手ぐしで髪を撫なでたりしてしまう。

　向こうでかさこそと音がして……なんだ泥棒か？　いや、ここは王城だ──はっ！　城といえば、暗殺者!?

　まさかウィストリア皇国とエーレンの同盟を阻そ止しするため、他国が送り込んだ刺客がグリンダの命を狙ねらって──。そんな話が、この前読んだ新聞の連載小説『夕暮れのカルバーナ帝国～姫君はダブルスパイ』にあった！

　けど、ドアの隙すき間まからのぞいていたのは、ふさふさの金色の髪に青い目の小さな女の子たち──。織絵姫と更紗姫だった。

「やだぁ！　見つかっちゃった」

「もぉ、更紗が大きな音を立てるからよ」

「えー、織絵が、いきなり顔を出すからよ」

　ホッ……暗殺者じゃなかったのか。

「あの、ぼ──わたしに、なにかご用ですか」

　僕と言いそうになって、直前で『わたし』と口にする。

　双子の姫君たちは、可愛らしく舌を出したあと、たったか走ってきた。

「ごめんなさい、グリンダ」

「本当は、こっそり〝観察〟するはずだったのよ」

「それって、わたしの頭に角が生えるのを？」

　ほら見ろ、ヘルムート。八歳だから本気にしちゃってるじゃないか。

「それもあるけどぉ」

「えーとぉ」

　急に二人とも、恥ずかしそうにぽーっと赤くなり、もじもじしはじめた。

「あのね……グリンダのこと、気になって」

「グリンダがどんな人なのか、早く知りたかったの」

　ええっ！　もしかして僕、モテてる？　なぁんだ、ぼくも結構イケてんじゃないか。女の子二人に、アプローチされちゃうなんて──いや待て、僕は今〝女〟だし、ロリコンでもない。

　更紗姫と織絵姫が、はにかみながら僕を見上げる。ロリコンなら、くらっとくるような、いたいけな可愛い表情で、まさに天使だ。ちょっとドキドキ、いや、やましい気持ちは断じてない！

　その天使の片割れが、もじもじしながら言った。

「だって、グリンダは……あたしたちのお母様になる人なんですもの」

　へ？　あたしたちのお母様……？

「グリンダが怖い人で、継まま子こいじめされたらどうしようって、心配だったの」

「でも、グリンダは全然天才ぽくなくて可愛いし、グリンダなら『お母様』って呼んでもいいかもって、更紗と話してたの」

　グリンダ、嫁よめに行くのか？　あんな変人をもらってくれる奇き特とくな男がいたんだな。

　しかも子持ちで、職業は王様だって？

　って、えええええええええ。

「ちょ──ちょっと待ってください！　話が見えないんですけど、国王様には奥さんがいますよね？　あなたたちのお母様が」

　シザエル王の愛あい妻さい家かっぷりは、新聞の社交欄のネタになるほど有名で、王妃様を城の外へ一歩も出さないほどだとか言われてて──。

　姫たちが急に哀かなしそうな顔になり、目を伏せる。

「……お母様は、真を生んですぐ、亡くなられたわ」

「！」

「真があんなに無口なのは、お母様がいないせいなの。お父様はお母様を心から愛していらしたから、真の顔を見るとお母様が亡くなったときのこと思い出してしまうらしくて、あの子を避さけてるから……」

　四つの青い目に、みるみる涙が盛り上がる。僕はいよいよ混乱して、

「で、でもっ、国王様は、王妃様は六人目のお子様を出産されたばかりで、大事をとってお休みになっていらっしゃると」

「ええ。南の離り宮きゆうにいるの。五年前からずっと」

「な！」

「お父様は、そう思っていたいのよ。お母様はまだ生きてらっしゃるって」

　姫たちは、本格的に泣き出してしまった。

　なんなんだ、この新聞の連載小説のような展開は！

　エーレンの王妃が、五年前に亡くなってるだって？

「ぐすっ、だから大臣たちが、このままじゃいけないって話し合って、それでお父様に新しいお妃きさきを迎えてもらおうと、グリンダをここへ呼んだのよ」

　グリンダが一国の王妃に！

　皇帝陛下は、このことをご存じなのか？

　グリンダは確かに天才かもしれないけれど、恋とか結婚にはまったく向かない冷血人間で──あれ？

　グリンダって、今……僕だよね？

　じゃあ、僕が、結婚……するの？

　次の瞬間、思いきり叫んでいた。




「どえええええええええええっ！」




　この僕が、あの美形すぎる国王のお妃候補!?









第二回　だって、恋しちゃったんだもん






　僕ぼくが国王の花はな嫁よめだって！

　のけぞる僕に、天使のような姫君たちが小さな手で涙をふきふきしながら、希望のにじむ瞳ひとみで見上げてくる。

「だって、お父様はあんなに美しくて賢かしこくて、神様みたいだって言われてるかたよ。亡くなったお母様も、女神と呼ばれていたわ。並みの女の子じゃ、お父様のお妃きさきになるのは無理だし、大臣も国民も認めないわ」

「その点、グリンダなら天才ですもの。お父様にもぴったりよ」

「そうよ。お顔はお父様より落ちるけど、角つのや羽を生はやせる王おう妃ひなんて、どこの国にもいないわ」

「それに、お父様もグリンダのことを、一目で好きになっちゃったみたいだし」

　僕はそらぞらしく笑った。

「ははははは……はは……それは、姫様たちの気のせいでしょう。あんな美しいかたが、わたしみたいなちんくしゃ」

　もう全部笑って誤ご魔ま化かそう。今はそれしかないっ。頭の中がカオスすぎて、まともに思考できないっ。

「でも、お父様は、すごぉく甘ぁい目でグリンダのことを見ていたわ」

　はっ！　言われてみれば！　鳥肌が立つようなにやけた目だった！

「お父様が、お母様以外のかたをあんな目でご覧らんになるのは、はじめて」

　そ、そうなのか？

「手まで握っちゃって」

　確かに、あれは親密すぎると僕も思ったんだ！　さわりかたも、やけにねっとりしてたし！

「知ってる？　グリンダ？　エーレンでは男の人と女の人は、めったに手を握りあったりしないのよ。手を握るのは、あなたと一緒に手をつないで歩いてゆきますって意味だから。ダンスだって、未み婚こんの男女は手を握らずに踊おどるんだから。こんな風に」

　更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫が、くるくる踊り出す。

　フリルのついたドレスの裾すそがふんわり広がって、ピンクの花が二輪回っているようだ。ロリコンが喜びそうな愛らしい動き。けど、僕はろくに目に入らなかった。

　手を握ることに、そんな重大な意味があったなんて！




　シザエル王が、僕を気に入った!?




　僕が、エーレンの新しいお妃に──！




「あたしと織絵は、グリンダが新しいお母様になるのに賛成よ」

「竜リユウ樹ジユお兄様と、聖セイ羅ラお姉様は反対するかもしれないけど、更紗とあたしはグリンダの味方になるわ」

「だからグリンダも、あたしたちのことも、お父様のことも好きになってね。それでいつか角を見せてね」

「お庭でピクニックもしましょう」

「リスが巣を作ってる場所も、教えてあげる。すっごく可か愛わいいのよ」

　僕のスカートをぎゅっと握って、姫たちが言う。

　青い瞳やふっくらした頰ほおが、あどけなく輝いている。新しいお母さんができることが、嬉うれしくてたまらなそうだ。

「竜樹お兄様たちに負けちゃダメよ、グリンダ」

「頑がん張ばってね、グリンダ」

　可愛らしくこぶしを握って励はげましてくれたあと、双子の天使たちはあわただしく部屋から出ていった。

　つま先から頭の天てつ辺ぺんまで鳥肌が立ち、汗がどっと噴ふき出でる。

　冗じよう談だんじゃない！　女のふりして家庭教師をするのだって無茶なのに、この上、国王のお妃になんてなれるわけないじゃないか～～～～～～！　僕は男だぞ！　つくものついてんだぁ！

　僕は部屋を飛び出した。ヘルムートに断だん固こ抗こう議ぎしなければ。王妃候補だなんて聞いてない！　ああ、鳥肌が、蕁じん麻ま疹しんがっ。

　ところが、

「ヘルムート様は帰国されました」

「ええっ！」

　僕を置いて!?　ひとりで!?　こんなに早く!?

　騙だまされた──という言葉が、稲いな妻ずまのように脳天を直ちよく撃げきする。

　どうすんだよ！　このままじゃ僕は王妃になっちまう！　それって、ベッドで服を脱いだらバレる！　一発でバレる！　そうしたら、僕は王族を騙した国家的詐さ欺ぎ師しとして縛しばり首くびに──。

　ああああああ、いやだぁ！　男とベッドなんて嫌だぁ！　縛り首ももっと嫌だぁ！

　今すぐヘルムートを追いかければ、出航に間に合うかもしれない。港の場所とか不明だけど、今逃げなきゃ男と結婚したあげく縛り首だ！

　そうだ、逃げよう！　それしかない！

　廊ろう下かは人に会う可能性があるので、一度部屋に戻って、バルコニーに面した窓を開け、そこから手すりをつたって下へ移動する。

　て、夢中で飛び出して来たけど、ここ五階!?

　下を見たとたん、月光と窓からこぼれる明かりに照らされた芝生しばふやら噴水やらが、えらく下のほうにあって、血の気が引いた。

　ひぃぃぃぃ、落ちたら死ぬっ。

　必死に手すりにしがみつく僕のスカートの裾を、風がびゅーびゅーと吹き上げる。髪かみも乱れに乱れて、顔を叩たたく。

　なんで、ドレスを脱いでこなかったんだっ。

　スカートが風をはらんで、風船みたいに飛ばされそうだぁっ。

　後悔しても遅い。今来た距きよ離りを登り直すより、このまま下りてゆくほうがまだ足をすべらせる可能性は低いし、這はい上あがる腕力も腹筋力も、ニート志願の僕にはない。

　縛り首は苦しそうだけど、落下して首の骨を折るのも痛そうで嫌だぁぁぁ！

　けど、手がじんじん痺しびれてきて、足も感覚がなくなってゆく。

　あ？　あれ？　なんかもやもやした煙みたいなものが、あの窓から出てる。

　白くて、あたたかくて──火事っ？

　この非常時に、他ひ人との家の火事なんか気にしてる場合じゃないんだけど、見過ごすわけにもいかなくて、カエルみたいに壁かべに張り付きながら、煙が出ている窓まで下りる。

　あたたかな煙と思ったものは、蒸気だった。

　窓際に、なみなみとお湯をたたえた浴よく槽そうがあって、そこに見覚えのある顔をした男の子がつかっていた。

　げっ。

　窓がガタン！　と鳴り、その子が立ち上がり、こっちを見る。

　もうもうと立ちのぼる湯ゆ気げの中、真っ裸のフルチンで、あんぐりと口を開けている。

　僕は窓にべったりひっついて、それを見ていた。

　多分、僕のドレスはあちこち破けたり、開いたり、ずり下がったりしていて乱れまくりで、髪もほどけてざんばらになっているに違いない。

　ついでに言えば、慣れない運動をしたせいで、肩でハァハァと息をし、目も血走っているはず。

　すっぽんぽんの男の子──エーレンの世よ継つぎの君、竜樹王子の顔がみるみる赤く染まり、眉まゆが上がり、頰が引きつってゆくのを、僕はハァハァしながら見ていた。

　そして。

「ぶ、無ぶ礼れい者ものぉぉぉぉぉ！」

　竜樹王子がゆでだこみたいに、真まっ赤かな顔で叫ぶ。

「うわあああ、し、失礼しました！」

　僕は慌あわてて、下へ滑り落ちてゆく。

　て──、足場がない。

　滑るというより落ちてゆく感じで──うわっ、うわあああああああっ！

　バルコニーの手すりを、必死に右手でつかむ。

　振り子みたいに、体が揺れる。これって、命の危機？　くぅぅ、なんとか、下のバルコニーに足がつけば。

　思いきって手を放す。

　けど、反動がつきすぎて、僕の体はその下のバルコニーではなく、窓のほうへ突っ込んでしまった。

　運良く窓が開いていて、ガラスにぶちあたることはなかった。

　ばしゃ──ん！

　と音がして、全身が濡ぬれねずみになる。

　うひゃっ！　冷たい！　なんで、部屋の中に池があるんだ。

　ドレスが水を吸って重い──引ひき摺ずり込まれる、溺おぼれる──。ドレスに殺される！

　一瞬焦あせったものの、立ってみたら僕の膝の辺りで水が波打っていた。髪や袖そでから水がぽたぽたしたたり落ちる。

　顔に張り付く前髪を手で払って、ようやく気づいた。僕が飛び込んだのは池ではなく、冷たい水をはった浴槽だった。

　しかも、人がいる！

　月の光を集めて紡つむいだような銀色の髪。透きとおるような真っ白な肌。華きや奢しやな腕と首筋。花びらの形の唇くちびる。紫水晶みたいな、透明な瞳。

　美び貌ぼうの父王によく似た、九歳の美び姫き。

　王女聖羅が、人形のような無表情で僕を見つめていた。

「～～～～～～！」

　僕は、声を出さずに悲鳴を上げた。

　さっき第一王子の入浴シーンに出くわしたばかりなのに、よりによって今度は入浴中の第一王女の浴槽に、飛び込んでしまうなんて。

　僕はよほど浴室に因いん縁ねんがあるのか？　浴室と運命の赤い糸で結ばれているのか？

　いや、現げん実じつ逃とう避ひしている場合じゃない。

　九歳といえば、女の子はとっくに「パパと一緒のお風ふ呂ろに入るのいやぁ」と言う年頃だ。その九歳の女の子と、アクシデントとはいえ、ひとつの浴槽につかっているこの状況は、どう考えてもマズい！

　痴ち漢かんで訴えられたら、即敗はい訴そのレベルだ。

「あ、あの、僕──わたしは、痴漢ではなくて、これには事情が──」

　手で顔を覆おおいながら訴える僕に、聖羅姫はなんの反応も示さない。

　きゃーとも、わーとも言わない？

　なのに、指の隙すき間まからのぞいてみると、透きとおった眼まな差ざしはしっかり僕のほうへ向けられている。

「……」

「あのぉ」

「……」

「えっと」

　ひとりでうろたえているのがいたたまれなくなった頃、ようやく口を開いた。

「……先生は、服を脱がないのですか？」

　可愛らしいけれど、抑よく揚ようの乏とぼしい声が尋たずねる。

　先生って？　あ、僕のことか。

「……それとも、先生のお国では、服を着たまま入浴するのが一般的なのでしょうか」

「い、いや、ウィストリアでも入浴時には服は脱ぐけど。ああ、十七代皇帝ジークハルトは、入浴時もローブを着込んで肌を見せなかったので有名で、厳げん格かく帝ていと言われて──って、別にそれは関係ないんだけど」

　もぞもぞと答える。なんでこんなに落ち着いてるんだよ～、この子。

　普通、素っ裸でいるときに窓から人が飛び込んできたら、驚おどろくだろう？　怪しいだろう？　警けい戒かいするだろう？　入浴習慣について語り合っている場合か！

　王女が真顔で言う。

「……では、脱いでください」

「えええっ、でもっ、そのっ。脱いだら、いろいろ問題がっ」

「何な故ぜですか？　女性同士なのに？」

「きみは、女同士なら気にならないのっ？　今日はじめて会った相手と、すっぽんぽんのつきあいでも？」

「……はい」

　淡々と答える。

　てゆーか、気にしようよ、もっと！　きみのお兄ちゃんは、両手で体を隠して、真っ赤な顔で無礼者ぉと叫んでたぞ。女の子のほうが、同性には開けっぴろげなのか？　女子校の寮りようとか、すごいって聞くし……。

「……もっとも先生が、ジークハルト帝のように着衣のまま入浴するのがお好みでしたら、個人の嗜し好こうの問題ですので、わたしから申し上げることは何もありませんが」

「そ、そう！　着たままが大好きなんだっ！　僕、いえ、わたしは！」

　うわぁ、さっきから僕って、二回も言ってる。

　聖羅姫はそんな僕を、やっぱりじぃーっと見上げている。

　さらさらの銀色の髪は、リボンやピンなどの飾りをとり、すっかりときほぐしていて、浴槽の中で夢のようにゆらゆら揺れている。

　小さな顎あごや長いまつげに、水滴がついていて、それが白い胸に落ちてゆく。

　水をよくはじく肌はどこまでも真っ白で、染みひとつなくて。雪と氷で作った人形か、水に棲すむ精霊のようで。

　て──僕はロリコンじゃない！　断じてない！

　笑顔が可愛くて思いやりがある、十六、七の女の子が好きなんだ！

　なのに、頭の奥がカァァァッと熱くなって、胸がドキドキしてくる。

　いや、僕がロリコンだからじゃなくて、この子が特殊すぎるんだ。さめた目のせいか、単に服を着てないせいか、異様に色っぽくて大人っぽい。

　おまけに、めちゃくちゃ無防備で、何故だか僕に関心がありそうな眼差しで、じぃぃぃぃっと見てるし。

　まずい！

　このままこの至近距離でこの子といたら、ヘンな趣味に目覚めそうだ。ドレスを着たこの状況で、万一下半身が反応でもしようものなら、変態以外のなにものでもない。

　それに、寒いよ、この水風呂。

　よく見たら氷が浮かんでるじゃないか！　どうしてこの子は平然としてるんだ。僕はだんだん歯の根があわなくなってきた。

「ももも、もう、じゅうぶんあたたまったので、失礼しますわ、おほほ」

　ばしゃばしゃと水音を立てて、浴槽を出る。

　そうだ、逃亡の最中だったんだ。九歳の女児にどぎまぎしている場合じゃない。

　ところが、

「……先生」

「！」

　冷たい手が、僕の手をつかんだ。

「な、なななんでしょう」

「……先生は、わたしに会いに来てくださった……のではないでしょうか？」

　無表情のまま、首をかしげる。

「え？　いえ、違います」

　やっぱりズレている、この子。

　どこの世界に、入浴中の浴室に〝訪問〟する客がいるんだ。それはただの痴漢だ。

「……そうですか」

「それじゃ僕、いえ、わたしはこれで。お邪じや魔ましてすみませんでした」

　ああ、また〝僕〟って言っちゃった。これ以上ボロを出さないうちに急いで逃げよう。

　なんとなく、聖羅姫が名残なごり惜おしそうに見ているように感じるのは、気のせいだろうか。いや、振り返るな僕。

　と、聖羅姫がまた口を開いた。

「……先生。足元に石せつ鹼けんが」

「へ？」

　聞き返した瞬間、足がつるっと滑り、体が仰あお向むけになった。

　天てん井じように絵が描いてあるんだなー。竜と月と乙女おとめかー、神話をモチーフにしたんだ、凝こってるなーなんてことを考えた次の瞬間、頭の後ろでガツッ！　と音がして、気が遠くなった。

　浴槽のヘリで、思いきり後頭部を強打してしまったのだ。

　ここで倒れちゃダメだ！

　こらえろ！

　こらえるんだぁっ！　シャーロック＝ドイルっっっ！

　けれど、頭の奥がじぃんと痺れ、僕の意識はどんどん遠のいていったのだった。

　ああぁぁぁぁ……この先どうなってしまうんだ、僕は。





　　　　◇　◇　◇






　あたたかい。

　太陽の香りのするやわらかなものでくるまれている感覚に、うっとりする。

　近くで、澄すんだ歌声が聞こえた。




「竜は七つの扉を守る。

　命をはぐくむ水の扉。

　神の名を持つ光の扉。

　すべてを許す大地の扉。

　魂たましいを焼き滅ぼす火の扉。

　愛を語る花の扉。

　おしまいとはじまりを呼ぶ夜の扉と朝の扉。

　すべての扉は、竜が守る。

　だから安心しておやすみなさい、愛いとしい子よ」




　ああ、なんて綺き麗れいな声なんだろう……。

　やわらかくて、透きとおっていて、優しくて……。

　声の主を知りたくて、重いまぶたを開けると、




「あ、気づかれました？」




　十六、七歳くらいの女の子が、あたたかな眼差しで僕を見おろしていて、にっこり微笑ほほえんだ。

　うわ……可愛い……っ。

　状況が飲み込めないまま、僕はその笑顔に、ぼーっとしてしまった。

　美人すぎたり色気むんむんすぎたりする子よりも、親しみがもてる庶民的な感じの女の子が、僕は好きだ。

　僕の顔をのぞき込んでいた子は、すっごく感じが良くて可愛らしくて、僕の好みのど真ん中だった。

　僕より小さくて細くて、素直で優しそうで、仕し草ぐさも小鳥みたいで。さらさらの黒い髪を後ろでまとめて、黒いワンピースの上にフリルのついた白いエプロンをかけている。

　メイドさん？

　僕んちにメイドなんていたっけ？　グリンダが雇やとったのか？

　こんな子と恋人同士になれたらなぁ……。手を繋つないで公園で散歩とかしちゃって……。

「先生は、浴槽のへりに頭を打ちつけて倒れてしまったんですよ。ここ、まだ痛みますか？」

　身を起こした僕の後頭部に、そっと手をあてる。

　優しく撫なでられて、それ自体はすっっっごく気持ち良かったんだけど、いっきに現実に引き戻され、青ざめた。

　そうだ！　聖羅姫の入浴中に浴槽に飛び込んで、石鹼で足を滑らせてぶっ倒れたんだ。

　ここはどこだ！

　僕がいた客室と同じくらい豪ごう華かだ。まだ城の中？

　自分の服を見おろすと、女性用の白い寝ね間ま着き姿だった。げっ、誰だれが着替えさせたんだ！

「こ、こっこっこっ、この服はどなたが──」

「……わたしです」

　淡々とした声に、ぎくっとして横を向く。

　そこに聖羅姫が立っていた。もちろんすっぽんぽんではなくドレスに着替えていて、髪も綺麗に結ゆっている。

「……先生が気絶してしまったので、わたしが服を着替えさせて……人を呼んだのです」

　紫水晶の瞳で僕を見ながら、さめた口調で語る。

「た、大変だったでしょう」

「……かなり」

「そ、そう！　でもあのっ、そのときその……」

　僕の裸を見た？

　って、訊ききたいけど、訊けないっ！

　聖羅姫は、相変わらずお人形みたいに無機質な表情を浮かべている。もし、僕が男だとバレていたら、こんなに冷静ではいられないはずだ。

　てゆーことは、服を替えるとき、裸は見ないように気を遣つかってくれたのだろう。

　そういうことにしておこう。

　胸にもやもやとわだかまるものはあったけど、僕はとりあえず聖羅姫に、

「ありがとう。聖羅姫はわたしの恩人です」

　と、お礼を言った。

「……どういたしまして」

　やっぱり、しらっとした顔で答える。

　この子、本当に九歳なんだろうか？　九歳の女の子って、もっと表情豊かでおしゃべりじゃないか？

　世界のすべてのことに興味なさそうなところが、グリンダに似ている。

　そのくせ、僕から視線をそらさず、じっと見上げていて──。

「……ところで先生は、何故あのような格好で、わたしの部屋に窓からいらしたのですか」

「！」

　心しん臓ぞうが止まりそうになった。

　今、それを訊くか！　つか、わざとか？　わざとなのか？

「あのっ、そそそそそそれは──慣れないお城で迷子になってしまい、気がついたらバルコニーを渡り、壁をよじ登るサバイバルな状況に……」

　く、苦しい……。

　こんな言い訳、信じるやつがいるんだろうか。いや、でも相手は子供だし、もしかしたら。

　おずおずと聖羅姫の様子をうかがう。しらけきった顔をしている。バカにしないでくださいと、言いたげな表情だ。

　うわあああああ、やっぱりダメ？

　そのとき、澄んだ声がした。

「まぁ、それは大変でしたね」

　メイドさんが、同情心でいっぱいの眼差しを僕のほうへ向けていた。















「先生のおっしゃる通り、このお城は広すぎますもの。わたしもいまだに迷子になるんですよ」

「そ、そうなの？」

　信じてるよ、この子！　しかも手を可愛らしく握りしめ、熱のこもった口調で語り出してしまう。

「ええ。雪の日に、お城の森で遭そう難なんして凍死しかけたところを救助されたり、衣い装しよう部屋でさ迷っているうちに、鍵かぎをかけられてしまって半日も閉じこめられたり、東の塔の窓を磨みがいていたはずが、気がついたら西のワイン倉庫で足をくじいていたり、屋根でお布団ふとんを干していたら、お布団ごと滑り落ちて林りん檎ごの木に突っ込んでしまったり」

　って、よく生きてるな。

「先生も、とってもお心細かったでしょう？　わたし、よぉぉぉく、わかります。ああ、本当にお気の毒に」

　メイドさんは、目をうるませている。

「わたし、国王様から、グリンダ先生のお世話をするよう言われているんです。わたしもそうしたかったので、とっても嬉しかったです。これからは、グリンダ先生が迷子にならず、安心してお城を歩けるように、精一杯気を配りますね」

「あ、ありがとう」

　ちょっとドジですっとぼけてるけど、素直で優しくて、イイコだ。

　感激のあまり涙が出そうだった。

　ああ、こんな子と公園でデート……って、ドレスを着た僕と、メイド姿の彼女が噴水の前を歩いている光景が浮かんで、がっくりする。

「ずっと眠っていらしたから、おなかがすかれたでしょう？　なにか召し上がられますか？　おかゆでもスープでもサンドイッチでも、わたしすぐに作ります」

「きみが作ってくれるの？」

「はい。先生のお口にあうかどうかわかりませんけど。あ、お菓か子しはわりと得意です。それと紅茶を淹いれるのも」

　メイドさんが頰を染め、はにかみながら言う。

　あああああ、やっぱり可愛いっ。

　控ひかえめな仕草や眼差しに、胸がきゅんきゅんしてしまう。

「じゃあ、お菓子と紅茶で、あとサンドイッチも」

　図々しくあれこれ注文する僕に、

「はい」

　と、清せい楚そな笑顔で答えるメイドさん。

　いいなぁ、このやりとり。

「すぐに戻ってまいりますね」

　メイドさんが、しずしずと部屋を出てゆく。

　僕はでれっとした顔でそれを見送り、ハッとした。

　聖羅姫が、さめた目でこっちを見ている。

「……」

「はは……ははは……ひ、姫様には、本当にお世話になりまして」

「……いいえ」

「あの、わたしの胸、小さかったでしょう。もう、ぺったんこで、男の子とよく間違えられるんですよ。けど正しよう真しん正しよう銘めい女の子で、普段はパット五枚入れてるんですっ」

　ひょっとして、言わなくてもいいことを口走ってるんじゃなかろうか。

「それに、股またのあいだも虫にさされて腫はれぎみで」

「股？」

「ま、まぁ！　わたしったら、はしたなかったですわね、き、聞かなかったことにしてください」

　落ち着け、落ち着くんだ、僕。女の子は、股の話なんかしない。話題を変えよう。

「今のメイドさん、とっても可愛らしいかたでしたね」

「……そうですね」

「黒い髪は、エーレンでは珍しいのではないですか」

　エーレンの国民は、基本金きん髪ぱつ碧へき眼がん系だ。黒い髪は、この国ではよそから来た証あかしなのだ。

「……最近は、そうでもありません。父は、外国のかたが好きですし、この城でも、そうしたかたがたを、積極的に登とう用ようしていますから」

　げ、ぼーっとした子かと思ったら、かなり賢い……？　九歳児の発言じゃないぞ。それとも、王族の姫ってみんなこうなのか？

「……グリンダ先生」

「は、はい」

「……ひとつ、先生に、お尋ねしたいことが」

「！」

　こっ、こここ、今度はなんなんだ！

　身構える僕を、無言でじぃぃぃっと見つめたあと、

「……やはりよいです」

　抑揚の乏しい声でつぶやく。

　ってなに？　気になるじゃないか。それともやっぱり虐いじめ？　教師いびり？

　びびってるところへ、メイドさんが戻ってきた。

「お待たせしました、グリンダ先生」

　爽さわやかな声に、とたんに空気がなごむ。

　銀のワゴンに、紅茶のポットとカップ、サンドイッチと、果物を乗せた小さなタルトと、トマトやオリーブの実を焼き込んだパウンドケーキが並んでいる。

　メイドさんは、にこにこしながら、カップに紅茶を注そそいでくれた。

「はい、どうぞ」

「うわぁ、いただきます」

　さっそくサンドイッチを口にする。きゅうりとハムが挟はさんであって、芥子からしがちょっときいていて、それでいてほのかに甘い味がして、すごく美お味いしい。

　そう伝えると、メイドさんは嬉しそうに頰を染めた。

「ありがとうございます。どうぞ、ゆっくり召し上がってください」

「うん」

　僕が、いちいち、

「美味しい！」

　とか、

「最高だよっ！」

　とか言うたび、メイドさんの唇がほころぶ。

　まるで新婚さんみたいだ。僕がドレスを着ていなければ……。

「そういえば、わたしが眠っているとき、歌が聞こえたんですけど、あれはあなたが？」

　尋ねると、恥じらいながら、

「はい。すみません、起こしてしまって」

「そんなことないよ！　すっっっごく綺麗な声だった！　今まで聞いた中で、一番の歌声だったよ」

　断言すると、ますます恥ずかしがって真っ赤になって身をよじり、

「まぁそんな。グリンダ先生は、学問と芸術の国、ウィストリア皇こう国こくのご出身ですもの。素晴らしい音楽をたくさん聴いていらっしゃるはずですのに、お世せ辞じをおっしゃらないでください」

「お世辞じゃありません。ウィストリア皇国の名だたる歌姫たちより、あなたの歌のほうが心地よく聞こえました」

　すると、もじもじしながら、唇を花のようにほころばせ微笑んだ。

「あ、あの……嬉しい……です。ありがとうございます。ウィストリア皇国のかたたちは、子供の頃から歌や楽器に親しむそうですけれど、グリンダ先生も、なにか楽器を嗜たしなまれるのですか？」

　可か憐れんな笑みに見とれながら、

「えっと、鈴シエリを少々」

　答えてから、赤面した。

　手首に通せるほどの小さな輪に七つの鈴をつけたシェリは、小さな子供でも扱える単純な楽器だ。音楽がさかんで、休日に家族で合奏をする光景がごく一般的に見られるウィストリア皇国の首都スワニールで育ちながら、鈴シエリをしゃんしゃん振るのが精一杯というのは、かなり恥ずかしいことだ。

　もちろんグリンダはバイオリンもピアノも完璧だ。ウィストリア皇国の一流のオーケストラを従えて、堂々と指揮をしてみせたこともある。そのときのステージは失神者が続出し、今では伝説になっている。

　そんな大天才が、よりによって鈴シエリ──。ああああああ。

　耳まで真っ赤になっていると、メイドさんがふわっと笑った。

　さっきの花が咲くような笑みも魅力的だったけど、今度はもっと優しい、ほのぼのした、見てるだけでこっちまで幸せになってしまいそうな笑みだった。

「まぁ……素す敵てきだわ」

　お世辞？　気を遣ってくれてる？

　けど、メイドさんは心から楽しそうに、嬉しそうに、あたたかな共感のこもった声で言うのだった。

「わたしも、鈴シエリの音ね色いろは可愛らしくて大好きです」

　心臓が、大きく跳はねる。

　澄んだ綺麗な声が、あたたかな言葉が、ほんわりした笑顔が、胸いっぱいに広がって、甘くはじけた。

　うわあっ、どうしよう。動どう悸きが止まらない。どんどん速くなってゆく。

　これはもしや！

　け、けど、僕は失恋したばかりで──。こんな、ひらひらしたドレスなんか着ていて──ああ、でもやっぱり。

　もう、隣となりでさめた目をしている九歳の女児のことなんか、気にならなかった。

　鼻血を吹きそうなほど混乱しながら、胸の中に芽生えた幸せな感情に夢心地になっていた。




　その感情は、恋、というのだった。





　　　　◇　◇　◇






「もう少し、ここにいてもいいかも」

　翌日。僕は長旅の疲れを理由に、部屋でのんびり過ごしていた。

　朝食も昼食も、あの細くて小さくて可愛い黒髪のメイドさんが、運んできてくれた。

　親しみ深いほんわりした笑顔を見ているだけで、足が宙に浮きそうになる。恋って偉大だな。

　昨日まで、ウィストリア皇国に帰りたくてたまらなかったのに。今は、この幸せが続くなら、グリンダの身代わりぐらいどうってことないって気になっている。

　そうさ。相手は十一歳から五歳のお子様だし、初等学校の生徒に初歩の算数を教えるくらい、僕でもできる。しかもエーレンの国家予算で、こんな広々とした部屋で過ごせて贅ぜい沢たくし放ほう題だい。

　ある意味、理想的なニート生活じゃないか？




『ええ、きみなら大丈夫ですよ、シャールくん』




　頭の中で、外交官のヘルムートが、笑顔で後押ししてくれる。

　僕に無理矢理ドレスを着せて、こんな田舎いなかの島国に連れてきた詐欺師だけど、おかげで新しい恋に巡り会えたんだから、許してやろう。

　むしろ、ありがとう、ヘルムートさん！

　グリンダも失しつ踪そうしてくれて、ありがとう！

　僕は、生まれてはじめてといってもいい人生の春を謳おう歌かしていた。

　だって、恋しちゃったんだもん。

　ああ、幸せだなぁ。

　うかれるあまり、重要なことを忘れていた。

　それに気づいたのは、夕暮れ時。

　いきなりドアが開いて、ドレスやアクセサリーや化け粧しよう道具を掲かかげ持もったメイドさんたちが、ぞろぞろ現れたときだった。

「すべて国王様から、グリンダ嬢じようへのプレゼントです。今こ宵よいの宴うたげは、長いあいだご不在でいらした王妃様をお迎えする特別な宴ですので、グリンダ嬢のお支し度たくを手伝うよう、仰おおせつかっております」

　口こう上じようを聞いて、卒そつ倒とうしそうになった。

　忘れてた！　僕は、王様のお妃候補だったんだ！









第三回　だからウエディングドレスなんて無理だってば！






　王妃様をお迎えする特別な宴ってナニ!?

　ブラシや香こう油ゆやリボンやケープを持って微笑ほほえむメイドさんたちに取り囲まれ、僕は目を回していた。

「お父様は、グリンダを新しいお妃きさきとして、みんなに紹介するつもりなのよ」

「おめでとう、グリンダ！」

　いつのまにか現れた更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫が、こっそりささやく。

「そんな！　困る！　だって、ぼ──わたしは──そう！　ほ、他に好きな人が！」

「わぁ、ロマンチック～。けど、お父様のお嫁よめさんになったら、そんな人のことなんて、すぐに忘れちゃうわよ。ねっ、更紗」

「ええ、織絵。だってお父様ほど強くて美しくて賢かしこくて、権力も財力も持っている男性なんて、この世に存在しないもの」

　姫君たちが、天使の顔で無む邪じや気きに言う。

「うわああああ、パワハラだ！　ウィストリア皇こう国こくの政府に抗こう議ぎしてやる！　皇帝に手紙を書いて直じき訴そしてやる！」

「大丈夫、お手紙が届いて戻ってくるまでお船で一週間以上はかかるから、そのあいだにお父様のこと好きになっちゃうわ」

「ウエディングドレスはどんなのにしたい？　グリンダ？　やっぱりヴェールは引きずるほど長くて、ふんわりしているのが憧あこがれよね～」

　僕ぼくにそんな憧れはない！

　てか、あの美形王と新婚旅行とか行ったりするのか？　南の島で二人で波と戯たわむれちゃったりするのか？　お姫様ダッコとかされちゃうのか？　うぎゃー、蕁じん麻ま疹しんが～～～～。痒かゆい、痒い、痒いよぉぉぉぉぉ！　やだぁ、男と海水のかけっこなんかしたくない！

　つーかその前に、初夜のベッドでツイてることがバレて、縛しばり首くびだよ～～～～～～！

　ヘルムートのアホタレ！　なんでひとりでさっさと帰国しちゃったんだ！　もしかして自分だけ逃げたのか？　そうだ、あいつはそういう血も涙もないことを、爽さわやかにやり遂とげそうなやつだった。

　グリンダも、天才なら弟の窮きゆう地ちを察して、助けに来てくれぇぇぇぇ！

「さぁ、グリンダ嬢じよう、お召し替えを」

「って、ボタンはずさないで！　リボン、ほどかないで！　うぁぁぁぁ、そこの紐ひも、引っ張ったらスカートが落ちる～～～～。うぎゃぁ！　ひぇぇぇっ！　そこは、ダメぇ、ひゃうぅ！」

　四方から伸びてくる手が僕の服をはぎ取り、髪かみをとかし、顔に化け粧しよう水すいと乳液を塗ぬりたくり、白粉おしろいを叩たたき込こむ。僕は極力肌を見られないようにするので精一杯だった。

　ああ、どうしてもっと早く逃げなかったんだ。

　恋にうつつを抜かしている場合じゃなかったのに。このままエーレンでニート生活を送るのも悪くないとかうかれていたなんて。

　あのメイドさんに膝ひざ枕まくらされて、耳みみ掃そう除じなんかしてもらっている光景まで夢想して、やにさがっていたなんて。僕の馬鹿野郎。

　嘆なげいているあいだに、支し度たくはあっというまに終わり、結ゆい上あげられた髪に花が飾られ、首にも腕にも高そうな宝石のついたアクセサリーをつけられ、つま先がじんじんと痺しびれるような華きや奢しやな靴くつを履はかされる。

「グリンダ素す敵てき！」

「お父様も、惚ほれ直なおしちゃうわ！」

　双子の天使が、大はしゃぎする。

　惚れ直されたって困るんだよ～。僕は男なんだから！　いくらきみたちのお父さんがお金持ちの美形の王様でも、生理的に無理なんだ～。きみたちのお母さんにはなれないんだ～～～～～～。

「もう我が慢まんできない。トイレ！」

　僕は恥も外がい聞ぶんもなく叫び、ドレスを両手でたくし上げ、大おお股またで部屋を飛び出した。

　逃げるんだ！　逃げるんだ！　逃げるんだ！

　死ぬ気で城を出て港へ行って──それが無理なら、下げ痢りだと言ってトイレに籠ろう城じようしてやる。

　ところが廊ろう下かへ出るなり、

「おーや、グリンダ嬢」

　太たい鼓こ腹ばらのじいさんに呼び止められた。

　昨日、広間で僕を睨にらんでいたあのじいさんだ。

「お顔の色が悪いようだが、エーレンの水は、グリンダ嬢のお口にあいませんでしたかのぉ。朝からずっとお部屋にこもりっぱなしだとか。そんな虚きよ弱じやくなお体で、我が国の大事な王子様がたの教師が務つとまるのかのぉ」

　嫌みっぽい口調で、なんかねちねち言ってたけど、

「急ぐので、失礼します」

　スルーして通り過ぎると、

「うぬぅ！　わしを無視するのか！」

　と、後ろで怒りの声が聞こえた。

　ええい、なんでこの廊下はこんなに長いんだ。

　やっと曲がり角まで辿たどり着つき、勢いよく曲がったら、

「わ！」

「ひゃっ！」

　よりによって竜リユウ樹ジユ王子とぶつかって、思いきり廊下に押し倒してしまった。

　僕の下で、竜樹王子が真まっ赤かな顔で口をぱくぱくさせている。それから昨日と同じように眉まゆをめいっぱいつり上げ、叫んだ。

「ぶ、ぶ、無ぶ礼れい者ものっ！」

「すみません！　すみません！」

　慌あわてて飛びのき、ドレスの裾すそをほとんどまくりあげるようにして、駆け出す。

　うわぁ、世よ継つぎの君の入浴をのぞき見た上に、押し倒しちゃったよ～～～～。竜樹王子の中で、きっと僕の評価は最悪だ。

　けど、どうせ僕は母親にも教師にもならないのだから、かまうものか。

　やっぱり出口よりトイレが先だ。そこで、この邪じや魔まくさいドレスを脱いで、肋ろつ骨こつに食い込みそうなコルセットもはずして──。

　と、そのとき、またしても僕の前に、立ちはだかる人物がいた。

　神秘的な銀色の髪と紫水晶の瞳ひとみの美び貌ぼうの王女が、古めかしい表紙のついた大きな本を抱えて、ひっそりと立っている。

　それはまるで不運を告げる美しい魔女が降こう臨りんしたかのような、存在感を漂わせていた。

　僕の足が、ぴたりと止まる。

　な、なんだ！　体が動かないっ。

　紫水晶の瞳が、じぃぃぃぃっと僕を見つめる。

　うぅぅぅぅ、九歳の女児相手に、なにをびびってるんだ、僕は。

「……先生」

　美貌すぎる女児が、口を開く。

　思わず息をのんだそのとき。

「グリンダ嬢、お迎えにあがりました」

　護ご衛えいの人たちが、どやどやと現れた。

「国王陛へい下かがお待ちです。さぁ、こちらへ。聖セイ羅ラ様も女官のところへお戻りください」

「あ、待って、ぼ──いえ、わたしはまだトイレが」

「では、お待ちしておりますので、急いですませてください」

「って、みんなしてドアの前で待ってるの？」

「グリンダ嬢は、大切なお客人ですから」

　真顔で答える護衛の人。

「待たれたら、落ち着いて用をたせませんっっ！」

「グリンダ嬢になにかあっては、国王陛下に申し開きができません」

「ぅぅ…………やはりよいです」

　ああ、もう逃げられない。

　僕はそのまま身をすくめるようにして、広間へ向かったのだった。

　僕の命は風前の灯ともし火びだ。

　王おう妃ひになる前に、広間で本当は男だってカミングアウトするのと、新婚初夜のベッドで二人きりのときにバレるのと、どっちがマシだろう。

　どちらにしても、外交的に大問題で、ウィストリア皇国とエーレンの同盟は破は綻たんする。

　これがきっかけで戦争になったら、僕の名前は国王をペテンにかけようとしたオカマとして歴史に刻まれるだろう。いやだぁっ！

　広間には、昨日と同じように、エーレンのお偉えらいさんたちが集まっている。あの太鼓腹のじいさんもいて、歯ぎしりしながら僕を睨んでいる。

　一段高い玉座では、シザエル王が微笑んでいた。

　五人もの子持ちとは思えない美貌で、宝石みたいな蒼い瞳が甘く輝いている。自分が贈った豪ごう華かなドレスを着た僕を見て、満足しているようだった。

　あああああ、まさかドレスを脱がせる様子を想像してるんじゃ。このセクハラ国王！　隣となりの玉座は空席で、きっと王妃が──つまり、この僕が座らされるのだろう。

　ふたつの玉座の両脇に、国王の子供たちがいる。

　竜樹王子は、頰ほおを赤らめ眉をつり上げ、小さなこぶしをぷるぷる震ふるわせて、僕を睨んでいる。

　聖羅王女は腕に、あの大きな本を抱えたまま、なにを考えているのかさっぱりわからない無表情で、じぃっと僕を見ている。真シン王子は眠たそうにしていて、更紗王女と織絵王女は、目や指で僕にこっそり合図を送ってよこした。二人とも相変わらず天使みたいに可か愛わいくて、すごく楽しそうだ。

　僕はコルセットに背中や脇腹をぐいぐい圧迫され、気絶しそうだった。

　シザエル王が、にやけた声で言う。

「では、我が妻を紹介しよう」

　ああ、おしまいだ。

　最後に、僕に親切にしてくれたあの可愛いメイドさんに、一目会いたかった。

　シザエル王が、ますます甘い目をして──もうほとんど、新人の女性職員に言い寄るすけべな上司って感じの、とろけそうな表情で、立ち上がる。

　真っ白なヴェールやら南の島のハネムーンやら、波打ち際のお姫様ダッコやらが、脳内を駆け抜け、全身が粟あわ立だつ。

　うああああああああああああ、やっぱり男と結婚してウエディングドレスを着るのはいやだ～～～～～～！

　僕は思いきり叫んだ。




「わ、わたしは──水虫なんですっっっ！」




　ええい、もうヤケだ！

「足がぶつぶつで、臭くさいんですっっっ！」

　目がぐるぐる回り、一緒に人も部屋も回る。コルセットに圧迫された肋骨が食い込んで失しつ神しんしそうになりながら、叫んで叫んで、叫びまくる。

「靴下を脱いだら、ゴキブリもころっと逝いっちゃうくらい、むれむれのぷんぷんなんです～～～～！　人間兵器って言われてるんですぅぅぅぅぅぅぅ！」

　いつのまにか、広間は夜の墓場のように静まり返っていた。

　国王はその場で足を止め、王子も姫もぽかーんとしている。

　そのうち、ひそひそささやく声がさざ波のように広がっていった。

「グリンダ嬢が、水虫……？」

「万ばん能のうの天才が水虫……？」

「足が臭い？」

　グリンダの評判を、いちじるしく下げてしまった。

　グリンダは怒るかもしれないけど、僕だって貞てい操そうを守るのに必死なんだ。

　けれどシザエル王は、素早く立ち直ると、涼すずやかな微笑みを浮かべて言った。

「では、のちほど水虫によくきく薬を届けさせましょう」

　ああああああああ、動じてない。

　さすが反対勢力を片端から叩きつぶして、エーレンを開国に導みちびいたカリスマ国王。水虫くらいじゃ撃げき退たいできなかった。いや、もしかしたら水虫の女が好きなマニアだったのか彼は！　そうだ、そういう変態嗜し好こうな顔をしている。

　絶望する僕に、シザエル王が優雅に手を差し伸べる。

　って、あれ？

　僕はこっちに立っているのに、なんでそっちに手を出してるんだ？

　怪け訝げんに思う僕の目に、やわらかそうな産うぶ着ぎにくるまれた赤ん坊を大事そうに抱いた少女が映った。

　さらさらの黒髪を綺き麗れいに結い上げて、ふんわりした清せい楚そなドレスを着た、細くて優しそうな女の子。

　あ、あれ？

　なんでメイドさんが赤ん坊を抱いて、ドレスなんか着てるんだ？

　それに、なんでシザエル王と、そんなに幸せそうに見つめ合っちゃったりしてるんだ？

　シザエル王が、メイドさんから赤ん坊を受け取る。とろけそうな顔で、赤ん坊をのぞき込み、額ひたいに口づける。

「グリンダ嬢」

「は、はいっ」

　やっと名前を呼ばれて、直立不動になる僕に、シザエル王がこれまで見たこともないほど満ち足りた、やわらいだ表情で言う。

「王妃の雪ユキと──皆もよく聞くがよい。エーレンの四番目の王女、鈴リン七ナ＝フィリスだ！」

　広間でわーっと歓声が上がるのを、僕は茫ぼう然ぜんと──本当に茫然と、聞いていた。















　王妃？　我が妻？

　王妃？　でもって我が妻？

　つまり王妃様が我が妻で、メイドさんが王妃様で、美形国王の我が妻で、エプロンドレスで──。

　メイドさん、いや、王妃様が、僕に親しみのこもった笑顔を向ける。

「あらためて、よろしくお願いいたします、グリンダ先生。困ったことがあったら、なんでもおっしゃってくださいね。わたし、グリンダ先生とお友達になれたらと、心から思っているんです」

　なんで王妃様が、メイドの格好をしてたんだ！

　僕は、王妃様に、きゅうりのサンドイッチだの、苺いちごのタルトだのを作らせて、給きゆう仕じまでさせてしまったのか？

　てゆーか、王妃様は亡くなったんじゃないのか！

　それで、グリンダが新王妃になるためにエーレンに呼ばれたって、更紗王女と織絵王女が！

　双子姫のほうを見ると、二人とも口を押さえて小刻みに震えていた。

　目が、思いきり笑っている。

　そのうち、こらえきれなくなったようで、「ぷっ」と吹き出し、おなかを抱えて笑いはじめた。

「ぷ、くすくすくす、あ、あの顔っ」

「可愛い──っ、おかし──っ、あははははは」

「更紗、ダメ、もうダメっ、おなか痛くて死にそう」

「あはははは、織絵、あたしも止まらない」

　身をよじり、涙をこぼしながら、笑い転げている。

　僕は、すべてをさとった。

　双子の天使に、ダマされたのだ！

　王妃様が五年前から不在というのも、エーレンで男女が手を握るのには特別な意味があると言ったのも、僕が花嫁候補だっていうのも、大おお噓うそだったんだ！

　顔が、いっきに赤くなるのがわかった。

　なにがおかしいのかと父王に尋たずねられて、天使──いや、悪魔たちはすまし顔で、

「ごめんなさい、お父様。グリンダのようなひとが、あたしたちの先生になってくれて、すごく嬉うれしくて」

「そうなの、あんまり楽しくて幸せで、笑ってしまったのよ。更紗はグリンダが大好きです、お父様」

「織絵もです」

　その顔と言ったら無む垢くな天使そのもので、噓と演技の巧たくみさは、八歳にしてすでに男を翻ほん弄ろうする悪女並みで──。

　頭の中で、なにかがブチッと切れる音がした。

　僕はニート志願の家事手伝いの浪ろう人にん生せいで、グリンダのおまけの弟で、続けて二回も失恋した大間抜けの女装野郎だ。

　ああ、そうさ、王家の姫君から見たら、最下層のダンゴムシさ。換かえのきくオモチャみたいなもんさ！　つけあわせのパセリで、リンゴの入ってないアップルパイで、穴の開いた靴下で、オヤジの鼻毛で、猫がおしっこをかける砂さ！

　それでも、やっていいことと悪いことがあるってことを、マセガキどもに教えてやることくらいはできるぞ！　大人の男をからかうなんて、十年早い！

　僕は完全に切れていた。

　頭に血がのぼりまくり、耳から白い煙を噴きそうだった。

　まだ肩をひくひく震わせている天使の皮をかぶった悪魔たちのほうへ、歩み寄る。

　そうして、手前にいた悪魔の腰をつかんで持ち上げるなり、お尻しりをぱ──んっ！　と叩いた。

「いやぁ！　なにするの！」

「更紗！」

　僕は手をゆるめず、さらに二発、三発と、お尻を叩き続けた。

「何な故ぜこうされているのか、自分たちが一番ご存じでしょう！　悪い子は、下町のガキだってお姫様だって、お尻をぶたれるんです！」

　パーン！　パーン！　と、お尻を叩く音と、姫君の泣き声が、広間に響ひびき渡わたる。

「いやああああああ、痛いっ！　痛いっ！　助けて！　お父様！　お母様！」

　お偉いさんたちは顎あごがはずれんばかりに口を開け、竜樹王子はのけぞり、聖羅王女までが目を見張っている。年少の真王子は王妃様に駆け寄り、恐ろしそうにスカートにしがみついた。

　その王妃様はあっけにとられて、声を失っている。隣でシザエル王が、

「ほぉ、グリンダ嬢は、なかなか厳しい教師のようだな」

　と、微笑んでいる。

　僕は、お尻を腫はらして痛さと恥ずかしさで、べそべそ泣いている更紗姫を床におろすと、尻しり餅もちをついたまま震えている織絵姫のほうへ向き直った。

「さぁ！　次は、あなたの番です！」

「ごごごごごごめんなさい！」

　顔一杯に恐怖を浮かべて、座ったまま後ずさる。

「ゆ、許してください……許して……先生……きゃあああああ」

「謝あやまってすまされないことが、この世には山ほどあるんですよっ！　お姫様！」

　パ──────ン！

　僕の手のひらで、大きな音が響いた。

「はうぅ！」

「人の心を弄もてあそんだら、どんな報むくいを受けるのか、ご自分の体でしっかり覚えなさい！」

「あうううううう！　ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさーい！」

　パンパンパ──ン！

　響き渡る音。

　泣き叫ぶ幼女。

　唖あ然ぜん茫然のお偉いさんがた。

　このとき、僕の頭には、確かにねじれた角つのが生はえ、背中には紅ぐ蓮れんの羽のごとき炎を背負い、目からはぎらぎらした火花が飛び散り、一万の軍勢でもひとりで蹴け散ちらせそうな恐ろしさだったと、のちに聞いた。




『天才グリンダ嬢、エーレンの姫君たちの、お尻をぺんぺん！』




　そんな見出しが、各国の新聞の一面を飾るのは、数日後のことだ。

　そんなこと、このときの僕は知る由よしもなく、恐怖と狂乱渦うず巻まく広間でただひとり、赤ん坊の鈴七＝フィリス姫だけが、安らかな眠りを享きよう受じゆしていた。




「ほらほら！　もう鼻水垂らして泣いて降参ですか？　だらしのないお姫様ですね！　大人はそんなに甘くありませんよ！」

「うわああああああん、もうしませーん！」





　　　　◇　◇　◇






　どうしよう、やらかしてしまった。

　一時間後。

　僕は豪ごう勢せいなドレスのままベッドの上にあぐらをかいて、その上から毛布をかぶって、青ざめていた。

　双子姫にダマされたと知ったときは、つい頭に血がのぼって、後先考えずに行動してしまった。

　よりによって、王様やお妃様や、家か臣しんの前で、お尻を叩きまくって、泣いても許さず叩いて叩いて、大人を見くびるんじゃありませんとか説教して、うあああああああ。

　部屋に戻るなり頭が冷えて、自分のしでかしたことの重大さに戦せん慄りつしていた。

　過去には、王族の影を踏んだとか、王族より先におやつのマドレーヌに手を伸ばしたなんてだけで、いちゃもんつけられて処刑された例もある。

　この失しつ態たいで、ウィストリア皇国とエーレンの国交は断絶。僕は国家的重罪人になり、縛り首だ。

　ああ、短い一生だった。

　僕はグリンダと違って、平凡な大学生になり、お役やく所しよ勤づとめでもして、平凡な結婚をして、七十五歳くらいで孫に囲まれてささやかに人生を終えると信じていたのに。

　せめて、口の上に髭ひげが生えるまで生きていたかった。

　哀あい愁しゆうにひたっていると、ドアがこんこんと音を立てた。

「！」

　びくんとして、飛び上がる。

　来た！　死刑宣告の使者が。




「グリンダ先生、入ってもよろしいですか？」




　スカートをたくしあげ、衣い装しようダンスの中に身をひそめようとする僕の耳に、優しい声が聞こえた。

　メイドさん……！　いや、王妃様っ！

「ひゃ、ひゃい」

　はいと言うつもりが、嚙かんでしまう。

　ドアが開いて、鈴七姫を抱いた王妃様が入ってくる。

　開いたタンスにむき出しの足を乗せている僕を見て、ちょっと目を丸くする。

「お掃除でも、されていたのですか？」

「い、いえ、珍めずらしい蝶ちようが迷い込んでいたので採取しようと……はは、逃げてしまったようです」

　もごもごと言い訳した直後、王妃様のほうへ体を向けて、がばっと頭を下げた。

「あの、こっ、こっ、このたびは、大事なお姫様たちにご無礼を働いて、まことに申し訳ありませんでしたっっっ！」

「まぁ、頭を上げてください、先生」

　逆に困っている声で、王妃様が言う。

　おずおずと視線を上へ向けると、王妃様がおろおろして僕を見ていた。

「お詫わびをしなければならないのは、わたしたちのほうです。きっと更紗と織絵が、グリンダ先生にいたずらをしたのでしょう？　でなければ、先生があんなに怒るはずがありませんもの」

「え、それは……その」

　王妃様が亡くなって、新しいお妃候補として呼ばれたと信じ込んでいたなんて、言えない。国王様を、セクハラエロ上司と思っていたなんて。

　それより王妃様が、僕に向かって、

「本当にすみませんでした。グリンダ先生は大事なお客様ですのに」

　と、深々と頭を下げるので、焦あせってしまった。

「そ、そんな！　王妃様こそ、頭を上げてください。こ、困ります。ぼ──いえ、わたしが大人げなく、やりすぎてしまったのに」

「いいえ。更紗と織絵のいたずらには、城のみんなも困っていました。なのに王女だというので、誰だれも厳しく注意できなくて。今回のことは、二人にはよい薬です。国王様もそうおっしゃっておられました。グリンダ嬢にウィストリア皇国からお越しいただいたかいがあった。たった一日で、グリンダ嬢は多くのことを、娘たちに教えてくれたと」

「国王様が！」

　娘たちのお尻をぺんぺんされて喜んでいる父親もどうかと思うけど、てっきり縛り首になるかと思っていたので、体から力が抜けた。

「ですからどうかお国へ帰ったりなどなさらないでください。グリンダ先生のように、王の子供だからといって、わけへだてすることをなさらないかたにこそ、あの子たちの教師をお任せしたいのです」

　僕の目を見つめて、王妃様が熱心に言う。

「わたしも、一いつ生しよう懸けん命めいに先生のお世話をさせていただきますから」

「そ、そういえば、どうしてメイドさんの格好をしてたんですか」

　すると王妃様は、表情をほんわりとなごませて、

「だって、夜会に出るようなドレスを着て、パンを焼いたり、お掃除をしたりできませんもの。あちらのほうが動きやすいんです」

「でもそのっ、一国の王妃様は、普通、お掃除したりしないかと……」

　屋根で布団ふとんを干していて滑り落ちたとか、窓を磨みがいていて迷子になったとか、次々思い出して混乱する。

　第一、王子たちの母親にしては若すぎる。てっきり十六歳くらいかと。竜樹王子が十一歳で──って何歳で出産したんだ！　本当に、この人が、この国の王妃なのか？

「その……エーレンの王妃様は、女神と呼ばれているとうかがっていたものですから……。まさか、あなたがその」

　王妃様が、ぱぁーっと赤くなる。

「やだ、そんなのみなさんが勝手に言っているだけです。わたし、そんな大層なものじゃ全然ありません。しょっちゅう迷子になったり、お皿を割ったり、小麦粉と石せつ灰かいを間違えたりしているし……本当に、そんなんじゃないんです。ぅぅ、イメージくずして、ごめんなさい」

　涙目で謝られて、また弱ってしまった。

「いえ、そんなことありません。ぼ──いえ、わたしは、メイドさんな王妃様のほうが、親しみやすくて、好きです」

　口にして、赤くなる。

　王妃様が、目に涙の粒をつけたまま、嬉しそうににっこりする。

「ありがとうございます、グリンダ先生」

　その笑顔が、胸に染みてゆく。

　本当に、僕はメイドさんのあなたが、好きだったんですよ。

　もう今となっては、言えないことだけど。

　そのとき、王妃様の腕に抱かれていた鈴七姫が、可愛らしく笑った。

　ゆっくりと、花が甘い香りをただよわせて開いてゆくような、そんなとびきりの笑顔で──。

　そうして、小さな手を僕のほうへ伸ばした。

「ふふ、きっと先生にご挨あい拶さつしてるんですね」

　僕もおずおずと指を伸ばし、白い手にふれる。

　ドキドキしながら、細い指を握り、

「……やわらかい」

　うっとりと、つぶやく。

　紅茶みたいな茶色のつぶらな瞳が、僕を見上げている。

　王妃様が微笑んだ。

「まだ、なにも持っていないから。心も体も、パンの生き地じのように白くてやわらかいんですよ」

　綺麗な、心地よい声で、王妃様が語る。

「赤ちゃんは、ひたすら愛されるだけの存在なんです。周りの人たちからたくさんの愛をもらって、真っ白な心にたくさんのものを蓄えて、成長して……今度は別の誰かに愛を与える存在になるんです……」

　白い腕をそっと揺らすと、鈴七姫が嬉しそうに笑う。それを見つめる王妃様の唇くちびるにも、あたたかな微笑みが浮かんでいる。

「でもね、この先この子が大人になって、ただ受け入れるだけではない強い心を持つようになっても……生まれたての白さを、ほんの少し残しておいてほしい……。〝鈴七〟というのは、そういう意味です。この名前は、グリンダ先生がつけてくださったようなものなんですよ」

「え……？」

　ほけっとする僕に、王妃様が内緒話をするように目を細める。

「先生は、楽器の中で鈴シエリが一番得意だとおっしゃったでしょう？」

「それはその、不器用なわたしにできるのは、鈴シエリを振ることぐらいですから」

　顔を赤らめる僕に、王妃様は首を横に振って、

「鈴シエリについている七つの鈴の意味をご存じですか？」

「えっと……ひとつ目は愛、ふたつ目は勇気、三つ目は夢……四つ目は、えーと」

「四つ目は希望、五つ目は約束、六つ目は平安、そして最後のひとつは──真実」

　王妃様が歌うようにささやく。

　そうして、またしっかりした優しい声で、

「ひとつひとつが大切なものですが、大人にとって愛や夢は時に難しいことがあります。子供なら素直に『好き』と言えても、大人になってしまったら言えないときもあるでしょう？　だから、鈴シエリが子供にも扱える楽器というのは、違います。子供にしか七つの鈴を振り、その音ね色いろを響かせることはできないんです」

　王妃様の腕の中で、鈴七姫が、あぶあぶと笑う。その声は無邪気であたたかで、澄んだ鈴の音ねのようで……。

「鈴七は、わたしの国の言葉で七つの鈴と書きます。鈴シエリの七つの鈴を持ち、心の中でそれを鳴らし続けることができるように。わたしと国王様が、この子に贈る最初の祝福です」

　ああ、いい名前だな。

　心から、そう思った。

　鈴の音色のように笑う、この姫に、ぴったりだなって。

　鈴七姫が、ちょっとぐずる。

「あら？　どうしたのかしら？　おしめもごはんも、すませたばかりなのに」

　王妃様が、鈴七姫を優しく揺する。

「歌ってあげたらどうですか」

　つい、そんなことを言ってしまう。

「歌？」

「はい。わたしが浴よく槽そうで頭を打って気絶したとき、王妃様は歌ってくれましたよね。もう一度、聞かせてください」

　あの歌が、今、すごく聴きたかった。

　王妃様が、少女のようにはにかむ。

「あれは、エーレンの子守歌なんですよ」

「ぴったりじゃないですか」

「そうですね」

　そうして、鈴七姫をゆっくりゆっくり揺すりながら、歌いはじめた。




「竜は七つの扉を守る。

　命をはぐくむ水の扉。

　神の名を持つ光の扉。

　すべてを許す大地の扉。

　魂たましいを焼き滅ぼす火の扉。

　愛を語る花の扉。

　おしまいとはじまりを呼ぶ夜の扉と朝の扉。

　すべての扉は、竜が守る。

　だから安心しておやすみなさい、愛いとしい子よ」




　どこまでも透きとおった、やわらかな声。

　そうだ、この声を聞いたとき、どうして彼女が王妃だと気づかなかったんだろう。

　エーレンの王妃が、祈りの女神と呼ばれる歌姫だということは、有名だったのに。

　この国は十年前まで鎖さ国こくをしていて、黒髪の人間はいなかった。

　そんなエーレンを開国へ導いたのが、国王の腹違いの弟──今のシザエル王で、蒼き竜と呼ばれる彼の傍かたわらには、黒髪の外国人の少女が寄り添っていた。

　ある日突然、この世のどこでもない遠い国からやってきたといわれている黒髪の少女は、素晴らしい歌い手で、その祈るような優しい歌声で、開国を望む人々の心を奮ふるい立たたせたという。

　そうして、〝閉ざされた国〟エーレンの扉は開かれ、国王シザエルが誕生した。

　少女は国王の妃になり、子供たちの母親になり、今も蒼き竜に寄り添って、幸せに暮らしている。

　まるで甘いおとぎ話のような、物語。

　けど、この優しく澄んだ歌声を聞いていると、どんなおとぎ話も信じられる。

　不安も、怒りも、焦しよう燥そうも、あたたかな旋せん律りつの中にすべて溶けてゆく。




「竜は七つの扉を守る。

　空が青く輝くように。

　海が優しく凪なぐように。

　大地に花々が咲さき誇ほこるように。

　幼子の心が無限の希のぞみで満たされるように。

　だから安心しておやすみなさい、愛しい子よ」




　ぐずっていた鈴七姫が目を閉じ、安らかな寝息をたてはじめる。

　ドアの隙すき間まから、半べその更紗姫と織絵姫が顔を出している。僕を翻弄した小さな悪女たちも、やわらかな歌声に聞き惚れている。

　その後ろに、竜樹王子と聖羅姫、それに小さな真王子の姿も見えた。

　広間では、むっつりと口をひん曲げていた世継ぎの君も、さめた目をしていた第一王女も、落ち着いているのか単にぼんやりなのかわからない第二王子も、みんな子供らしい無邪気な表情で、流れる歌に耳をすまし、心をゆだねている。

　どの子も、うっとりしていて、幸せそうだった。

　そうして、伝説の歌姫の声を、こんなに間近で聴いている僕も、安らかで幸福だった。

　きっと、明日も大変な日々だろう。

　また、失敗するかもしれない。

　タンスの中に逃げ込みたくなるかもしれない。

　けど、もう少し、ここで頑がん張ばってみてもいいんじゃないか。

　そう、きっとそんなに長いあいだじゃない。

　そのうちヘルムートが、本物のグリンダを連れてきてくれるだろう。

　波乱のあとに訪れたこの美しい夜。やわらかなベッドでぐっすりと眠る僕の耳の奥で、祈りの歌姫の歌声が、ずっと流れていた。





　　　　◇　◇　◇






「うーん、いい朝だ！」

　翌日。

　僕は自分でドレスに着替え、胸につめものをし、髪をまとめた。

　今日から授業がはじまる。

　まだ不安はあるけど、僕にできることを頑張るぞ。

　長い廊下を、前向きな気持ちで歩いてゆく。

「……先生」

　曲がり角で、静かな声が僕を呼び止めた。

　手に、古くて大きな本を抱えた聖羅姫が、ひんやりした紫水晶の瞳で、僕を見上げている。

「お、おはよう。どうしたのかな？」

　やっぱりこの子はちょっと苦手だ。口元を引きつらせる僕に、美しすぎる九歳の王女は、淡々と尋ねた。














「先生は、何故女性のふりをしているのですか？」
















第一回　先生、そんなことも知らないの？






「ではまず、あなたたちの実力を見るために、簡単なテストをしたいと思います」

「えーっ」という更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫の抗こう議ぎを無視してプリントを配る僕ぼくは、病人のように青ざめ、だらだらと汗をかいていた。

　万ばん能のうの天才と呼ばれる双子の姉グリンダの身代わりで、エーレンの国王の子供たちの家庭教師をすることになった初日。

　相手は十一歳から五歳までのお子様だし、受験に敗退した僕でもじゅうぶん務つとまると、今朝までは前向きだったのだ。

　ところが。




　──先生は、何故女性のふりをしているのですか？




　廊ろう下かで僕を待ちぶせしていたと思われる第一王女は、さめた目で僕を見上げ、淡々とそう尋たずねたのだ。

　僕は、のけぞった拍子に足がもつれて転びそうになるほど、びっくりした。

　僕が男だってバレてる!?　やっぱり浴よく槽そうで頭を打って気絶したとき、僕のアレとかソレを見られてしまったのか!?

「なななな、なんのお話でしょう？　わたしの胸が扁へん平ぺいだからといって、女性であることを疑うなんて哀かなしいですわ。わたしは生まれたときから女性ですわよ、おほほ」

　そらぞらしい笑顔で誤ご魔ま化かし、

「失礼っ。朝は美容と健康のため、マラソンをする習慣なんです」

　と、ダッシュで走り去ったのだった。

　そのあと混乱のあまり、本当に城内をあちこち駆け回って、迷子になりかけた。

　朝食は、国王一家と一緒にということだったけど、聖セイ羅ラ姫の僕を観察しているような視線が気になって、ろくに喉のどを通らなかった。

　お口にあいませんでしたか？　とメイド服の王おう妃ひ様に心配そうに尋ねられて（朝食は、王妃様の手作りと決まっているらしい！）、

「い、いいえっ、ダイエット効果のある薬を研究中で、その統計をとるため、今朝はたまたま食事制限をしていて」

　と、言い訳した。

「まぁ、でも具合が悪そうです。汗もずいぶんかかれて」

「きっと薬の効果で代たい謝しやがあがっているんですわ。おほほ……」

　そんなやりとりを、聖羅姫は賢かしこそうな目で見ていた。

　そして今も──。

　うぅぅぅ、見てる。見てるよ～。まばたきもしないで、こっち見てるよぉ。

　プリントを配りながら、僕は必死に第一王女から視線をそらした。

　その人は男です。グリンダ嬢じようじゃありません、っていきなり立ち上がって指をさされたらどうしよう。

　頭の中に、国こつ交こう断だん絶ぜつとか、政治犯罪者とか、王族を謀たばかったペテン師とか、嫌な単語が次々浮かんで、胸が潰つぶれそうになる。

　また、そぉっと様子をうかがうと──。

　げ！　まだ見てる！

　いっそ僕がロリコンのマゾ野郎ならよかった。そしたら、こんな恥ずかしいドレス姿で、紫の瞳ひとみと銀色の髪かみのお人形のような美少女から冷たい視線を浴びていることに、大興奮したかもしれない。

　けど、あいにく僕の好みは、十六、七の庶民的で可か愛わいい女の子なのだった。

　なので聖羅姫の無言の問いかけは、僕の軟弱な胃を、きりきり締めつけるだけだった。

　ああなにを考えているんだろう。心の中で、僕を『女装趣味の豚ぶた野郎！』と罵ののしっているのだろうか。あああああ、うぅぅぅ、そんなにじーっと見ないでくれぇ。

　気分は皇帝の身でありながら、家か臣しんの妻との不ふ義ぎ密みつ通つうを疑われ、裁判の被ひ告こく人にん席せきに立たされた伝説のダメ皇帝、ルードヴィッヒ二世の気分だった。そういえば、この皇帝、獄ごく中ちゆうで、ザリガニまんじゅうを喉につまらせて亡くなったんだっけ。

　って、歴史豆知識を語ってる場合じゃない！

　そうだ、授業に集中するんだ。

　明るい色のカーテンや壁紙でまとめられた子供部屋のテーブルには、聖羅姫の他に、双子の更紗姫と織絵姫、兄の竜リユウ樹ジユ王子、年少の真シン王子が座っている。

　双子姫は、いきなりテストなんて聞いてないと、ぶーぶー文句を言っていて、竜樹王子は口を曲げ、僕と目をあわせないようにしている。真王子は今日も眠たそうだ。

　プリントはヘルムートが用意したやつで、問題の難易度は年齢に応じて変えてある。これなら間違っているところやわからないところを、もったいぶってちょろっと教えてさしあげればすみますよ、とヘルムートは、誠実そうな笑顔で言っていたのだが。

　聖羅姫が問題を解くため、顔を伏ふせる。

　それで、ようやく一息つくことができた。

　心しん臓ぞうがまだドキドキしていて、こんな状態で、まともに授業なんかできるわけない。けど、アホなことを言ったら、僕が天才グリンダじゃないと、他のみんなにもバレてしまう。

　そこで、無理矢理微笑ほほえみながら、

「わからないところがあったら、質問してくださってもよいのですよ」

　と、言ってみる。

　肩に力が入りまくりの大おお真ま面じ目めな顔で、がりがりと問題を解いていた竜樹王子の肩越しに、

「どうですか？　竜樹様」

　とフレンドリーに声をかけてみたりする。

　とたんに竜樹王子が、がたんっ！　と椅い子すを揺ゆらして、僕から離れた。眉まゆがつり上がっていて顔が赤い。警けい戒かい心しんにみちみちた表情で、僕を睨にらみつける。

「わ、私の後ろに立つなっ！」

「……すみません」

「そそそれに、その服、襟えりぐりが開きすぎじゃないか？　女性はむやみに肌を出すもんじゃない」

　ゆうべ廊下で押し倒したのが決定打になって、完全に痴ち女じよと思われてるようだ。てゆーか、十一歳になったばかりの子供の台詞せりふか？　それ？

　竜樹王子の解答用紙は、ここまで真剣に徹底的に解答しなくてもと思うほど、細かな文字と数字で、びっちり埋まっていて、手抜きのできない真面目な性格がうかがえる。

「やだ、竜樹お兄様ったら、グリンダのこと意識してる～！」

「本当、お顔が真まっ赤かよ。ひょっとしてグリンダに一ひと目め惚ぼれしちゃったの～？」

　更紗姫と織絵姫が、からかう。

「ば、バカっ！　そんなんじゃない！　私はただ、彼女の襟ぐりは授業には適さないと──」

「えーっ、竜樹お兄様が、グリンダの胸元に目がいっちゃって、ドキドキして集中できないだけじゃないの？」

「ち、違っ」

　竜樹王子は、ますます赤くなり眉をつり上げる。

　僕は思わず胸を隠す仕し草ぐさをしてしまった。襟ぐりをぎりぎりまで下げてあるので、パットで上げ底しているのがバレないか、ひやひやする。

「ほら、グリンダが、じろじろ見られたらキモイって」

「い、いえ、そんなことは！」

「違うからなっ！　おまえの胸なんか興味ないからな！」

「は、はい。すみません。ただわたしの服は、どれも襟ぐりが開いていて……」

　ヘルムートのやつ。なんで、こんな男とバレそうな服ばかり用意するんだ。やつの趣味なのか？　そりゃ見る側としては開いてたほうが嬉うれしいけど、着る側としては、ぅぅ。

　双子の姫たちが楽しそうに、

「やっぱり今年は襟もとの開いた服が流は行やるのね！　ウィストリア皇こう国こくは、文化と流行の中心ですもの！」

「あたしたちもグリンダみたいな襟のお洋服を作ってもらいましょう、更紗」

「ええ、織絵」

　手を合わせてきゃいきゃいはしゃぐ。昨日はお尻しりを叩たたかれて泣いていたのに、立ち直りが早いというか……。どうでもいいけど、きみたち、解答用紙が真っ白だよ……。

「ふん、流行なんてくだらない。外見をちゃらちゃら飾り立てる前に、まず内面を磨みがき上あげなければ」

　竜樹王子が、ムキになって主張する。

「あら、いくら内側が素晴らしくたって、見た目がひどかったら、お近づきになりたいと思わないもの。そしたら自分を知ってもらうチャンスなんてないじゃない」

「更紗の言うとおりよ。第一、流行を追い求め、美しくなりたいと願うのは、女の子の本能よ。そういう女心がわからないようじゃ、お父様の跡あとを継ついでから苦労するわよ。せーじ的な交渉なんて、相手方の国王とやり合うより、国王の奥様か愛人に宝石のひとつでもプレゼントしたほうが、絶対うまくいくんだから。ね、更紗」

「賄わい賂ろを贈るというのか！　許さないぞっ！　おまえたちのような輩やからがいるから、国政が乱れるんだ。神聖なる国事を、女の力でどうこうできると思ってるなんて」

「ウブいわね、竜樹お兄様。男は綺き麗れいな女の人にすりよられて、あまーい声で『ねぇ、お、ね、が、い』って頼まれたら、いやって言えない生き物なのよ」

「だめよ更紗。先生の胸を見て恥ずかしがっているようじゃ、男としてまだまだだわ」

「な、な、なっ！　私は恥ずかしがってなんか！　それに、胸にも興味はないと言ってるだろう！」

「隠したって無む駄だよ。竜樹お兄様って単純で、ぜぇぇぇぇんぶ、お顔に出るんですもの」

「っ、黙れっ！　更紗！　織絵！」

　この調子で、延々続くのだった。

　竜樹王子は、双子姫のおもちゃにされているようにしか見えず、同じ男として気の毒になってくる。女の子って本当に口が達たつ者しやというか、マセてるよな……。僕も初等学校に通ってた頃、よく同じクラスの女の子に、いじられて……。

「あ、あのっ、まだテストの最中ですから、静かに問題に取り組みましょう」

　おずおずと注意すると、更紗姫と織絵姫は、

「はぁーい！」

　声をそろえて可愛らしくお返事し、竜樹王子は赤くなった。弟てい妹まいたちの模も範はんとなるべき自分がうるさくしてしまったことが恥ずかしいのだろう。ぷいっと横を向いて、問題を解く作業に戻る。

　けどまたすぐ双子姫が、

「ねぇねぇグリンダ、ウィストリア皇国では、どんな髪型が流行っているの？」

「ビルギッテ＝バウアーの新しいお芝し居ばいを観た？　妖精の女王役で、空中から登場するって本当？」

「ウィストリア皇国の皇帝陛へい下かって、ハンサム？」

「やだー、更紗のおじさん趣味。それよりウィストリア皇国の世よ継つぎの君って、あたしたちと同じ歳としくらいでしょ？　髪と目は何色？」

「同い年の子なんて子供っぽくて、興味ないわ。男の人はやっぱり強くて賢くて、頼りがいのある人じゃなきゃ。うちのお父様みたいに」

「お父様は別格よ、更紗」

「やっぱり織絵もそう思う？」

「あたりまえじゃない」

「ねぇ、グリンダ、その首飾り素す敵てき」

「恋人の贈り物？」

「グリンダ、何人くらい恋人いる？」

　と、くらくらするようなマセた質問をしてくる。

　切れた竜樹王子が、

「うるさいぞ！　恋人とかくだらない！　男あさりをする前に、王おう家けの娘としてふさわしい教きよう養ようと品ひん格かくを身につけろ」

　と、わめくのを、

「て、テストを続けましょう」

　と、なだめるという風だった。

　これは教師というより、ばあやでは？　と胃がまたきりきりしはじめたとき。

「……先生」

　うっ。

　淡々とした声で呼ばれ、背筋がこわばる。

「問題を解いてしまったのですけれど」

「え！　もう？」

「退たい屈くつなので、自分の本を読んでもよいでしょうか」

「ど、どうぞ」

　聖羅姫が、古い表紙のついた本を開く。

　そういえば、あの本、ずっと持ってるな。なんの本なんだろう。

　さりげなくのぞいた僕は、

「！」

　フリーズした。

　な、なんだ！　この数式と古代語だらけの本は！　空白がほとんどなく、びっしり埋まった邪悪な黒いページは！

　よ、読めないっ。

「は……ははは……これは、なにかな」

　渇かわいた笑いを浮かべる僕に、聖羅姫がさらりと言う。

「……古代アナベル文明の、数学理論です」

「そ、そう。アナベル文明ね。あの三角の墓とか、動物信仰のね。そうじゃないかと思ったんだ、ははは……。よ、読めるの？」

「……ええ。文法自体は現在使われているものと、そう変わりませんから。オルフェルートの定てい理りは二千年を経へた今も色あせず、興味深いです」

「……お、オルフェルートね……天才の始し祖そなんて言われてる人ですね……。ははは……そう、ですよね。古代語なんて楽勝ですわよね」

　僕は、十一歳から五歳のお子様たちに、ちょろっと勉強を教えれば良かったはずじゃないのか？

　初等学校の生徒を教えるようなもんだから、浪ろう人にん生せいの僕でも楽勝だって、ヘルムートは言ってたのに。

　第一王女が、古代語が読めて、オルフェルートの定理とか平へい然ぜんと語るとか、聞いてないっ！

　ど、どうしよう。もし、質問なんかされたら。

「先生、オルフェルートが主張したこの……」

　聖羅姫が、紫水晶の瞳で観察するように僕を見上げ、華きや奢しやな指で数字の羅ら列れつを指す。

　やばい！

「ししししし真様っっ！」

　ひっくり返った声で叫びながら、一番年少の真王子のほうへ向き直る。

「真様は、わからないことは！」

　これで真王子まで古代語ぺらぺら、数式さらさらの天才だったらどうしよう。

　けど、真王子は、粘ねん土どをこねていた。

　楽しそうでもなく、嬉しそうでもなく、職人が仕事に没ぼつ頭とうするように、ひたすらストイックに、こねこねこねこね。

　解答用紙をのぞくと、花と馬の絵が描いてあった。五歳にしてはなかなかうまい。

「……真様」

「……」

「なにを、作ってらっしゃるんですか」

「……ないしょ」

「……そうですか、頑がん張ばってください」

「……」

　無言のまま、こくりとうなずく。

　は──っ、天才じゃなくてよかった。

　けど、五歳にして熟じゆく練れんの職人の風ふう格かくを漂ただよわせ、真ま顔がおで粘土をこね続けるのも……ちょっとその問題ありのような……。

　空気が微妙に白しら々じらとする。

　竜樹王子も問題を解きおえ、双子姫は「考えたけど、わかりませーん」「織絵もでーす」と、すでにやる気ゼロだ。

　マズい、初日からこれじゃあ、グリンダの評価がガタ落ちで、「先生、やっぱり身代わりだったのねー、信じられなぁい！　さいてーっ！」なんて、聖羅姫に言われかねない。それで、父王たちにバラされて、縛しばり首くびに──ああああ、なんとか盛り上げなきゃ。

「で、では！　これはわたしが後日採点して返しますので、このあとはゲームをしましょう！」

　苦しまぎれの発案に、子供たちがぽかんとする。

「ゲームってなぁに？　グリンダ？」

「双すご六ろくです」




　十分後──。

　子供部屋の絨じゆう毯たんの上に、ウィストリア皇国製の〝双六〟が、ぞろぞろと並べられた。

　どれも、エーレンの国王への贈り物で、有名な画家が絵をつけた、美術品としての価値もある立派な品だ。

「うわぁ、これお星様がいっぱいで綺麗～」

「『星を巡めぐる旅』──ってタイトルなのね。ロマンチック」

「こっちは、『失われた歴史を求めて』ですって──世界の遺い跡せきを巡りながら、宝探しをするのね！」

　織絵姫と更紗姫が、目を輝かせて絵を眺ながめている。

「ウィストリア皇国では、学習に使える双六がたくさん作られているんですよ。皇国の子供たちは、双六をしながら、歴史や星の名前や道徳を学ぶんです」

「楽しそ～。ねっ、どの双六をする？」

「この『フローラ姫の対話～哲てつ学がくの森へ』って、おもしろそう。フローラ姫が、イケメン哲学者たちと対話しながら恋愛したり、世界初の女おんな教きよう皇こうになったりするのね」

「あ、それは……若い女性向けにヒットしたもので、姫様たちにはまだ早いかと」

　確か、キスとか抱ほう擁ようとかばんばん組み込まれていて、物ぶつ議ぎをかもしたような……って、なんでそんなものがまざってるんだ。

「私は、双六なんて子供っぽいもの、やらないからな」

　竜樹王子が腕組みしてそっぽを向く。

　僕は腰を低くして機き嫌げんをとった。

「そうおっしゃらずに、一度だけでもいかがですか？　他国の文化に触れることは、王子にとってもよい経験になりますよ。えーと、お薦すすめは『世界歴史百景』ですが、『震ふるえる世界～天てん地ち創そう造ぞう』とか『農業王に俺おれはなる』とか『偉い大だいなる王への道』とか」

「偉大なる王……？」

　竜樹王子の肩が、ぴくんと動く。

「はい、帝てい王おう学がくを身につけながら、試し練れんを乗り越え、立派な国王を目指すのです」

「そ、それなら、やってやってもいいぞ」

　赤い顔で答えたのだった。

　なんていうか……この子、すごくわかりやすい。

「では、『偉大なる王への道』にしましょうか」

　更紗姫と織絵姫は「そんなのつまんないわ」「もっとロマンチックなのがいい」と不満気だったけど、「次は、姫様たちのお好みのものにしましょう」と、なだめた。

　ああ、やっぱり〝ばあや〟だ。

　そんな僕を、聖羅姫はまだ観察するように、じぃっと見つめている。

「せ、聖羅姫も、こちらでよろしいですか」

　引きつりながら尋ねると、

「……結構です」

　興味なさそうに淡々とつぶやいた。

　ちなみに真王子にも同じように尋ねると、

「……」

　黙ったまま、こくりとうなずいた。

　うぅぅ、ここの兄弟は、騒さわがし組とおとなし組で、極端すぎだよ。

　ともあれ、やっと双六をはじめられることになった。

　絨毯の上に、色いろ鮮あざやかな双六を広げ、みんなでその周りに座る。

「まず、サイコロをふたつ振って、その数を足してください」

「六だ」と、竜樹王子。

「あたしは、三」と、更紗姫。

「あたしは、八よ」と、織絵姫。

「……四」と、聖羅姫。

「……」

「あ、真様は十ですね。では、スタート地点は、サイコロの目の多いかたからということで、真様は〝宮きゆう殿でん〟、織絵様は〝教会〟、竜樹様は〝道場〟、聖羅様は〝馬小屋〟、更紗様は〝狼おおかみの巣〟です。この人形をスタート地点に置いてください」

　と、陶とう器きの小さな人形を渡すと、

「ちょ──なんで、あたしが狼の巣なの！　てか狼の巣ってなに！　それにこのお人形、髪の毛が尖とがってて、目つきが悪くて可愛くないわっ」

　更紗姫から不満の声が上がる。

「更紗様のお人形は、赤ん坊の頃、森に捨てられていたのを狼に育てられた、野生児という設定ですから」

「なにそれ～～～～」

「あたしのお人形は、白いローブを着ていて、優しそうな顔をしてるわ」

「織絵様は、教会の祭さい壇だんの前に捨てられていた赤ん坊という設定です」

「捨て子ばかりなのね。じゃあ真の〝宮殿〟は？」

「国王の第一王子として誕生したという設定です」

「えーっ、真ばっかりずるーい！　あたしの狼に育てられたは、あんまりよー」

「おいっ、なんで私の人形だけ、髪にリボンなんかついてるんだ。これじゃ女みたいじゃないか」

　竜樹王子も不満そうだ。

「それはその、竜樹様のお人形は、武術家の父親のもとに生まれた女の子──という設定ですから」

「なんだと！」

「……先生、わたしは」

　聖羅姫が、僕を見つめたまま淡々と尋ねる。

　僕はどきんとしながら、

「えーと、聖羅様は、旅の一座の生まれで、興こう行ぎよう中ちゆうに立ち寄った村の馬小屋で出産という設定で」

「……そうですか」

　また淡々とつぶやく。

　設定を不満に思っているのか気に入ったのか、表情の動きからはさっぱりわからない。

「じゃあ、はじめましょう！　さ、真様からサイコロを振ってください」

　無理矢理明るい声を出し、空気の流れを変えようと頑張る。

「三ですね！　では三つ進みます。はい、ここで選択問題です。王子様の生せい誕たんを記念して、大臣から法律辞典が贈られ、騎士団長から立派な剣を贈られました。どちらの贈り物を受け取りますか」

「って、ひとつしか受け取れないの！　ケチー」

「だいたい王子様って生まれたばっかりなんでしょう？　どっちも自分の意思じゃ選べなくない？」

　織絵姫と更紗姫がつっこむ。

「これはゲームですから。真様、どちらにされます？」

「……おっきいほう」

「……剣にしておきましょう」

　マントをつけた人形を進める。

　次は教会で育った織絵姫で、サイコロを振ると四だった。

「はい、織絵様も選択問題です。司し祭さい様がおやつに、黒パンとケーキを差し出しました。あなたはどちらを食べますか」

「ケーキに決まってるわ」

「もうひとつ選択問題です。おやつを食べようとしたところへ、おなかをすかせた子供がやってきました。あなたは、おやつをその子にあげますか？　それとも食べてしまいますか？」

「もちろん自分で食べるわ」

　そんな感じで、選択問題に答えながら人形を進めてゆく。

　狼の巣で育った更紗姫の選択肢は、「目の前をうさぎといのししが横切りました。今夜の食事はどちらにしましょう」だの「森で甲かつ冑ちゆうをまとった騎士が死にかけています。手て当あてをしますか？　かみつきますか？」だのそんなものばかりだった。

　一方、道場で生まれ育った女の子な竜樹王子も「道場破りに訪おとずれた若い騎士と対戦しますか」という選択に胸を張って、「もちろん！」と答えたら、「あなたと騎士は燃えるような恋に落ちました。騎士と駆かけ落おちしますか？」という選択へ繋つながって、

「なんで、王子たる私が、男と恋に落ちたり駆け落ちしたりしなくちゃならんのだ！　これは偉大な王を目指す双六じゃなかったのか！」

　と、怒っていた。

　その気持ちは、よくわかる。男なのに頭にリボンをつけたり、野郎と恋に落ちたりしたくないよな……。

　リアルでドレスの我が身を思い、同情する。

　聖羅姫は、旅の一座に生まれた愛あい嬌きようあふれる少年という設定の人形を、淡々と動かしている。

「極ごく悪あく人にんの代だい官かんが踊おどりを所しよ望もうしています。踊りますか？　小こ刀がたなを抜きますか？」

「……踊ります」

「踊るのはどっち？　どじょう踊り。剣つるぎの舞まい」

「……どじょう踊り」

　のように、ただ淡々と。

　双子姫や兄王子たちが、サイコロを振るたび奇き声せいを上げ、忙せわしく表情を変えるのと、まったく対照的で──まぁ、それは真王子も同じなんだけど。こっちは、ひたすらぼーっとしている。

　なんやかんやで、竜樹王子たちは双六にのめり込んでいるようで、狼に育てられた少年と、教会で育った少年が実は双子の兄弟で、国王への反逆罪で処刑された公こう爵しやく家の一族の生き残りだと判明したときは、

「更紗お兄様！」

「織絵！　弟よ！」

　と、抱きあって盛り上がっていた。

　王の世継ぎとして生まれた真王子の人形は、食ったり寝たり、寝たり食ったり、怠たい惰だに過ごしていたが、そこへ、恋に揺れながらも剣術家としての研けん鑽さんを積んできた少女（竜樹王子だ）がやってきて、王子を守る騎士団の一員となる。そこでも、また恋に悩みながら進んでゆく。

「なんで、いちいち恋か仕事か、恋か誇ほこりか、恋か栄えい誉よか訊きいてくるんだ！　天てん秤びんにかけるものが恋以外にないのか！」

　と、竜樹王子は真っ赤になっていたが、真面目に「仕事だ」「誇りだ」と選択し、出しゆつ世せしていった。

　教会の少年と狼に育てられた少年は、公爵家の正当な後こう継けい者しやとして名な乗のりを上げ、反乱を起こす。

　そんな中、旅芸人の聖羅姫は、権力者に取り入り、しだいに国の中心に入り込んでゆき、ついに王子の側そつ近きんとなり、王子を傀かい儡らいにし、裏から国を操ろうと画かく策さくする。

　って──そんな展開だったのか！　この双六！　やっぱり無ぶ難なんに『世界歴史百景』にしとくんだった！

　つーか、『王子に真心をもって仕えますか？　企たくらみをもって仕えますか？』の選択に、淡々と『……企みを』と答える聖羅姫が怖すぎる。

　この王子も、しっかりしないと、ロマンシア王国の八代国王ルーイ二世みたく、側近にギロチン台に送られるなんてことも、ありえるぞ！

　が、真王子は相変わらず寝て食って、食って寝ての繰り返しなのだった。ああ……愚ぐ王おうを地でいっている……。

　そんななか、騎士となった少女に大きな運命の変へん転てんが訪れる。

　実は！　少女は国王の隠し子で、王子の腹はら違ちがいの妹だったのだ！

　えらいご都つ合ごう主義だけど、これによって少女は第二王おう位い継けい承しよう者しやとなり、その後の反乱軍との戦いでも国民を味方につけて勝利し、一いち躍やく英雄となる。

「ちょっと！　これじゃ、あたしたちが悪役みたいじゃない！」

「そうよ！　むかつく！」

「そういう道を選んだのは、おまえたちだろうが。常に刻こつ苦く勉べん励れいし、民のことを考えて行動していれば、人じん心しんも自然と集まっただろうに」

　竜樹王子が満足そうに胸をそらす。

「やはり、どこからスタートしても、王にふさわしい心を持った者が、玉ぎよく座ざに辿たどり着つくということだな」

　ゲームをはじめる前はさんざん文句を言っていたことなんか忘れはてたように、口と頰ほおをゆるめている。そんな単純さが年とし相そう応おうで、可愛く思えてしまった。うん、国王の息子むすこだって、ナイーブなところもある普通の男の子なんだよな。

　竜樹王子はゴールまであと少しだ。頑張れ！

　が！　ここで国王が急死し、反乱軍が王おう城じように攻め寄せてきた。

　少女は、騎士団を率いて駆けつけようとする。

　そこに聖羅姫が〝待った〟をかけた。

　傀儡となった王子を動かし、少女の故郷の村を反乱軍の根こん拠きよ地ちに仕立て上げ、軍勢を送ったのだ。

「な！　なんてことをするんだ、聖羅！」

　竜樹王子が眉をつり上げ、立ち上がる。

　聖羅姫はさめた目で、

「……わたしは〝正解〟を選択しただけ」

　と、淡々と答えた。

　ひぇ～～～～～～、なんてシビアなんだ。

　九歳の子供らしからぬ口調や表情に背筋が寒くなり、竜樹王子に同情した。

「……次はお兄様がサイコロを振る番です」

「くぅぅ」

　竜樹王子が、ものすごいしかめっつらでサイコロを振る。

　五。

　よし！　ゴールへ辿り着ける数字だ！

　けど、肝かん心じんのゴールの直前に、選択問題がある。

「えーと、あなたが向かうのは故郷の村ですか？　王城ですか？」

　とたんに竜樹王子が、びくっとし、口をひん曲げ、両手をぎゅっと握りしめる。

　うわぁ、むちゃくちゃ悩んじゃってるよ～～～～～～。

　王城へ向かえば、そこで反乱軍を破り、国民の支持を受けて国王になれる。

　故郷の村へ向かえば、反乱軍の疑いをかけられ重傷を負い、二回お休みだ。

　王城へ向かうのが、聖羅姫流に言うなら〝正解〟なのだろう。国王になるには、大だい事じのために小しよう事じを切り捨てなければならないという教訓なのかもしれない。

　けど、子供には酷こくな選択だ。

　って、子供向けじゃないのか？　この双六？　なんで、こんなトラウマになりそうな選択問題が混ざってるんだ？　これゴールしても、子供嬉しくないだろ。なんで、こんなシビアな双六を持たせたんだよ、ヘルムート！

　竜樹王子はこぶしを握ったまま唸うなっている。唇くちびるを嚙かみしめて、苦しそうだ。

　ああ、本当に真面目なんだな、この子は。

「あのっ、竜樹様？　これはゲームですから、軽い気持ちで」

　遠えん慮りよがちに声をかけたら、ものすごく真剣な顔で、

「けど私が王城へ向かえば、故郷の者たちは反逆者として殺されてしまうのだろう！」

「いえ、そうと決まったわけでは。それにほら、ゲームですし！」

　困った。こういう場合、教師としてなんと言えばいいんだ。

　聖羅姫が、じぃぃぃと僕を見ている。

　ううっ。プレッシャーが。

　そのとき、双子姫の片割れが、焦じれったそうに声を上げた。

「もう！　竜樹お兄様ったら悩みすぎ！　グリンダの言うとおりゲームなんだから、さっさとゴールしちゃいなさいよ」

　更紗姫？　織絵姫？　が、身を乗り出して、竜樹王子の人形をつかんで、

「はい、五つね。ゴール」

　と、勝手に〝あがって〟しまった。

「わ──っ！　更紗っ！　なにをする！　故郷の村が──！」

「ふーんだ、もうゴールしちゃったもんね。このゲームはこれで終わり。次は、あたしたちが選んだロマンチックな双六をやるって約束よ」

「そうよ、ゴールで異い国こくの王子様と結むすばれる恋愛モノがいいわ！」

「お、おまえらは──！　ええい！　今のゴールは無効だ！　やり直すぞ！」

「えーっ、もう、竜樹お兄様の勝ちでいいわよぉ」

「更紗に賛成！　もともと王様なんか面めん倒どうくさいから、なりたくないし」

「言えてる～、将来の夢が王様だなんて希望がなさすぎよ」

「王の仕事を侮ぶ辱じよくするな！　私の人形をとるな、人形を返せ。更紗！」

「やぁよ」

　更紗姫（？）が竜樹王子の人形を胸の前でぎゅっと抱き込んで、べーっと舌を出す。竜樹王子が怒りの表情で、妹姫のほうへ身を乗り出す。

「わわっ！　喧けん嘩かはいけません！」

　僕も慌あわてて身を乗り出した。

　二人のあいだに割って入った──つもりだったが、足がずるっとすべって、

「わ！」

「ひゃっ！」

　竜樹王子のほうへ倒れ込んでしまった。

　僕の下で竜樹王子が、頰を怒りと羞しゆう恥ちで真っ赤に染めて、わなないている。















「きゃあ、グリンダったら大胆！」

「よかったわね、竜樹お兄様、グリンダに襲おそってもらえて」

　双子姫がはしゃぐ声で、眠たそうにしていた真王子が目をぱちくりさせる。

「ち、違いますっ。これはアクシデントで！　わわわたしはやましい気持ちは一切──」

　嚙み嚙みであたふたする僕を、竜樹王子が、

「無ぶ礼れい者ものっ！　はやくどけぇ」

　と、怒ど鳴なりつける。

　ああ、もう、めちゃくちゃだ。

　授業一日目からこんなんで、この先僕は、この子たちの家庭教師を続けていけるんだろうか。

　不安で頭がぐらつく僕を、聖羅姫はやっぱりさめた瞳で、じぃぃぃと見ていた。





　　　　◇　◇　◇






　はーっ、やっと授業が終わった。

　午後。

　部屋に戻った僕は、ひとりになるなりどっと力が抜け、ベッドに両手両足を広げて倒れ込んでしまった。

　時間にすれば、たった三時間。

　なのに、三年は経たったように体が重い。

「もうやだよ～、家庭教師なんてもともと無理なんだよ～、ヘルムートはいつになったら、戻ってくるんだよぉ」

　コルセットに肋ろつ骨こつを圧あつ迫ぱくされて無茶な女装を続けるのは、限界だ。

　聖羅姫にはとっくにバレちゃって、なにこの変態の人って目で見られているし、家庭教師だってうまくやれる気がしない。竜樹王子には嫌われているし、双子姫は言うこときかないし、真王子はぼーっとしてるし。

　やっぱり、男の僕がグリンダの身代わりをするなんて、間違っていたんだ。

　ウィストリア皇国の諜ちよう報ほう部ぶは優秀だから、二、三日でグリンダも見つかるはずじゃなかったのか？　本当に信じられるのか？　僕を置き去りにして、自分だけとっとと帰国しちゃったあんなペテン師。

　もしかしたら、とっくに見捨てられてるんじゃ──。

　僕は、このまま一生女装の変態？　一生スネ毛禁止？

　考えたくないけど、不安がむくむくふくらんでいって、胃がきりきりして、情けないことに涙まで出てきた。

「うっうっ、早く会いに来てよぉ～～～～、ヘルムート」

　シーツをつかんで、めそめそしていたときだ。

　いきなり、部屋の中で声がした。




「あの、あなたとヘルムート様は、恋人同士なのですか？」









第二回　僕ぼくが出会った残念な人たち






　僕ぼくは慌あわてて身を起こした。

「！」

　誰だれもいないと思ったのに、ベッドの脇わきに、メイド服を着た女の子が、片手に雑ぞう巾きんを持って、緊張したおももちで立っている。

　僕と同おない歳どしくらいの、ちょっと癖くせのある赤毛で、胸の大きい、可か愛わいい女の子だった。

　なに!?　この子、どっから現れたの!?

　僕、おかしなこと言ってなかった？　スネ毛禁止とか口に出してなかった？

　それに、ヘルムートと恋人同士って！

　目をむく僕に、「あ、すみません」と、頭を下げる。

「あたし、侍じ女じよのアニスといいます。お掃そう除じをしてたら、あなたが戻ってきて、いきなりベッドで独ひとり言ごとを言いはじめたんで、声をかけるタイミングを逃しちゃって。悪気はなかったんですよ、本当」

　僕はカァァァッと赤くなった。

「き……聞いてたの？　その、ぼ、わたしの独り言」

「ええ。ヘルムート、ヘルムートって、切なそうに」

　うげっ。

「そんなに、外がい交こう官かんのヘルムート様のことが恋しくてたまらないのかしらって思ったら、黙っていられなくなっちゃって」

「うわぁ、そ、そ、それは、誤解だ！　ヘルムートと恋人同士なんて、らくだとペリカンが恋に落ちるくらいありえないから！」

　国王の次はヘルムートか？　男の僕がどうして次から次に男との仲を疑われなきゃならないんだ！　しかもあんな笑顔詐さ欺ぎ！　顔を思い浮かべただけで、鳥肌が～～～～～。

　断だん固こ否定すると、アニスは、ほっと溜ため息いきをもらした。

「よかったぁ。もし、あなたがヘルムート様の恋人だったらどうしようって、胃がきゅっとして、頭に血が昇のぼっちゃったわ。ああ、本当によかった」

　頰ほおを赤らめて、何度も「よかった」と繰り返す。

　もしかしてこの子、ヘルムートのことが！

　ええええええ、可愛いのに！

「はじめてヘルムート様が、外交官としてエーレンにこられたとき、お城で働いている女の子たちは『あの黒くろ髪かみの素す敵てきな男性は誰』って、大騒ぎだったのよ。あたしも雷かみなりに打たれたみたいにビリッときちゃった。あんなにハンサムで、お声も笑顔も上品で、しかもエリート官かん僚りようだなんて、美お味いしすぎ」

　くそっ、胸も大きくて、明るくて庶民的な感じで、とっても僕好みなのに、ヘルムート狙ねらいだなんて！

　そりゃ、外から見た分には、イケメンエリート外交官かもしれないけど、中身は、いたいけな男の子に無理矢理女装させて脅きよう迫はくしたあげく、異い国こくに放置して帰っちまった血も涙もない詐欺師だぞ！

　おだやかそうに見えて、絶対サドだし、ねちこそうだし、腹を開いたらイカの墨すみのように真っ黒だぞ。男の僕が言うのだから間違いない！

　ああ、可愛いのに、こんなに可愛いのにっ。

　背も僕より低いし、胸がたゆたゆ揺ゆれていて、目が生き生きしてて、声も爽さわやかなのに。

　ヘルムートなんか鼻血ぶーになっちまえ。ズボンがズリ落ちて半ケツになっちまえ。

「そう、はじめて見たときから、国王様と、なんてお似に合あいなんでしょうって思ってたのよ」

「へ？」

　今、文脈がヘンじゃなかったか？

「誰と誰がお似合いだって？」

「だから、シザエル国王様とヘルムート様よ！　ほら、国王様って、超絶に美形だしカリスマで権力者で、なかなかしっくりくるお相手がいなかったのよ。周りにいるのはご老人ばかりだし、側そつ近きんのリド様は年下で可愛いけど、いかにも受けって感じで、国王様を押し倒すシチュとかまったく浮かばないし。あたし的には国王様は、攻めじゃなくて受けなの！　そこは絶対譲ゆずれないよ！」

　なに言ってんだ、この子。

　受けとか攻めってなに!?　国王様を押し倒すって、一体！

　アニスは鼻息を荒くして、語り続けている。

「その点、ヘルムート様なら、国王様と並んでも絵になるし、からまれる機会も多いでしょう？　小国の国王と大国の外交官って設定も、そそりまくりよねっ。先日のご訪問でも、お二人で早々に別室に引きこもってしまわれたし、ウィストリア皇こう国こくの権力をバックにして、無茶な要求をする鬼き畜ちくなヘルムート様と、屈くつ辱じよくに震ふるえながら、国民のために要求をのむ国王様とか、最高よ！　はじめは嫌々だったのが、幾いく夜よも体を重ねるうちに、しだいに心までヘルムート様を求めるようになっていって、苦く悩のうする国王様が、ああああああああああ、もう、辛しん抱ぼうたまんないっ」

　××△○×※～～～～～っ！

　僕の心境をあらわすなら、まさにそんな感じだった。















　か、体を重ねる？　国王様には王おう妃ひ様がいるんだぞ！　子供が六人もいるほど愛あい妻さい家かで、王妃様を見る目といったら、あんたは甘甘王国の住人かってくらいで、なのに何な故ぜヘルムートとそういうことになるんだ！

「やっぱり国王様は究極の受けよねっ！　あなたも、そう思うでしょ？」

「そ、そそそ、そうですね」

　迫力に押されて、わけのわからないまま、うなずいてしまう。受けってナニ？

　とたんに顔いっぱいの笑顔になり、手を握ってくる。

「でしょでしょ？　嬉うれし～～～～！　あなたもヘルムート様×国王様なのね！　シザ×ヘルなんて、邪道よね。やっぱり王道はヘル×シザよ！　あ、手、雑巾絞しぼったばかりで、ごめんなさい。でも、天才って雲の上の人かと思ってたけど、グリンダは全然そんなことないのね。グリンダって呼んでもいい？　あたしのことも、アニスって呼んで」

「え、ええ……アニス」

「あたし、今年はヘル×シザオンリーでいくつもりなの！　今度、あたしが作った本を持ってくるわね」

「あ、ありがとう」

　本まで作ってんのか！　夜ごと体を重ねるヘルムート様×国王様とかで！

「いっけない！　お掃除の途中だった。じゃあね、グリンダ。お城で、わからないことがあったら、なんでもあたしに聞いて！　その代わりヘルムート様のこととか、国王様のこととか、王子様がたのこととか、情報を提供してね！」

「ああああのっ、アニス！」

「なに？」

「ひょっとして、きみも国王様の親しん戚せきとか、伯はく爵しやく令れい嬢じようだったりする？」

　王妃様がメイド服で給きゆう仕じをする国だ。伯爵令嬢が雑巾がけをしても、おかしくない。

　アニスは、ぽかんとしたあと、噴ふき出だした。

「やだ、あたしんちは、城下でちっちゃいパン屋をやってるわ。あたしは七人兄弟のど真ん中で、実家に人が入りきらなくなっちゃって、お城に奉ほう公こうに来たのよ」

「パン屋？」

「そう！　くるみといちじくが入ったパンが、最高よ！」

　光がまぶしくはじけるように笑い、アニスはあわただしく去っていった。

　僕がエーレンへ来る前に失恋したフロリーも、パン屋で働いていた……。

　そっか、アニスの家はパン屋なんだ。

　そのことが妙に嬉しくて、胸がほわほわしたけど、すぐに、その前のアニスの発言の数々を思い出し、頭痛がした。




　──やっぱり国王様は究極の受けよねっ！




　すごーく可愛いのに。

　胸もおっきいのに。

　性格も明るくて、親切そうなのに。




　なんか、色々残念な子だった。





　　　　◇　◇　◇






「……この国って、変わった人が多いよな」

　アニスが部屋を出ていったあと。

　僕は肩を落として、庭を散さん策さくしていた。

「王妃様はメイドさんだし、国王様は年齢不ふ詳しようの文化遺産だし」

　僕の担当は午前中だけで、午後は自由に過ごしてよいことになっている。バイトと割り切れば、これほど待たい遇ぐうのよい職場もない。けど、いつバレるかと思うと胃が……。

　散歩に出たのも、城の構造を頭に入れておいたほうが、いざというとき逃げやすいと考えたからだった。

　そろそろ春も終わり、季節は初夏を迎えようとしている。庭の木々は青々と葉を茂しげらせ、そこから光の粒が降ふり注そそいでいる。

「てか、広大すぎだ！　この城！」

　十分も歩かないうちに、わめいていた。建物だけでも相当な面積で、その前に美しく整えられた庭が広がり、その先はなんと森になっている！

　王妃様は、あそこで遭そう難なんしかけたと言っていた。きのこをつんでいたら、道がわからなくなってしまったそうである。沼や泉もあるので、森に入られたら足元に気をつけてくださいと真ま顔がおで忠告していた。そのときは、王妃様って方ほう向こう音おん痴ち？　ドジっ子？　と思ったけど、あれだけ木が密みつ集しゆうしてたら、僕だって迷うよ！

　その森の向こうに、さらに幾いく重えもの壁かべがあり、豊かな水をたたえた堀がある。

　エーレンは、十年前まで開国派と鎖さ国こく派が争っていた。この要よう塞さいのような王おう城じようは、その名残なごりなのかもしれない。

　けどこれじゃ、城の外へ出られないよ～。

　いいや、〝入る〟よりは、〝出る〟ほうが、易やさしいはずだ。なんとかして逃走ルートを確保して──。

　うんうん唸うなりながら考えていたときだ。

　木々の向こうから、淋さびしげな音ね色いろが聞こえた。

　バイオリン？

　哀かなしく歌うような調べに心を惹ひかれて、音のするほうへそっと歩いてゆく。

　僕には音楽の才能はまったくなく、鈴シエリを、鳴らすくらいしかできない。

　けど、音楽の都と名高い首都スワニールで育った僕の身近に、音楽は常にあった。道ばたのバイオリン弾きからはじまって、一流と讃たたえられる奏そう者しやの演奏も耳にし、それぞれに感動にひたった。

　耳だけは、それなりに確かだと自じ負ふしている。

　だからわかる。このバイオリンの弾き手が、非凡な才の持ち主であることが。

　まるで宝石のように高貴で艶あでやかな音。

　それでいて、ひどく繊せん細さいで、哀しくて、淋しくて。

　一体、どんな人がこの音を出しているんだろう。

　すっきりした木がまばらに立ち並ぶ中、バイオリンを抱えたひとりの少女が立っていた。




　聖セイ羅ラ姫！




　ぎょっとして、足を止める。

　それは神話みたいな光景だった。

　細い木々のあいだで、その木よりもっとほっそりした美しい少女が、バイオリンを弾いている。

　光こう沢たくのある赤茶色の楽器を、小さな手でしっかりと持ち、白い顔を横にかたむけて支え、弓を動かす。長い銀色の髪が、空から降り注ぐ光を吸い込んで、冷たく輝きながら、さらさらと揺れている。

　聖羅姫は目を閉じ、一心にバイオリンを歌わせていた。

　切なく透明な音色が、空気を震わせる。

　銀色の髪が、儚はかなく揺れる。

　あんな音色を──あんな旋せん律りつを、この小さな姫が出していたなんて！

　そのとき、音がふいに途と切ぎれた。

　聖羅姫が顔を上げて、僕を見る。

　目と目があって、飛び上がりそうになった。

「あわわ、邪じや魔ましてごめんっ。バイオリン、すごく上じよう手ずだねっ、じゃなくて、ですわね」

「……」

　なにかリアクションをしてくれたらいいのに、聖羅姫はバイオリンを顔につけたまま、さめた目で僕を見ている。表情にも動どう揺ようはまったくない。

　逆に僕は、焦あせりまくりだった。




　──先生は、何故女性のふりをしているのですか？




　今朝、投げつけられたあの質問が、いつまた作り物みたいな綺き麗れいな唇くちびるから飛び出してくるんじゃないかと、汗が噴き出す。

「えーとそのっ、昨日、きみが言ってたことなんだけど、その、僕が女性のふりをしてるんじゃないかって──ああっ、僕、僕って言ってる？　あのこれは、ただの口癖で、子供の頃、男の子になりたかったから、今もつい僕って──だから僕が僕って言っても、男とはかぎらなくて──ああっ、また僕って言ってるっっ」

　完全に自滅モードだ。死にたい。

　聖羅姫は紫水晶の瞳ひとみで、じっと僕を見上げている。

　さくらんぼ色の唇がかすかに動いたとき。




「おお！　こちらにおられたか、グリンダ嬢じよう！」




　太たい鼓こ腹ばらのじいさんを先頭に、国王の家か臣しんたちが、どやどややってきた。

　静けさが、いきなり乱れる。

　なんだ！　このじいさん！　つか一体何事？

　ああっ、この人、広間で僕のこと、ずっと睨にらんでたあの感じ悪いじいさんだ。なのに、今日はやけに愛あい想そ良く、

「ずいぶん捜さがしましたぞ、万能の天才と謳うたわれるグリンダ嬢のお知恵を、ぜひ拝はい借しやくしたいのですよ」

　と猫ねこ撫なで声で言う。

「わしは政せい務む長ちよう官かんのガストンと申します。いやぁ、本当にグリンダ嬢のような大天才がエーレンに来てくれて心強い。グリンダ嬢は、どんな難問でもたちどころに解決してしまう、世せい紀きの天才だそうですからなぁ！」

「わ、わたしは、それほど天才というわけでは」

　そう、天才なのはグリンダで、僕はニート志し願がんの浪ろう人にん生せいで。

「はっはっはっ、ご謙けん遜そんを。グリンダ嬢ほどの大！　天才なら、我々が抱えている問題など、へでもないでしょう。ささっ、どうかこちらへ」

「って、待ってください──」

　じいさんが、がしっと僕の腕を抱え込む。

　その周りを、エーレンの臣しん下かたちが取り囲み、幻まぼろしの神鳥でも見るような崇すう拝はいの目で僕を見つめる。

　天才グリンダ嬢なら、きっとなんとかしてくれるって顔だ！

　ヤバい！

　どこへ連れていかれるんだ！　なにをさせられるんだ！

　僕はグリンダとは違うんだ！　天才なんかじゃないんだ！　ちょっと男性ホルモンが足りてないだけの、手足つるつるの凡人の芋いも虫むし野郎で、洒落しやれたラブレターのひとつも満足に書けない万年フラれ王国の住人なんだ～～～～。

　口をぱくぱくさせながら、ガストン長官たちに引きずられてゆく僕を、聖羅姫が無表情に見送る。

　ああああああ、神様～～～～～～。

「わたしっ、明日の授業の用意が」

「グリンダ嬢は、天才だから、そんなもの不要じゃろう」

「いえ、そ、そんなことは。わたしなんて凡人で──」

「わはははは、ご冗じよう談だんを」

　つか、手ぇ、はなせよ、じいさん！　脂ぎっててキモイんだよっ！

　涙目の僕が連れていかれたのは、広大な敷地の一いつ角かくにある研究所だった。

　ずいぶん殺さつ気き立だっていて、怒ど声せいが飛とび交かっている。

「み、みなさん忙しいようですから、失礼したほうが……」

　が、みんな僕を見るなり、

「グリンダ嬢だ！」

「本物だ！」

　と興奮して集まってきた。

　ひぃぃぃぃぃ。男に歓迎されても嬉しくない。頰なんか染められても困る。

　怯おびえる僕に、技術者のセルジュという人が、「ぜひ、グリンダ嬢のお知恵を拝借したい」とか言って、大きな図面を広げる。

「城の外を流れるこのイオニー川は、よく氾はん濫らんしましてね。現在、堤てい防ぼう作業中なのですが」

　と、専門的なことをたっぷり二十分くらいぺらぺらとまくしたて「どうでしょう？」と、僕を見る。

　他の人たちも期待にみちみちた眼まな差ざしを僕に向けている。

　こ、これは、僕がなにか素晴らしいことを口にするのを待っている目だっ。

　血の気がさーっと引く。

　そりゃグリンダなら、カッコよくキメて拍はく手しゆ喝かつ采さいって場面だろうけど、僕は凡人なんだ！　治ち水すい工事や堤防や橋のことなんてわかるわけない。僕のスキルなんて、せいぜい鳥の巣箱を作ったり、家の柵の修理をしたりだ。図面を見ても、ちんぷんかんぷんだ。

　僕を引っ張ってきたガストン長官は、にやにやしている。

「おや？　どうなさいました？　グリンダ嬢。お顔の色がすぐれないようですが、ま、さ、か、一人で百人の学者の知恵を持つと言われる、ウィストリア皇国の頭脳にして至し宝ほうたる天才グリンダ嬢に、この程度のことがわからぬわけはないでしょうな」

　あんた、絶対嫁よめいびりとかするタイプだろ！

　ああああああ、ヤバい。目の前がかすんできた。今度こそ身代わりがバレる。僕は女装の国家的犯罪者で、牢ろう屋やで縛しばり首くびで──。

「うぅ……あ、あの、このへんがちょこっと」

　首に縄がかかっている心境で、適当に指さす。

　セルジュが眉まゆ根ねを寄せる。

「すみません、もう少し具体的に──」

「うーあー」

　具体的に言えるようなら、こんなに大量の汗をかいたりしない。空気読めよ、セルジュ～～～～。

　と、そのとき。

「むっ、これは！」

　セルジュがいきなり顔を押しつけんばかりに、図面のほうにかがみ込んだ。

「うむむむむ、なるほど」

　他の人たちも、「おおっ！」とか「あっ！」とか言いはじめる。

　そうして、セルジュを中心に、あーだこーだ語り合っていたかと思ったら、急に感かん嘆たんの眼差しで僕を見た。

「ありがとうございます。グリンダ嬢のご指し摘てきがなければ、重大な欠けつ陥かんを見逃すところでした。ひと目で見抜かれるとは、さすが天才！」

「へ！」

　セルジュが僕の手をぎゅっと握る。他の人たちも、「やっぱり天才だ！」「あんな短い時間で！」「グリンダ嬢のおかげで命拾いした」「グリンダ嬢は恩人だ」とか言いはじめる。

「ふ、ふんっ、天才ならこのくらい当然ですな」

　ガストン長官ひとりが、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で吐はき捨すてる。

　よくわからないけど助かったみたいだ。

　と思ったら、

「噂うわさでは、グリンダ嬢は経済にも明るい、大！　天才だそうですな。ぜひ、お知恵を拝借したい」

　と、ガストン長官が、また僕を引っ張ってゆく。

「ちょ、ちょっと──」

　経済に明るいって、僕が把は握あくしているのは、ウィストリア皇国のアパート周辺の安売り情報ぐらいで──。

　あっというまに、財ざい務む府ふの本部だかに連れ込まれる。

「おお！　グリンダ嬢！」

「あなたのお越しを待っていたのです！　予算のことで、少々ご相談が」

　数字がぞろぞろ並んだ、凶器になりそうな分厚い書類を持ってこられて、めまいがした。無理っ、今度こそ無理っと震えながら、ぱらぱらめくって読むフリだけして、

「あーその……」

　と、こわばった顔でつぶやいたら。

「おお、良い案がございましたか？」

　職員たちが左右からのぞき込んできた。

　一番上の書類を凝ぎよう視しして、「なるほど！　この予算を削さく減げんして、その分をこちらに。そして、こちらを運用に回して」「おお、それなら増税なしで乗り切れます！　さすが、グリンダ嬢！」

　なにが、こちらで、そちらなのかわからないまま、こくこくうなずくだけの僕に、称しよう賛さんが浴びせられる。

　ガストン長官だけが不満顔で、

「うぬぬぬ、まだまだじゃ！」

　と叫んで、僕の手をつかむ。

　次は美術工房で、中庭の壁画をぜひにと請こわれて、やけくそで絵の具をといたバケツを数個用意させて、それを壁に向かってぶちまけてやったら、

「なんと素晴らしい！　さすが天才の作品！」

「こんな大胆な技法は見たことがありません！　混こん沌とんとした色彩の中に、命の躍やく動どう感かんがみなぎっている！　傑けつ作さくだ！　国王様に申し上げて国宝に指定しなければ」

　描いた本人が恥ずかしさでいたたまれないほどの、大絶賛だった。

　お願いだから、国宝とかやめてくれ～！

「くぬぅぅぅぅぅ、次じゃ！」

　ガストン長官が歯ぎしりしながら、僕の手を引っ張る。

　どこへ行っても、僕がちょっと視線を動かしたり、つぶやいたりするだけで、

「なるほど！　そうだったのか！」

「さすが、天才グリンダ嬢！」

　と感心され、あげくに長年腰よう痛つうで苦しんでいたという書しよ記き官かんのじいさんの手を握っただけで、

「なんと！　痛みがすっきり引いてしまったぞ！　おぉぉぉ、奇跡だ！」

　と、スキップを踏ふみはじめた。

「見たか？　手に触れただけで治ち療りようしたぞ！　さすがグリンダ嬢！」

「天才って噂は、本当だったんだな！」

　エーレンの国民って、ひょっとして詐欺にあいやすい人たちの集まりなんじゃなかろうか……。

　こんなに都つ合ごう良くゆくものなのか？　天才ブランドって、こんなに威力があるのか？　いや、なにかとんでもない落とし穴が待っているんじゃ。

　殺気を感じて横を向くと、ガストン長官が、餌えさをお預けされたゴリラみたいな凄すごい顔で、僕を睨んでいた。

「あ、あの……わたしそろそろ日課のマラソンの時間で……」

　嫌な予感がし、ダッシュで逃げようとしたら、腕をがしっとつかまれた。

　身を縮ちぢめる僕に、にたりと笑いかけてくる。

「聞くところによると、グリンダ嬢は一万の軍勢の働きをするそうではないですか。ならば、武術もお手のものでしょうな」
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　対戦相手は、バカでかい剣を持ったギルマーという若い男だった。

　金髪で緑の目をした、濃こくて派は手でな顔立ちのイケメンで、騎士団一の使い手だとかで、僕の体重くらいありそうな剣を、片手でぶんぶん振り回してみせる。

「はっ、この超強くてカッコいいオレの相手が、フリルのドレスを着たお嬢ちゃんだなんてな。勘かん弁べんしてくれよ、まったく。女の子を叩たたきのめしたりしたら、オレの人気が下がるじゃないか」

「手を抜くのではないぞ！　ギルマー！　相手は天才じゃ、遠えん慮りよはいらん！　徹てつ底てい的てきに叩きのめすのじゃ！　負けたら減げん俸ぽうじゃからなー！」

　ガストン長官が叫んでいる。

「へいへい。ったく伯お父じさんも、面めん倒どうくせーこと押しつけるよな」

　イケメン騎士が、ぶつくさつぶやく。

　城内の稽けい古こ場ばでは、騎士や兵士が集まって試合がはじまるのを待っている。

「おい、どっちが勝つと思う？」

「そらギルマーだろ。カッコつけだが腕は確かだ。いくら天才で知力にたけていても腕力では男性にはかなわんよ」

「いや、グリンダ嬢なら勝つかもしれないぞ」

「そうだ、グリンダ嬢は天才だからな」

「きっと、すごい勝負が見られるぜ。今日非番だったやつに自じ慢まんしてやろう」

　ああ、期待が、プレッシャーが。

　僕は、か弱い男の子なんだ！　スコップより重いものを持ったことはないし、釣つった魚も逃がしてしまう平和主義者なんだぁっ！

　それが、こんな─こんな剣なんか─。って、これ刃がやけにきらきら光ってて……──真剣!?

「おおい、誰かお嬢ちゃんに、甲かつ冑ちゆうを貸してやれ！」

　イケメン騎士が、見物人に声をかける。

　って、甲冑が必要なほど危険な試合なの!?




「必要ありません」




　淡々とした声が、稽古場に響いた。

　げ！　聖羅姫！　何故ここに!?

　わずか九歳だというのに、あたりをはらうような威い厳げんをただよわせて、第一王女聖羅が、さめた目で告げる。

「グリンダ先生には、武ぶ具ぐは一切必要ありません」

　って、なに！　それ！　いじめ!?

　見物人たちが、おおっとどよめく。

「そうか、グリンダ嬢は天才だから、防具なんて必要ないんだな」

「さすがだ、グリンダ嬢！」

　待ってよ！　僕はなにも言ってないよ！　それは聖羅姫が──。

「はっ！　上等だ！　いいぜ！　このままはじめようぜ！　女は男の職場に出しゃばらず、おとなしく慎つつましく、三歩後ろをついてくればいいってこと教えてやる！」

　イケメン騎士が、こめかみをひくつかせて吠ほえる。防具は一切不要という僕の言葉（じゃなくて、聖羅姫の言葉だ！）が、プライドを傷つけたらしい。

　うわぁっ、最悪だ。グリンダなら、このピンチをどう切り抜けるだろう。催さい眠みん術じゆつでもかけて、相手に自分は鳩はとだとでも思い込ませるだろうか。

　それとも、試合前に相手を徹底的に調査して弱みを握って、試合開始と同時に相手にダメージを与えるひと言を、耳元でぼそっとつぶやくだろうか。

　どちらも僕には無理だ！

「さっさと参りましたと言ってくれよ！　天才さん！　でないと怪け我がするぞ！」

　金色の髪をこれ見よがしになびかせた騎士が、大剣を振り上げて向かってくる。

　刃がぎらりと輝く。

　うわああああ、あれが体にあたったら、骨まですっぱり切れちゃうよ～～～～！

　死んじゃうよ～～～～～～！　人殺し～～～～～！

　もう恥も外がい聞ぶんもない。参りましたと地べたに膝ひざをついて頭を下げて、この狂った勝負を終わらせるしか、凡人の僕に生き延びるすべはない。

　刃は、すぐそこまで迫っている。

　僕は剣を持ったまま、地面に膝をついた。

「ま、参りま──」

「なにぃ！」

　イケメン騎士が、ぎょっとしたように叫ぶ。

　あれ？　と思って顔を上げたら、目の前でいきなりつんのめって、もの凄い勢いで、ごろごろ転がっていった。

　重そうな大剣がびゅんと空を飛び、僕の傍かたわらの地面に突き刺さる。

　そのはるか向こうで、両手両足を広げて伸びている騎士。

　静まり返る見物人たち。

　さめた顔の、聖羅姫。

　次の瞬間、わっと歓かん声せいが上がった。

「さすが天才！　ギルマーの突進を、ぎりぎり紙一重でかわして、やつの力に自分の力を上乗せして一瞬で吹っ飛ばしたぜ！」

「剣を使うと思わせて、体術で決めるとは！　なんて計算され尽くした見事な戦術だ！」

「それを楽々やってのけた冷静さと技量も、すげー！　これが天才か！」

　僕は参りましたと言うために膝をついただけなのに、どうやら目標を見失ったイケメンがつまずいて、自滅したらしい。

　苦しげな唸り声を上げて、イケメン騎士が身を起こす。

「くぅぅぅ、このオレが、女に負けるなんてっ。なんてこった、動きがまったく見えなかった！　あの細腕で、どうやってオレを投げ飛ばしたんだっ。妖よう術じゆつでも使ったのか？」

　きみが、勝手に転んだんだよ……。

「バカもーん！　油断するなと言ったのに！　減俸じゃー！　左さ遷せんじゃー！」

　ガストン長官がわめいている。

「あの、ぼ──わたし、本当にもう部屋に戻らなくては。ほら、日も暮れてまいりましたし」

　夕日が建物を染めながら落ち、空でカラスがカァカァ鳴いている。

　ガストン長官は、頭から湯ゆ気げが立ちそうなほど真まっ赤かな顔で唸っていたが、目をくわっと見開いて言った。

「まだグリンダ嬢がこの国にふさわしい人間かどうか、証明されたわけではないぞ！　真の勝負は、来月のマラソン大会じゃ！」

　マラソン大会ってなに？
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　話が見えずにいる僕に、その夜、仕事が終わったあと遊びに来たアニスが、教えてくれた。

「来月、国王様主しゆ催さいのマラソン大会があるのよ。女性・子供部門と男性部門に分かれていて、優勝者には豪ごう華か賞品が出るらしいわ。国王様のご一家も参加されるんですって」

「ええっ、それって国王様や王妃様や、王子様たちもってこと？」

　王族参加のマラソン大会って、一体！

　けど、アニスはけろっとして、

「そうよ。もともとこの企画は、王妃様の発案なの。王妃様がマラソンがお好きで、女学生時代にマラソン大会で準優勝されて、今でも良い思い出だって話されたみたいなのよ。ほら、国王様は王妃様には、お甘いでしょう。それなら、マラソン大会を開かい催さいして、我々も皆と一緒に走ろうではないかって、決めてしまわれたそうよ」

　うわぁ、国家の行事を、そんなにあっさり。

　猫好きの寵ちよう妃ひのために、猫を傷つけたものは処刑するなんて法律を作ってしまった、アルハサン大王みたいだ。千年前に砂漠の国に君くん臨りんしていた彼は、あちこちに、寵妃にちなんだ建築物を建てたんだよなー。きっとシザエル王と同じベタ甘王国の住人だったのだろう。

「外部の参加者は、予選と審査があるんですって。大臣たちは警けい備びが大変だから、マラソン大会を開くのなら城の者だけで城内で、って主張したらしいけど、国王様が誰もが参加できる大会だからこそ、成功させる意い義ぎがあるって押し切ったらしいわ」

「ああ、なるほど」

　と、僕はうなずいた。

「それだと、エーレンが平和で安全な国だって諸外国にアピールできるし、国民の王おう室しつへの信頼も強まるだろうからね」

　王妃様のためだけってわけでもないのかな。シザエル王は噂通りのやり手なのかもしれない。

　そんなことを考えてたら、

「グリンダって、やっぱりあたしたちと注目するトコが違うのね。カッコいい」

　と、尊敬の眼差しを向けられてしまった。

　その上、可愛らしくにっこりされ、僕は照れてしまった。

　いやっ、新聞の政せい治じ欄らんとか社交欄とか読んで、突っ込み入れるのがストレス解消だったから！　これくらいならちょろいさ。はははは……。

　やっぱり可愛いなぁ、アニス。デートに誘いたいなぁ。野原にお弁当を持ってピクニックに──って、ドレスを着て？

　がっくりしている僕に、アニスは目を生き生きときらめかせて、

「けどね、大会のために、橋や道路を整備しなきゃいけなくて、どこの部署も人手が足りなくて大変みたいなの。そういうときって、上司と部下とか、同どう僚りようとかのあいだに愛が芽め生ばえやすいのよね」

　あれ？　なんだかまた、おかしな方向に……。

「不休不眠でふらふらのクールビューティーな上司。普段は鉄てつ壁ぺきのガードを誇ほこる彼が、部下の肩にもたれて眠ってしまったりするのよ！　悶もん々もんとしながら耐える部下がまたいいのよ～～～～～～。当然上司が受けで、部下が攻めね！」

　出たっ、受けと攻めが！

「治水工事をしてる技術長のセルジュと、部下のルークがいい感じなの。ルークはやたらとセルジュにさわりたがるし、セルジュもルークにそっけなくしながら、自分が使った参考書をこっそり渡したりして、あああああ、鼻血出そう。工房のフィディルとガイも怪しいし、経済府のレオンとアレックなんて、服の貸し借りしてんのよ！　あれ完かん璧ぺきできあがってるわよ！」

「そ……そうなんだ」

「絶対よ！　もう百パーセント間違いなし！」

　アニスが親指を立ててウインクしながら断言する。話がどんどんズレてゆく。

「えーと、確かマラソン大会の話をしてたんだよね」

「あっ、そうね。つまり、マラソン大会最高！　ってことよ。しなやかな筋肉と、飛び散る汗のコラボレーション！　苦しげに喘あえぎながら倒れ込む受けを、ゴールで抱きしめる攻め！　なんて素敵！」

　僕は、頭がくらくらしてきた。可愛いのに……すごく可愛いのに……。

「てわけで、あたしは麗うるわしい男性専門にウオッチさせてもらうけど、グリンダのこともちゃんと応援するから、頑がん張ばってね？」

「へ？」

「グリンダも出場するんでしょう？　ガストン長官がふれまわってるわよ。『グリンダ嬢は天才だから、男性部門に出場するそうじゃ。エーレンの軟なん弱じやく男子どもなどごぼう抜きして、優勝するそうじゃ』って──」

「！」

「どうしたの？　グリンダ？　気分が悪そうだけど」

「……今から城の周りを百周した気分だよ」

「大丈夫よ！　グリンダは天才なんだから！　騎士団のギルマーも、ぽーんと投げ飛ばしちゃったんでしょ。ギルマーって見た目はイケてるけど、アホでナルで嫌われもんだったから、みんなすーっとしてるわ。グリンダってすごーい！　マラソン大会でも、トップでゴール間違いなしね！」

　きらきらした目で断言されて、僕はかけっこは苦手なんだと言えなかった。




　僕と同じくらい苦悩していたのは、マラソン大会の発案者である王妃様だった。

「どうしましょう、先生。わたしがマラソンを好きなのは、一年のうちのほんの半日間、マラソン大会が終わったあとの短い時間だけです。残りの三百六十四・五日は、わたしはマラソンが大嫌いでした。大会の前日は『明日は雨になりますように』と全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて、さかさてるてる坊主に、柏かしわ手でを打ったほどでっ。

　小学四年生のとき、クラスの女子で十二人中、二位になったのも、前を走っていた十名が、そろって道を間違えてしまったからというのが真相です。それでも母は、わたしが運動関係で賞をとるなんて二度とありえないだろうって、ケーキを焼いて祝ってくれたんですよ。わたしが、どれほどのろまな亀だったか、おわかりになるでしょう？　ああ、本当にどうすればいいの！　わたしがマラソン大会に参加することは、みなさんご存じだし、今さらやめるわけにはいかないわ。わたしは、マラソンに苦しんだ昔が懐なつかしいと言っただけで、決してマラソンがしたいと言ったわけではないのに」

　最後は国王を責めるように目をうるませていた。

　どうせなら、王妃様はもっと早いうちに、旦だん那なに自分の気持ちを伝えるべきだったんだ。そうすれば、べた甘王国の住人のシザエル王は、最愛の人を苦しめる大会を開くことはなかっただろうに。

　今じゃ国王は、頰がこぼれ落ちそうな顔で、

「マラソン大会の案を出してくれたのは、王妃でな。ぜひ城の皆にも参加してほしい。王妃も喜ぶだろう」

　と、誰彼かまわず話している。

　確かに、今さら出場を辞じ退たいするわけにはいかない。それは僕も同じで、

「グリンダ嬢は天才だから、ぶっちぎりで優勝するそうじゃ。負けたら塔の天てつ辺ぺんで、スカートのまま逆立ちするそうじゃ」

　とガストン長官が、あちこちで吹ふい聴ちようしてまわっている。

　僕に吹っ飛ばされた（？）騎士団のギルマーも、

「マラソン大会では負けないぞ！　オレが勝ったら、犬耳をつけて『ぎゃふんっ！　わんわん！』と言ってもらう！　もちろん、オレが負けたら、これをつける！」

　と、犬耳のヘアバンドを振り立てながら、宣言する始し末まつだった。

　マラソンに出たくないなんて、誰も聞いてくれない。

　それどころか、優勝候補として名前が挙あがっている。

「やっぱり優勝はグリンダ嬢だよな。天才だし」

「オレも、グリンダ嬢を応援するぜ」

　有志による応援団まで結成されたと聞いて、胃が破けそうだった。

　一方で軍職にある人たちは、

「いくら天才でも、女性に後おくれをとっては我が軍の恥だ。グリンダ嬢に勝って、なおかつ軍で一位、二位、三位を独占せねばならん。上位百名にも入らんやつは、減俸だ」

　と気合いを入れ、毎朝練習に励はげんでいる。

　かと思えば、デスクワーク専門の部署にもそれなりの意地があるらしく、

「軍人相手に、軟弱者呼ばわりされてたまるか」

　と、気を吐いている。

　聞くところによると、城の外ではさらに盛り上がっているらしく、

「優勝者には、すごい賞金が出るんだって！」

「王様ご一家のお姿も、見られるそうだよ」

　と、お祭り状態らしい。

　道が整備され、治安が強化され、景気も上昇中だというから、国王の鶴つるのひと声で決まったマラソン大会は、今のところ成功と言えるだろう。

　けど、僕の顔色は日に日に青ざめ、胃は差し込むような痛みを訴える一方だった。

「ぅぅ、一緒に頑張りましょうね、グリンダ先生」

　王妃様に手を握られ、うるうるした目で見つめられても、僕にできることといったら、王妃様と二人で、〝さかさてるてる坊主〟なるものを、せっせと作るくらいだった。

　そんな中、ヘルムートのやつが、半月ぶりにエーレンへやってきた。
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「なんですか？　これは？　不ふ思し議ぎなインテリアですね？」

　窓まど際ぎわにぞろぞろぶら下げた〝さかさてるてる坊主〟を見て、首をかしげる。

　白い布の中央に、綿や布くずを置いて、きゅっとしぼって丸め、そこに目や口を描いて作るてるてる坊主を下げておけば雨がやむと、王妃様の祖国では言われているそうだ。それを逆さまに吊つるせば、雨あま乞ごいの意味になる。

「いっそ創そう世せい神しん話わみたいに、洪こう水ずいでもくればいいんだ」

　暗ぁぁぁい顔でつぶやくと、ヘルムートは事情を察したらしく、あのうさんくさい爽やかな笑みを浮かべた。

「グリンダ嬢が、国王主催のマラソン大会に参加すると、各国で噂になっていますよ。優勝できなかったら、グリンダ嬢は犬耳のヘアバンドをつけて、スカートで逆立ちして、『わんわん、ぎゃふん』と言うのだとか」

「そんなことまで伝わってるの！　うぅぅぅ、僕はそんな約束してないよ。ガストン長官が大げさに言いまわってるんだ。あのじいさん、最初の日から僕を睨んでて、僕にねちねち意地悪するんだ」

「ああ、ガストン長官は、オーランド派ですからね」

　と、ヘルムートがうなずく。

「オーランド派って？」

　オーランドといえば父の祖国で、騎士の国と言われる武術自慢の国だ。僕とグリンダも、両親が事故で亡くなる五歳までオーランドで過ごした。

「エーレンは小国ですが、気候もよく、未開発の土地や資し源げんを多く抱えています。十年前まで〝閉ざされた国〟と呼ばれていたのが、開国宣言以来、各国の文化や技術を積極的に取り入れ、発展を続けています。

　この先も、さらに豊かになり、金かねを生み、力を生むでしょう。なので、どこの国も、少しでも自国に有利な条約をエーレンと結ぼうと、競っている状態です。そのため、自国の持つ最高のものを、エーレンに示しました。騎士の国オーランドは武力の提供を、経済大国ルビニアは資金と労働力の提供を、それぞれ同盟の条件にした」

　その中で、シザエル王が選んだのが、万能の天才グリンダを王室付きの家庭教師として派は遣けんすることを約束した、学問と芸術の国ウィストリア皇国だったという。

「エーレンの王は、英えい明めいな選択をされました。オーランドの武力もルビニアの財力も魅み力りよく的てきですが、同時に、国を乗っ取られかねない危険をはらんでいますからね。そこを見越して、ウィストリアの至宝・天才グリンダを単身で送り出した我が国の皇帝陛へい下かも、かなりのものです」

「ガストン長官は、オーランドと手を組みたがってるってこと？」

「ええ。なので、きみの存在が邪魔で仕方ないのでしょう」

　だから、ねちねちいびって追い出そうとしてるのか！　政治的問題が、いっきに舅しゆうとの嫁いびりレベルに落ち、僕はがっくりと肩を落とした。

「……僕、マラソン大会で優勝できなかったら、スカートで逆立ちしなきゃならないのかな」

「いけませんね、そんな淑しゆく女じよらしからぬことをされたら、ウィストリア皇国の威い信しんに関わります。皇帝陛下もお怒りになり、両国間の関係が悪くなるのでやめていただきたいですねぇ」

　ヘルムートが、しゃあしゃあと言う。

「でも、マラソン大会で優勝するなんて無理だよ！」

「本物のグリンダなら、そんな事態になる前にうまく切り抜けたはずですが。はーっ、使えませんねぇ、シャールくんは」

　僕は、かちーんときた。半月も放置しといて、それかよ！　僕がどんな思いで、毎日コルセットの紐ひもを結んでると思ってるんだ！　まつげのカールのさせかたとか、スカートの裾すそを踏まない歩き方とか上達しても嬉しくねーんだよ！

「なら、本物のグリンダを早く連れてきてよ。ウィストリアの諜ちよう報ほう部ぶは優秀なんだろ！」

「もちろん、我が国の諜報部は世界一優秀です。その中でもえり抜きの精せい鋭えいたちに、行方ゆくえを追わせてはいるのですが、なかなかつかまらなくて。南のユタ砂漠の部族間抗争を終結させた若い女性がいるとか、北のエトニア王国で新種のじゃがいもの開発に成功した謎なぞの科学者がいるとか、それらしい情報はいくつも入ってきているのですが」

「思いきり目立ってるじゃないか！　なのにつかまえられないって、諜報部員をそっくりクビにしたほうがいいんじゃないか！」

「それだけ、グリンダが天才ということですよ。さすが我が国の至宝」

「それですませるなよ！　にこやかに言うなぁ」

「おやおや、たかだか半月ばかり会わずにいるあいだに、ずいぶんお口が悪くなりましたね、シャールくん。はじめて出会ったときは、うさぎのように震えて、ろくに言いたいことも言えなかったのに。成長したのですね」

　親戚の叔お父じさんのようにしみじみした口調で言われて、僕はへたりこみそうになった。

　こいつ、全然こたえてない。

「……僕の代わりに、あんたがマラソンに参加してくれる？」

「それは無理です。グリンダ嬢の参加は、すでに大会の目玉ですから」

「でも、僕が走ってもビリ集団確実で、そしたらスカートで逆立ちで、ウィストリア皇国の威信丸潰れだよ。僕は男だからパンツ見せても平気だけど、女ものの下着をさらすのは、嫌だぁ」

　顔を熱くし主張すると、ヘルムートがシリアスな顔で溜息をついた。

「仕方がありませんね。少々反則ですが」

　と、テーブルになにやら並べはじめる。

「こちらは痺しびれ薬を塗ぬったマキビシです。こちらが即効性の下げ剤ざいで、こちらの小こ瓶びんには生きた蜂はちをつめてあります。こちらの呪のろいの人形も、子供だましと思いきや、結構使えるようですよ。先日人気歌姫のアマーリエが足を骨折して主演の舞ぶ台たいを降こう板ばんしたのも、売り出し中の新進歌手ジルダが、この人形を使って呪いをかけたのだとアマーリエが訴えてですね」

「そんな、女性のどろどろした話、聞きたくないよ」

「そうですか。ではまぁ、これで乗り切ってください」

「てか、マキビシとか下剤とか、少々じゃなくて完全に反則！　なんでこんな物ぶつ騒そうなもの持ち歩いてるんだ！」

「外交官は、常に危険と背中合わせのハードな職業なのですよ。おっと、そろそろ次の職務に向かわなければ。シャールくん、きみもウィストリア皇国とエーレンの友好のために優勝してください」

「無理だって！」

「あ、これ、胸につめるパットです。いくつあっても足りないでしょう。肌触りが良い、ズレにくいものを、わざわざきみのために作らせたのですよ。それとこれは皇立中央大学の入試問題集です。グリンダは七歳で全教科満点合格していますから、ボロ出さないように、これで勉強してください」

　そう言って、僕の手に箱づめのパット一ダースと、分厚い問題集を載のせて、ヘルムートは帰ってしまった。

　アニスが、待ちかねたように飛んできて、

「ねぇねぇ、ヘルムート様、いつまで滞たい在ざいされるの？　国王様のこと、綺麗とか美人とかそそるとか、押し倒したいとか、言ってらっしゃらなかった？」

　とまくしたて、ますます落ち込んだのだった。





　　　　◇　◇　◇






　呪いの人形でも、さかさてるてる坊主でもいいから、マラソン大会を中止にしてください。

　他た力りき本ほん願がんしているあいだに、大会は明日にまで迫ってしまった。

　夕暮れの庭を、分厚い入試問題集を抱え、「わんわん」と鳴く練習をしながらうなだれて歩いていると、半はん袖そでに半ズボンで、たかたか走っている竜リユウ樹ジユ王子と出くわした。

　マラソンなんて信じられなぁーいと、ごねまくっている双子姫たちとは逆に、竜樹王子は大会に向けて、朝と夕方、かかさず長い距きよ離りを走っているようだった。

　口調は偉えらそうだけど、ちゃんと努力してるもんな、この子。偉いよな。

　自分と比べて、ちょっと反省していると、向こうが僕に気づいた。

「！」

　とたんに目を見開き、眉をつり上げ、険しい顔になる。

　いまだに僕のことを入浴をのぞき見たうえに、ところかまわず発情して押し倒してくる痴ち女じよと警けい戒かいしているのだ。

「マラソン大会の練習ですか？　竜樹様は頑張り屋さんですね」

　優しいお姉さん風に言ってみるが、ますます口をひん曲げ、じりじり後ずさり、いきなり真っ赤な顔で叫んだ。

「わ──私はっ、おまえの胸なんか全然っ見てないし、おまえのようなのぞき女、好きじゃないんだからなっ！」

　大声で叫んで、背中を向けて、走っていってしまった。

　妹姫たちにからかわれた反動なんだろうけど、ここまできっぱり断言されると傷つくなぁ。うぅぅ。

　庭の噴水まで歩いてゆき、大おお股また開びらきでへりにしゃがみ込み、たそがれる。

「……気にすることはないです」

　突然声がしたので、びっくりして足を閉じた。

　顔を上げると、透きとおった紫水晶の瞳が、僕を見ていた。

「せ、聖羅様っ」

　うげっ。また出た！

　なんでこの姫は、僕の行く先々に現れて、ひややかな眼差しで僕を見つめるのだ。

『おまえの秘密は、知ってるんだぞ』って、脅おどしているんだろうか。けど、僕が男だってことは、黙っててくれてるみたいだし。なにが目的なのかよくわからない。

　つか、九歳の女の子にびびってる僕って一体……。

「……竜樹お兄様は、照れるとああいう子供っぽい態度をとってしまうだけですから、本心ではないんです」

　あ、あれ？　ひょっとして、慰なぐさめてくれてる……？

　声も表情も相変わらず、淡々としてるけど。

「えーと……聖羅姫は、わたしのことをお嫌いではないのですか……？」

　聖羅姫が怪け訝げんそうな顔をする。

「だって、わたしがギルマーと試合させられたとき、甲冑はいらないって……」

　実は根に持っている。そらもう深々と、ねちねちと。

　けど、聖羅姫は冷静に答えた。

「……甲冑をつけたら、先生は重くて身動きがとれないと思ったものですから」

「え、あっ！」

　意地悪じゃなくて、僕のためだったんだ。

「そうだったんだ！　ごめんっ！　僕、いえわたし、聖羅様のこと誤解してて」

　立ち上がった拍ひよう子しに、膝に乗せていた分厚い問題集がすべり落ちた。

　それを聖羅姫が拾い上げる。

「ウィストリア皇立中央大学、入試……問題集？」

「わわ！　僕が必要なんじゃないよ！　これ見て勉強してるなんて天才の僕──いえ、わたしがそんなこと！」

　ああ、またいらないことを口走ってしまった。

「……ここ、間違ってます」

「え！」

「ペン、お持ちですか」

「あ、え？　うん」

　携帯していたペンを差し出すと、それを受け取って、まったく悩む様子もなく、さらさらと問題を解いてゆく。

　ひとつ解き終わると、その次。またその次も。問題を読むあいだに解答に辿たどり着ついているような速さで、ひたすらさらさらと。

　なにこれ？　僕はなにを見てるの？　この子何者!?　そういえば、僕が用意したテストも、いつもあっというまに解いてしまって──。

「せ、聖羅姫っ！」

　もしかしたら仲良くなれるのかもと思いはじめていたのに、これ以上目の前で怪物っぷりを見せつけられることに耐えられず、僕は細い両肩をつかんだ。

　聖羅姫が、びっくりしたように顔を上げる。まっすぐな銀色の髪が、僕の手の甲をさらさら撫でる。

「ずっと話したいと思ってて──そのっ、僕のこと、女装趣味の変態と思っているかもしれないけど、違うんだ！　これには国家的な事情があって！　僕が女装しないと、ウィストリア皇国とエーレンが大変なことになるんだっっ！　だからつまり！　お願いしますっ、僕がグリンダじゃないって、黙っててくださいっっっ！」

　がばっと頭を下げる。

　沈黙が続いたあと、乾いた声がした。

「……グリンダ嬢が男性なのではなく、先生は、そもそもグリンダ嬢ではない──ということですか？」

　ああああああああああ、また墓ぼ穴けつを掘ってしまった。

　顔を上げ、あうあうと口を動かし──次の瞬間、息が止まった。

　聖羅姫が、今までよりもっと空虚な目で、僕を見ていたのだ。

　背筋が冷たくなるような、空っぽの顔。

　まるで神の依より代しろとなる巫み女こみたいな。

「……あなたには、〝見えてない〟ということですか？」

「な、なにそれ？」

　見えてないってなにが？

　聖羅姫は僕の問いを無視し、落胆しているような表情を浮かべたあと、また人形のように無機質な顔になり、

「……もし、あなたがグリンダ嬢でないのなら、明日の大会、竜樹お兄様の近くにはいないほうがいいですよ」

　予言のように、警けい告こくのように、淡々とつぶやいた。

　背筋がゾクッとした。

　聖羅姫が優ゆう美びな物腰で僕から離れる。華きや奢しやな肩に触れていた僕の指が、空気をつかむ。

「ねぇ！　それ、どういう意味！」

　呼びかけても無反応で、歩いていってしまった。

　僕はえらく戸と惑まどったまま、その場に立ちつくしていたのだった。




　部屋に戻ってから調べた、問題集に書かれた聖羅姫の答えは、すべて正解だった。









第三回　グリンダ嬢じようがビリのわけがない






　マラソン大会当日。

　三ダースも作った〝さかさてるてる坊主〟が、きいているのかいないのか、空はどんより曇くもっていて、雨は降りそうで降らず、なまぬるい風がぴゅーぴゅー吹いているという微妙な天候だった。

　城の前に設置されたスタート地点は、予選を通過した一般参加者が混じって、人だらけだ。道の端も、応おう援えんの人であふれ返っていて、警けい備び兵へいが縄なわを張り、ここから先には入らないように！　と必死に押し戻している。

「あーもう、あたしたち王女様なのに！　王女様は、白いお部屋で薔ば薇らの花にうもれて恋物語を読みながら、物思いにふけるって、三千年前から決まってるのに」

「そーよそーよ、あたしたち、華きや奢しやで繊せん細さいだから、病気になっちゃうわ！」

　フリルのついた可か愛わいい上着にズボンという格かつ好こうの、双子の更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫が、地じ団だん駄だを踏んでわめき、護ご衛えい兼参加者の兵士たちになだめられている。この元気と図ず太ぶとさなら、四周くらいいけるだろうと、こっそり思った。

　娘たちほど図太くない王おう妃ひ様は、真まっ青さおで、走る前から気絶しそうだ。何度も胸に手をあて、浅い呼吸をする。

　大丈夫かな……王妃様。まぁ、護衛がびっちり張り付いているから、万一の場合には彼らが助けるだろう。

　竜リユウ樹ジユ王子の周りにも護衛がいる。やる気満々の顔で手を回したり、足を伸ばしたりしていて、特に変わったところはない。聖セイ羅ラ姫のほうを見ると、こちらも護衛に囲まれて、普段と同じさめた目をしている。

　昨日、聖羅姫が言ったことはなんだったんだろう。僕ぼくがグリンダじゃないなら、竜樹王子の近くにいないほうがいいって。神しん託たくを告げる巫み女こみたいで、ちょっと怖かった。

　いや、今は、そんなこと気にしてる場合じゃない。

　ゴールの手前に、飲み物の入った大きな樽たるがあり、その横に大量のバナナが積み上げられていて、出場者は自由に飲んだり食べたりしてよいことになっている。

　僕がふところや、ポケットに仕込んでいるのは、痺しびれ薬を塗ぬったマキビシに、即効性の下げ剤ざいに、蜂はち入りの小こ瓶びんに、呪のろいの人形──。

　ここで役に立つのは、やっぱりこれだなと、下剤の粉の包みを胸から出す。

　この粉を樽に入れるか、バナナにかけるかすれば、出場者はぴーぴーになって、走れなくなるだろう──って結局、ヘルムートが置いてった反則グッズ、全部持ってきちゃってるし！　うわああああ、人として間違ってるよ～～～～～！

　でも、僕の優勝には、ウィストリア皇国とエーレンの友好がかかっていて……。

　迷いながら、バナナを一本だけとって皮をむき、ちょびっと粉をかけてみる。

　白い粉末が、バナナに染みこむようにとけてゆく。

　うーん……これならバレないかも。あ、けど、一本一本バナナをむいて、ふりかけてたら怪しまれる。なら樽のほうに──って、うわあああ、僕は人間失格だぁ！

　やっぱりやめよう。こんなことして勝つなんてよくないよ。僕は善ぜん良りような小市民なんだ。有名な毒薬マニアで、敵対者を次々毒殺していったというルビニアのアスカーニオ大公とは違うよ。ちなみにこの大公は、牡か蠣きにあたって亡くなったんだったっけ。因いん果が応おう報ほうってやつだ。

　薬をかけたバナナを処分しようとしたとき、

「おい！　グリンダ！」

　騎士団のギルマーが、派は手でな赤いマントをなびかせて、やってきた。

「練習場での屈くつ辱じよくは、今日はらしてやるからな。約束を忘れるなよ。おまえが負けたら、犬耳をつけて、『わんわん、ぎゃふん、ご主人様』って言うんだぞ」

「わ、わたしは、そんな約束をしたおぼえは（てか、それおまえの趣味だろ、変態）──あっ！」

　ギルマーが、僕の手からバナナを取り上げる。

「天才とかちやほやされていい気になってる小娘なんて、このバナナのように、がぶりと食ってやるさ。今日の主役はこのオレ様だ。わはははははは」

　バナナを持ったまま、ギルマーはマントをばさばさ揺ゆらして、行ってしまった。

　あのマントつけたまま走るのかな……じゃなくて、食べちゃったよ！　下剤つきのバナナを！

　ヘルムートは即効性って言ってたけど……。

　ギルマーのおなかで起こっていることを想像し、たらりと汗がこぼれたが、

「し、知らなかったことにしよう」

　遠ざかる赤いマントから目をそらし、つぶやいたのだった。




　結局、なにもできないまま大会がはじまってしまった。

　スタートの合図に、弾を抜いた大砲が打ち鳴らされ、男性部門の参加者が一斉に走り出す。

　僕はスタートラインのすぐ手前の好位置からのスタートだったというのに、後ろから来る人の波にあっというまに飲み込まれ、転ばないようにするので精せい一いつ杯ぱいだった。

　イケメン騎士のギルマーは、僕よりだいぶ後ろの集団にいたようだが、

「うおおおおおおおおおおお！　腹が！　腹がぁぁぁぁぁ！」

　と奇き声せいを上げて、他の走者をなぎ払うようにして、突っ走っていった。

　下剤がきいてしまったらしい。

「グリンダ嬢じよう、先へゆくぞ」

　シザエル王が涼すずしげな声で言い、僕の前を走ってゆく。見物人から、

「国王様だ！」

「万歳！　国王様！」

　と歓かん声せいが上がり、

「国王様、素す敵てきー！　麗うるわしー！」

　なんて、黄色い声まで聞こえる。

　国王は彼らに向かって微笑ほほえみかけたようで、「きゃー！」とか「わー！」とか、もう悲鳴まじりだ。

　シザエル王といえば、エーレンの国民にとって神のような存在だ。普段は厚い城じよう壁へきの奥にいて、姿を見ることも叶かなわない伝説のカリスマ王が、目の前を走っているのだ。拝おがんでしまう国民がいても仕方がない。しかも国王はあの美び貌ぼうだし。

　きっと、このマラソン大会でシザエル王の人気はますます高まり、伝説の中で語られる姿も、いっそう華はな々ばなしく麗しいものになるのだろう。

　それにひきかえ、僕ときたら……。

「おい、男性部門なのに、娘っ子が混じってるぞ」

「ウィストリア皇国から来た天才グリンダ嬢ってのが、男性部門で参加してるはずだが、きっと別人だな」

「ああ、そうだな、グリンダ嬢は絶ぜつ世せいの美女で、鹿のように足が速いそうだから」

「天才が、あんなによたよた走ってるわけないよなー。顔も、ちょっと可愛いけど、なんかオーラがないってゆーか、普通だし」

「そうそう、グリンダ嬢は、オレたち凡人の目にはとまらない速さで、駆かけ抜ぬけていっちまったに違いないぜ」

「おお、天才なら、そういうこともあるかもな」

「すげーや、グリンダ嬢」

「表ひよう彰しよう式しきでは、優勝したグリンダ嬢の顔を見られるかしら」

「きっと噂うわさ通り、絶世の美女だぜ」

「そうよね、国王様だって、噂以上にお美しいかただったんですもの」

「でも、グリンダ嬢じゃないなら、あの子誰だれ？」

「間違って男性部門にまぎれこんじゃった、慌あわてんぼさんなんじゃなーい」

「なーんだ、そうか、あはははは。頑がん張ばれよー、慌てんぼのお嬢ちゃーん！」

　うぅぅ、周囲の声が胸に突き刺さる。

　そのあいだも、僕はどんどん後ろに下がっていった。

　少しは前へ進んでいるはずなのに、まったくそんな気がしない。

　僕を追い抜いてゆく城の関係者は、なんでこんなところに、あのグリンダ嬢がいるんだと言いたげな、ぎょっとした顔で僕を見たあと、背中を見せて遠ざかってゆく。

　城の外は、橋も道路も建物も真新しく、街は文化国家らしく清せい潔けつで、隅すみ々ずみまで整備されている。

　けど、すぐに周囲の風景に目を配っている余裕はなくなった。

　息切れと目まいと動どう悸きで、今すぐ死にそうだ。

　ゴールまであとどれくらいあるんだ。

　コースは、街から田園へ進み、山道を行き、そこからまた街へ入り、城の前に戻ってくるって感じだ。

　肩で息をしながら、ようやく街を抜けると、のどかな果か樹じゆ園えんが広がり、風も少し涼しくなった。

　ハァハァ……やっと中間地点か。

　果樹園のあいだの細い道を、よろめきながら走ってゆく。

　すでに僕の周りには誰もいない。

　これってダントツビリってこと？

　警備の兵士たちが、よたよたしている僕を見て、

「グリンダ嬢がビリ！」

「天才なのにビリ？」

　と騒そう然ぜんとしている。

　天才がビリじゃ悪いかよ～～～～～～っ、くそぉぉぉ。

　ヘルムートから渡された痺れ薬つきのマキビシをまこうにも、後ろに人がいない。

　それどころか、うねうねした山道にさしかかった頃から、見物人や警備の姿まで見えなくなってしまった。

　ああ、いっそ山でクマに襲おそわれて遭そう難なんしたことにして、走るのをやめてしまおうか。

　そうさ、ここで僕が汗まみれでゲロを吐はきそうになりながら走り続けることに、どんな意い義ぎがあるんだ。僕が走れば世界が平和になるのか？　人類が救われるのか？　税金が安くなるのか？　ヘルムートが不ぶ細さい工くになるのか？　僕の顔に髭ひげが生えるのか？

　全力で後ろ向きになっていたら、たったったったっという足音が近づいてきた。

　なぁんだ、僕よりビリのやつがいたんじゃないか。

　けど、近づいてくる足音はやけに軽けい快かいで。

　風が、びゅん！　と音を立てる。

　僕の横を、黒くろ髪かみの男の子が、唇くちびるを結むすび頰ほおを引きしめ、駆け抜けていった。

　竜樹王子!?

　つまり、女性・子供部門がスタートして、僕はそのトップを走る竜樹王子に追い抜かれたってことか？

　ああああああ、子供にまで負けるなんて。

　本当は、男なのに……男なのに……。

　ウィストリア皇国の恥ですね、とにこやかに告げるヘルムートが浮かび、本気で遭難したくなった。

　竜樹王子は、僕のことなぞ振り返りもせず、木に囲まれたうねうねした道を、たったか走ってゆく。

　護衛の兵がついていたはずだけど、竜樹王子に振り切られてしまったのだろうか。

　あ～、王子様をひとりにするなんて、なにやってんだよー、職しよく務む怠たい慢まんじゃないか、税金ドロボーと、自分のことを棚に上げて、非ひ難なんしてみる。

　と、そのとき。

　竜樹王子の両脇から、顔を布でおおい隠した男たちが飛び出してきた。

　なんだ？　あのヤバそうな連中は！

　どう見ても、善良な一般市民って感じじゃない。護衛の変装？　いや、もっと殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きで、見た瞬間、背筋がざわっとして──。

　そいつらが竜樹王子の口をふさぎ、小さな体を軽々抱え、茂しげみのほうへ引っ張り込む。

　がさがさと草木が揺れ、竜樹王子の足がばたつきながら茂みの中へ消え、そのまま見えなくなってしまった。




　って、ええええええええええええ、誘ゆう拐かい!?




　後ろを振り返るが、護衛の兵士は影も形も見えない。

　どどどどどどうしよう！

　戻って誰か呼びに行く？　けど、そのあいだに、遠くへ連れ去られてしまったら。

　僕はほとんど崖がけから海に飛び込む心しん境きようで、竜樹王子の後を追った。

「竜樹様！　竜樹様ぁ！　誰かー来てくれ～～～～～！　竜樹様がさらわれたー！」

　必死に叫びながら、木々のあいだを分け入ってゆく。

　ああ、お願いだから、護衛が追いついて、僕の声を聞いてくれますように。僕ひとりじゃ、誘拐犯に立ち向かうなんて無理！　絶対無理！

　胸が潰つぶれそうな気持ちで祈っていたら、後ろからいきなり口をふさがれ、引き寄せられた。

「むがっ」

　がっちり拘こう束そくされて身動きできずにいる僕の前に、同じように口をふさがれた竜樹王子と、顔を布で隠した男たちがぬぅっと現れる。

　体中が恐怖で粟あわ立だつ。

　うわあああああ、誘拐犯だ～～～～。会っちゃったよ～～～～～～。

　竜樹王子は口をふさがれ、片腕をねじり上げられた状態で、じたばたしている。僕を見て、なんでここにいるんだ！　と怒りの目をしたけど、しかたないじゃないか！

　あああああ、これから、どうなっちゃうんだ。

　その疑問に答えるように、男たちが相談をはじめる。

「どうします、この女」

「騒がれると面めん倒どうだ、連れていくか」

「いや、荷物になるから、ここで殺やっちまったほうが」

　ちょ、ちょっと、なんて相談してるんだ、あんたたち！

　ちびりそうになったとき、竜樹王子を拘束していた男が、

「痛っ！」

　と叫んだ。

　竜樹王子が男の手に嚙かみついたのだ。

　それに驚おどろいたのか、僕を拘束していた男の手も一瞬ゆるんだ。もともと女だと思って油断していたのかもしれない。

　相手の腹に、思いきり肘ひじを打ち込んでやる。

「うげ！」

　男の手が完全に離れた。

　今だ！

　僕は無む我が夢む中ちゆうだった。ポケットに入れておいた蜂入りの瓶を、男の鼻先で開かい封ふうする。

　とたんに、蜂の群むれがむき出しになった目のほうへ、ぶんぶん唸うなりながら飛んでゆく。

「うああああ、なんだこれは」

　竜樹王子が、自分を拘束する男の足を踏んづけ逃げ出す。

「こら、待て！」

　慌てて追いかけてくる男たちに、下剤の包みを投げつける。

　粉が宙に舞い散り、連中がごほごほ咳せきをするあいだに、さらに逃げる。

「竜樹様！　先に行ってください！　あなたのほうが、わたしより足が速いです。助けを呼んで来てください」

「だ、だが」

「早く！　このままでは二人とも捕まってしまいます！」

　ためらう竜樹王子に厳きびしく叫び、迫せまり来くる男たちのほうへマキビシを投げつける。

「うおっ、今度はなんだ！」

　男たちの腕や顔に、マキビシが当たる。

　けど、顔も腕も布でおおわれているせいか、マキビシに塗ってあるという痺れ薬の効果はないようだった。

「この女ぁぁぁぁぁ！　次から次へとおかしなものを出しやがって！」

　ヤバい！

　完全に怒らせてしまった。

　男が腰から剣を抜き、僕に向かって斜ななめに振り下ろした。

　僕はとっさに呪いの人形で防御した。が、すっぱり切断される。

「うひゃあああああ」

　僕の口から、冴さえない悲鳴がとどろく。

　さらに剣が振ってきて、肩から胸にかけて、服をざっくり切られてしまう。















　特に胸の辺りは深くて、パットを入れてなかったら、致ち命めい傷しようになっていたかもしれないと思うと、つま先から頭の天てつ辺ぺんまで冷え上がった。

「グリンダ！」

「戻ってきちゃいけません！」

　ああ、いけないって言ってんのに、なんでこっちに走ってくるんだよ。

　王子様なんだから、自分の身の安全を一番に考えなきゃダメじゃないか。

「わたしは大丈夫ですから、とっとと逃げてください！」

　本当は大丈夫じゃないけど──ごつい男たちに迫られて絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだけど──。

　剣が、また振り下ろされる。

　ここで死んだら、埋まい葬そうされるとき男だってバレて、グリンダ嬢は女装趣味の変態野郎だったとか言われちゃうんだろうか。

　妙に冷静に、そんなことを考えたとき。

「うおっ！」

　どこからか飛んできた矢が、僕を切りつけようとしていた男の腕に突き刺さった。

　さっきまで影も形も見えなかった護衛の兵士たちが、いつのまにか僕らを取り囲んでいる。

　竜樹王子の前にも、剣を構えた兵士が立ちはだかって守っていた。

「グリンダ嬢！　無事ですか！」

「はは……な、なんとか」

　兵士たちは、あっというまに誘拐犯の一味をやっつけ、縛しばり上あげてしまった。

　ひょっとして、呪い人形の効果？　首を切断された呪い人形を、複雑な気持ちで見おろす。

　あとで、お祓はらいしたほうがいいかも……ひ、拾っておこう。

「救出が遅れて申し訳ございませんでした、竜樹様」

「襲われたのは私だけかっ？　父上は？　母上は？　妹たちは？」

　竜樹王子が必死の表情で尋たずねる。

「ご安心ください。国王様がたはご無事です。この者たちの狙ねらいは、はじめから竜樹様だったようです。我々も情報はつかんでいたのですが、結果的に竜樹様を危険な目に遭あわせてしまい、本当に申し訳ございません」

　竜樹王子は、やっと肩をおろし、

「……そうか。父上たちは、なんともなかったのだな」

　と安心したようにつぶやいたが、すぐにまたハッとし、

「そうだ、まだゴールしてない！　走らなきゃ」

　今さっき、あんなに怖い思いをしたばかりだっていうのに、マラソンのコースに戻ろうとする。

　なんちゅう根性だ。僕なんか草の上にへたりこんだまま、腰が抜けて立てないよ。

　ところが、逃げるときに足を挫くじいたかなにかしたらしく、竜樹王子が顔をしかめるなり、足を押さえてしゃがみ込んでしまった。

「この足では走るのは無理です」

　兵士たちが説得するのを、

「いやだっ、民の模も範はんとなるべき王家の人間が、物事を途中で投げ出すなんて、しめしがつかない。あんな軟なん弱じやく者ものが将来この国を治めるのかと、皆も不安に思うだろう」

　と、あくまで立ち上がって走ろうとする。

　が、すぐに顔を引きつらせ、しゃがみ込む。

　それでも、足を引きずり、歯を食いしばり、顔に汗をいっぱい浮かべて、前へ進もうとする。

　ああ、もう、なんて融ゆう通ずうのきかないお子様なんだ。

　護衛の人たちが困ってるじゃないか。

　あんなに苦しそうな、きつそうな顔で、それでもゴールに辿たどり着ついて、国民に笑って手のひとつも振ってみせなきゃいけないのが王族の責せき務むだっていうのなら、根性のない僕は、一生王様にはなれない。

　本当は、もう誰かが引っ張り上げてくれるまで、立ちたくなかった。

　だって僕はか弱い一般市民で、新聞や歴史読本をめくりながら、偉えらい人たちを批判ばっかりしてるだけの怠なまけ者もので──けど、生徒にだけ頑張らせるわけにいかないから、仕方がない。

　僕は竜樹王子のほうへ歩いてゆくと、その前に立ちふさがった。

　竜樹王子が、僕を見上げて睨にらむ。

「グリンダ……止めても無む駄だだ、そこをどけ」

「捻ねん挫ざをなめてはいけません。これが原因で、一生歩けなくなったらどうするんです」

「そ、そんなこと──」

「あるわけないと言い切れますか！」

　僕の口調が強かったからか、竜樹王子がうっと声をつまらせる。

　一度死にかけたせいか、僕はすっかり開き直っていた。今の僕は、王子だろうが王様だろうが怖いものなしだ。

「さっき王子は、戻ってくるなというわたしの言葉を、無視しましたね。もし助けが来なかったら、父王のあとを継つぐ前に、船に乗せられて外国へでも売り飛ばされていたかもしれないし、死んでいたかもしれないのに。けど今度は、わたしのいうことをきいていただきます！」

　目を丸くする竜樹王子の腕をとり、僕の首に無理矢理回す。

「な、なにするんだ、グリンダ」

「わたしが竜樹様を背負って、走ります」

「なんだと！」

　小さなお尻しりをよいしょと持ち上げる。

「こら！　よせ！　グリンダ！　みっともない！　女に背負われてゴールするなんて恥ち辱じよくを受けるくらいなら、舌を嚙む！」

　もがく竜樹王子を、僕は素すで怒ど鳴なりつけた。

「王になる者が、簡単に舌を嚙むなんて言うなぁっ！」

　背中で竜樹王子が、びくっとする。

　僕らのほうへ近寄りかけた兵士たちも、一いつ斉せいに足を止める。

「なに甘ったれてんだ！　この世間知らずの、へなちょこ坊ちゃんが！　人の上に立つ人間はなー、死んだほうがマシってくらい恥かいたときでも生きなきゃなんないんだよっ！　それが国民に対する責任ってもんだろう！　それに国は国王ひとりで動かしてるわけじゃないんだ！　他人を使用して任せることだって、国王には必要なことだろーが！　国王が万ばん能のうである必要なんて、これっっっぽっちもないっ！　だから──なんでもかんでもひとりで頑張ろうとするなぁっ！」

　竜樹王子は、もがくのをやめていた。

　手が、おずおずと僕の首に回され、体がぴたりと押しつけられる。子供の、あたたかな体温。

「よろしい！　そのままわたしの背中で、世よ継つぎの君らしく堂々としてらっしゃい！」

　僕は走り出した。




　偉そうなことを言った手前、亀みたいにとろとろ進むわけにはいかない。

　幸い頭がハイになっていて、疲れも一時的に吹っ飛んでいた。

　競走馬になった気分で、風を切り走りまくる。

　誘拐犯とあれこれしているあいだに、ずいぶん遅れてしまったらしく、コースを走っている参加者はまばらだった。

　僕は遠えん慮りよなく道のど真ん中を、鼻息を飛ばして突っ走っていった。

「グリンダ！　ちょっと！　なにやってんの！」

　見物人のあいだから、そんな声が聞こえた。声の主はアニスだろうか。

　他の見物人たちも、僕らが走り過ぎるそばから驚きの声を上げる。

「あれは、竜樹王子じゃないか！」

「本当だ、トップを走ってらした竜樹王子だ！　一体、なにがあったんだ！」

「世継ぎの君を背負ってる娘は、何者だ！　すごい迫力だぞ！」

「ああ、目がぎらぎらして、鼻の穴があんなに開いてる！　女のくせにあんなに髪を振り乱して、服もボロボロで。背中から深しん紅くの炎が立ちのぼっているようじゃないか！」

「グリンダ嬢だ！　あの万能の天才の！」

「なんだって？　グリンダ嬢だって！」

「どーりで常人離れした顔つきだ！　鬼き気き迫せまるものを感じるぜ！」

「オレ、さっきそこで聞いたんだけど、竜樹王子が暴ぼう漢かんに襲われたらしいぜ」

「ちげーよ、暴漢じゃなくて誘拐犯だって！」

「えええ！　どういうこと！」

「危ういところにグリンダ嬢が現れて、剣を振り回す誘拐犯たちを、素す手ででちぎっては投げ、ちぎっては投げ、したらしいぜ」

「すごぉぉぉい！　さすが天才よ！」

　見物人から拍手が巻き起こる。

　僕は、ただひたすらゴールを目指して走り続けた。

　まだか？

　まだ、ゴールは見えないのか？

　そろそろ足も心しん臓ぞうも限界に近づいている。切きり裂さかれた服は、胸元がヤバイ状態だ。呪い人形が分け目から顔を出し、重ねてつめたパットも、腰までずり落ちている。

　ええい、ゴールはまだか！

「グリンダぁっ！」

「竜樹お兄様ぁ！」

　前方に、双子姫の姿が見えた。

　薔薇色のリボンの端を、それぞれ持って立っている。自分たちが髪に結んでいたリボンをほどいて、繋つなげてくれたらしい。

　僕らに向かって、大きく手を振っている。

「あと少しよぉ！　グリンダぁ！　竜樹お兄様ぁぁ！」

「頑張ってぇ！」

　更紗姫の横に、はらはらした顔の王妃様がいる。優しげな微笑みを浮かべた国王様も一緒だ。国王様は腕に、赤ん坊の鈴リン七ナ姫を抱いている。小さい真シン王子も、大人びた瞳ひとみの聖羅姫も、みんなゴールで僕らを待っている。

　薔薇色のリボンが僕の腰にふれ、空高く舞い上がる。

　聖羅姫が息をのみ、目を見開く。

　嵐あらしのような拍手と歓声！

　グリンダの名前と竜樹王子の名前を、連呼する観かん衆しゆう。

　ゴールの向こうへ飛び込んだ僕を、国王一家が取り囲む。

「ああ、グリンダ先生！　竜樹を守ってくれたのですね。本当にありがとうございます。竜樹、無事でよかった」

　王妃様が目をうるませて、竜樹王子を抱きしめる。

「心配をかけてすみませんでした、母上」

　竜樹王子も王妃様にしがみつく。

「グリンダ嬢、あなたは王国の後継者を救ってくれた。エーレンの恩人だ」

　シザエル王の言葉に、観衆がますます沸わく。

「グリンダ嬢は王子誘拐を予期して、わざとビリに甘んじていたんだ！」

「さすが万能の天才だ！」

「マラソン大会の真の優勝者は、グリンダ嬢だ！」

「そうだ、一位の黄金の杯さかずきは、グリンダ嬢にこそふさわしい！」

　実際に、ぴかぴか光る大きなカップを持って来られて、僕は照れつつ弱ってしまった。

「いや、それは一位の人に申し訳ないから。あれ？　そういえば一位って誰？」

　きょろきょろと首をめぐらせたとき、風がぴゅーっと吹いた。

　悲劇が起こったのは、まさにその瞬間だった。

　切り裂かれたり、背負ったり、走ったりで、ボロボロになっていた上着の前が、風にあおられて、はらりと開いた！

　それだけでなく、肩からすべり落ちてゆく。

　ぱさっ。

　乾かわいた音がして、僕の上半身をおおっていたものが、呪い人形と一緒に足元に着地し、僕は衆しゆう人じん環かん視しの中、上半身むき出しのセミヌード状態で立ちつくしていた。

　なにが起こったのか理解できず、茫ぼう然ぜんとする。

　あれ？　なんか……へん……？　体がすーすーするなぁ……。

　みんなびっくりした顔で、僕を見ている……。

　信じられない、ありえない──そんな顔で。

　世界が静せい寂じやくで満たされた次の瞬間、僕は、ぎゃああああああああっと叫んで、両手で胸を抱きしめ、うずくまった。

　どどどどどどうしよう！　見られちゃった、見られちゃったよ～～～～～～！

　しかも、こんなに大勢に！　あああああ、うぅぅっぅう、もうダメだ、男だってバレてしまった。破は滅めつだ、縛り首だ！

　顔も頭も首筋も火がついたみたいに熱くて、目がぐるぐる回っている。

　そのとき。静まり返った中、冷たく透すきとおった声がした。




「先生、大事なパットが落ちています」




　地面にすべり落ちたパットを聖羅姫が拾い上げ、冷静な顔で差し出す。




「竜樹お兄様を助けてくださったときに、他のパットは落としてしまったのですね。五枚も入っていたのに」




　抑よく揚ようの乏とぼしい声で、淡々と言う。

「え、あ、あの……」

　とたんに、周囲がどよめいた。

「パット五枚だって！　そうか！　グリンダ嬢は、実は上げ底の貧ひん乳にゆうだったのか！」

「ありえないくらい扁へん平ぺいだったよな。あれならパット五枚は必要だろう」

「本当に、男みたいだったわ」

「あははは、ただのツルペタだったんだなぁ」

「そうかそうか、パット五枚か、あははははは」

「まったいらのぺったんこですって、うふふふふ」

　こ、こいつら、人の胸見て、安心したようにへらへら笑ってやがる。

　更紗姫と織絵姫にいたっては、

「可か哀わい相そう、グリンダ」

「大人になっても、あんなにぺったんこだなんて」

　と涙ぐみ、王妃様が慌ててご自分の上着を僕にかけてくださって、

「気にしちゃダメですよ、グリンダ先生。平らなほうが好きだという殿との方がたも、最近は増えているんですよ」

　と慰なぐさめてくれる。

「そうとも、グリンダ嬢には豊かなバストの代わりに、秀ひいでた頭脳があるのだから」

　と国王もさとすように言う。が、口元が笑いをこらえるように震ふるえている。

　その直後に、竜樹王子が大量の鼻血を吹いてぶっ倒れ、また大騒動で──。

　それがおさまってから、僕はみんなのあたたかい拍手の中、シザエル王から金のカップを授じゆ与よされたのだった。

　ひとかかえもあるカップを受け取る僕を、みんなにやにやしながら見ていた。

「へんぺいだって」

「つるぺただって」

「おう！　オレはばっちり見たぜ！　本当に見事な真まっ平たいらだった」

「天才にも、欠点てあるのねぇ」

　ささやかれる声を聞きながら、僕は真まっ赤かな顔でうつむいていた。

　ちなみに、ぶっちぎりのトップでゴールに駆け込んだのは、騎士団のギルマーだった。

　彼は『も、漏もれるぅぅぅ』と呻うめきながら、どこかへ行ってしまったらしく、授賞式になっても戻ってこなかったので、優勝辞退とみなされ、僕が代わりに特別優勝となったのだった。

　ガストン長官が、

「ふんっ、へんぺいめ」

　と憎にく々にくしげにつぶやいているのが、怖かった。

　ああ、けど男ってバレなくてよかった。





　　　　◇　◇　◇






　後日──〝天才グリンダ嬢・驚きよう異いのツルペタ発覚！〟〝グリンダ嬢の胸は、極小サイズのひよこ豆！〟というニュースが各国を駆けめぐった。

　完かん璧ぺきなグリンダの経歴に汚お点てんをつけたことに、僕はちょっぴり溜りゆう飲いんを下げつつ、大衆の前でセミヌードを披ひ露ろうされ、あげくにツルペタのひよこ豆と報道されてしまったグリンダの怒りを思うと、体がぶるっと震えた。

　それに、誘拐事件も犯人がつかまって解決したけれど、ひとつ引っかかっていることがある。

　それを確かめるために、僕は授業を終えた午後、シザエル王のもとを訪れた。









エピローグ　グリンダ＝ドイルの推理






「二人きりで話したいこととは、なにかな？　グリンダ嬢じよう」




　人払いをした部屋で、美び貌ぼうの国王が艶つやめいた笑みを浮かべる。

　僕ぼくのひ弱な心しん臓ぞうは、それだけで跳はね上あがってしまったのだけど、どうしても聞いておかなければならないと思い直し、シザエル王の目をじっと見つめ返した。

「竜リユウ樹ジユ王子の誘ゆう拐かい事件は、あなたが仕組んだんじゃないですか？　国王様？」

　言ってしまった！

　胸が緊きん張ちようでばくばく鳴っているけど、もう後戻りはできない。

　シザエル王は目をやわらかく細め、

「ほぉ」

　と、つぶやいた。

「何な故ぜ、そう思う」

　僕を見つめたまま、あくまでおだやかに問いかける。なのに圧あつ迫ぱく感かんがすごい。びりびりした空気が、肌に突き刺さってくるようだ。

「エーレンは開かい国こくから、まだ十年ほどしかたっていません。城の中は平和でも、外には鎖さ国こく派の前国王を支持する勢力が残っていると聞いています。王族がのんきにマラソン大会に参加するのは、危険すぎる。事実、反対する家か臣しんのかたたちも多かった。

　けど、逆にそれは、城下から身元不確かな人間を排はい除じよし、古い街を取り壊し、道や橋を整備し、エーレンが安全で文化的な国であることを、国民や諸外国にアピールする絶好の機会でもあると──英えい明めいな国王様は判断したんです」

　城の外を走っている最中に見た、整備された道、清せい潔けつな建物。

　見物に来た人たちも、楽しそうに応おう援えんをしていた。

「あのマラソン大会で、国民は、国王様とご家族に親しみを持ったでしょう。しかし、そうではない人たちがいることや、彼らが強きよう硬こうな手段に出ることも、国王様なら予想できたはずです」

　そう。マラソン大会を安全に開かい催さいするためという名目で、徹てつ底てい的てきな身元の調査を行えば、後ろ暗い人間が必ず出てくる。

　例えば、今もシザエル王を倒そうと狙ねらっている、元鎖国派の残ざん党とうとか。

　追いつめられた彼らは、なにを考え、どう行動するのか？

「城内に入り込み、王族を拉ら致ちしたり暗殺したりすることは、困難です。

　けど、一般人が入り乱れるマラソン大会でなら、成功の確率は高くなります。

　彼らが狙うのは誰だれでしょう？　切れ者と噂うわさされるあなたの隙すきをつくのも、また難しい。

　あなたより弱く、かつ、国を象徴する人間──。

　開国派の象しよう徴ちようでもあった外国人の王おう妃ひ様と、世よ継つぎの君である竜樹王子。

　狙うのなら、どちらかです」

　国王は、口元から微笑ほほえみを消さない。

　文化遺産的美貌に翳かげりはなく、ゆったりとした態度で、僕を見つめている。




　──明日の大会、竜樹お兄様の近くにはいないほうがいいですよ。




　ひんやりした眼まな差ざしでつぶやいた、聖セイ羅ラ姫。

　あの子は、知ってたんじゃないか。

　僕は語ご気きを強めた。

「あなたは、わかっていました。だから、王妃様の周りに鉄てつ壁ぺきの護ご衛えいを張はり巡めぐらした。姫様がたの周りにも、大勢の兵士が配置されていました。

　なのに──。護まもられなければならないはずの竜樹王子は、あのときひとりで走っていた。

　大人が子供に追いつけないはずないのに──。人ひと気けのないあの道で、攫さらってくれとでもいうように──。護衛が飛び出してきたタイミングもよすぎました。彼らはあなたに命令されて、最初から離れて様子をうかがっていたんじゃないですか」

　シザエル王が、涼すずやかな声で言った。

「グリンダ嬢の目は、誤ご魔ま化かせなかったようだ」

　どこか楽しげですらある口調。

　僕はカッとなって叫んだ。

「ふざけるな！　自分の息子むすこを囮おとりにするなんて！」

　相手が同盟国の国王だとか、頭から吹き飛んでいた。

　親が、子供に対してやっていいことじゃない！　しかも、こんな罪悪感のひとかけらもない顔で。

　そのとき、シザエル王の表情が変わった。

　微笑みをたたえていた口元が引きしまり、目に怜れい悧りな光が浮かぶ。




「私は、竜樹をお飾りの国王にするつもりはないよ」




　口調も、急に厳きびしくなった。

「竜樹には一日も早く、良き王として、私の跡あとを継ついでほしいと思っている。周りに守られるだけではなく、自分の意志で考え、選び、行動し、周りを守る力を持つ真の王に──。それには、どんな経験も必要だ。箱庭の中で優しく愛されているだけでは、強い心は育たない」

「けどっ、竜樹王子はまだ十一歳になったばかりで！　もし万一のことがあったら」

「万一のことなど、ない」

　不ふ遜そんな目で、言い切った。

　怒ど鳴なったわけでもない。

　剣を振り上げたわけでもない。

　なのに国王のその一言で、僕は体がびりっと震ふるえ、声を失った。

「王国は後継者を失うわけにはいかない。私も困るし、息子を愛している。なにより竜樹になにかあれば、王妃が哀かなしむ。彼女がひと粒でも涙を流すようなことは、なにひとつしたくない。だから万一などということはありえない」

　圧倒的な自信。

　絶対的な意志。

　世間一般の父親が、どうであるかなんて関係ない。

　自分が信じ欲することのみが、法律であり真実。

　汗が手のひらに、じわりとにじんだ。

　滅め茶ちや苦く茶ちやなのに、反論できない。

　そもそも常人と違う倫りん理り観かんを持つ相手に、どう反論しろっていうんだ。シザエル王も、グリンダの同類だ。

「ところでグリンダ嬢。賢かしこいあなたなら、わかっておると思うが、今の話は他言無用だ。特に王妃に話したりしたら──」

　僕を見る目が、ひんやりとする。

　とたんに、体から血の気が一気に引いた。

　今でこそ神のごとき英雄だの蒼あおき竜王だのと讃たたえられているシザエル王が、前の国王の腹はら違ちがいの弟として、エーレンの片かた隅すみの古こ城じようで暮らしていた不ふ遇ぐうの時代につけられた呼び名。

　そう、『世界王室丸わかり読本』で、読んだことがある。

　王子時代、その冷たい美貌と、性質の酷こく薄はくさと気まぐれさから、蒼き妖よう魔まと言われて、不ぶ気き味みがられていたって──。




「！」




　どどどどどどうしよう！　とんでもない人に、喧けん嘩かを売ってしまったんじゃ！

　びびって、動けずにいる僕のほうへ、

「おや、どうされた？　グリンダ嬢？」

　シザエル王が、優ゆう雅がな笑みを浮かべて近づいてくる。

　こ、この笑顔が、怖いっ。

「よい機会だから、私もグリンダ嬢の授業を受けてみようかな？」

　うわあ～～～～～～。

　国王の顔がどんどん大きくなって、迫ってきて、心の中で悲鳴を上げたとき、

「グリンダ先生はいらっしゃいますか」

　透すきとおった声がして、聖羅姫が姿を現した。

　姫は、僕のほうへすたすた歩いてくると、父王のほうをくるりと振り返り、

「お父様、ウィストリア皇こう国こくのムンター教授が発表した数学の論文について、グリンダ先生のご意見をうかがいたいのです。先生をお借りしてもよいでしょうか」

　口調は淡々としているけれど、いつもより饒じよう舌ぜつだった。

　シザエル王が、おかしそうに微笑む。

「ほぉ。聖羅は、グリンダ嬢がお気に入りのようだな」

「ええ。グリンダ先生のお話は、とてもためになりますから」

「そうか。ではグリンダ嬢、聖羅の相手をしてやってくれぬか」

「よよよよ喜んでっ！」

　また、すたすたと歩き出す聖羅姫のあとを、僕はつんのめりながらついていった。




「はぁ────っ、助かった」

　しばらく廊ろう下かを進み、庭へ出るなり、深呼吸してしまう。

「えっと、それで、なんとか先生の数学論文のことだけど、ごめんっ、僕、そういうのは、ちょっと」

「……知ってます」

　聖羅姫が抑よく揚ようの乏とぼしい声で答える。

「え」

　胸が、ドキンとした。

「もしかして、わざと声をかけてくれたの？」

　僕が困っていたので、助けてくれたんだろうか。

　聖羅姫は、黙っている。

　けど、聖羅姫が部屋に入ってきたとき、ドアが開く音がしなかったような気がする。ドアの隙間から、父王と僕の話を聞いていたのかも。

　それに、マラソン大会の日に竜樹王子の近くにいないほうがいいと忠告してくれたのも、この子だった。

　そのあと、セミヌードになった僕にパットを差し出し、話をそらしてくれたのも。

「あの、僕がグリンダじゃないなら竜樹王子に近づかないほうがいいって言ったのは、どういう意味だったの？」

「……あなたが、緊急の事態に対応できるスキルを、お持ちのように見えなかったからです。けど、少しあなたを低く評価しすぎていたようでした。申し訳ありません」

　やっぱり淡々と言う。

「いや、そんな、謝らなくても。逆に僕がお礼を言いたいくらいで。きみがパットを拾ってくれなかったら、完かん璧ぺきに男だってバレてた。けど、きみはお父様の計画のことも──」

　知ってたんだね……と口にしようとしたとき。

　ひんやりした小さな手が伸びてきて、僕の口をそっとふさいだ。

　唇くちびるの上に、冷たい雪を乗せられたような儚はかない感触だった。

　九歳の少女の指は、細く弱く、見上げる顔も小さく、頰ほおはどこまでも白くなめらかで、長いまつげの下から、透明な紫水晶の瞳ひとみが、静かに僕を見つめている。

　さくらんぼ色の唇が、かすかに開く。

「……命が惜しければ、その先は言わないほうが賢けん明めいです。父は愛あい妻さい家かで子こ煩ぼん悩のうですが、〝国王シザエル〟は冷れい酷こくな人間ですから」

　子供らしくない言葉にぎょっとしながら、ああ、やっぱり、さっきも助けてくれたんだなと思った。

　マラソン大会のときも、僕がギルマーと試合をさせられたときも……。

　胸が高鳴って、期待しながら僕は言った。

「わかった。言わないよ。きみも、わたしの──ううん、僕の秘密を黙っていてくれる？」

　聖羅姫は、きっと「はい」と答えてくれるだろう。

　愛あい想そはないけど、根はきっとすごく優しくていい子なんだ。

　ところが、

「どうでしょう」

　さらりと答えた。

　あ、あれ？

　アテがはずれて硬こう直ちよくしている僕を、紫水晶の瞳が静かに見み据すえる。

「あなたは、見えていない。あなたは、グリンダ＝ドイルではない。わたしはあなたに用はありません」

　幼い唇から淡々と紡つむがれる言葉に、背中がぞくぞくする。

「けど」

　ひややかな瞳に、ほんのわずかに戸と惑まどいみたいなものが浮かぶ。

「あなたは、見えていないのに、竜樹お兄様を助けてくれました。お父様に意見をしました。そんな人はいままでいなかった。なので、試してみたいと思います」

　試す？

　息をつめたまま首筋や額ひたいに汗をにじませる僕に、九歳の少女は、運命を司つかさどる女神のように告げたのだった。

「あなたがもし、わたしの欲しいものを、あてることができたら、グリンダは偽者だと黙っていてあげてもよいですよ」
















第一回　お姫様の〝欲しいモノ〟～世界征服はやめてくれ！






「九歳の女の子の欲しいものって、なんなんだろう」

　聖セイ羅ラ姫から〝課題〟を突きつけられた翌朝。

　僕ぼくは城の廊ろう下かを、悩みながら歩いていた。




　──わたしの欲しいものを、あてることができたら、グリンダは偽者だと黙っていてあげてもよいですよ。




　そう聖羅姫は言った。

　けど、さっぱり思いつかない。

　普通の女の子なら、綺き麗れいな洋服とかアクセサリーだろうけど、そんなものお姫様なら、たくさん持っていそうだしな。

　それに、彼女は普通の九歳の女の子と、だいぶ違うし。

　なにもかも見通しているような紫水晶の瞳ひとみや、さめた表情を思い出す。九歳の女の子って、もっと無む邪じや気きじゃないか？

　あの子なら、僕が〝欲しいもの〟を当てられなかったら、平然と、

『では、あなたの正体が、女装の変態男であることを、みんなの前で発表します』

　とか言いそうだ。

　うあああああ、そしたら僕は国家的ペテン師で、縛しばり首くびで──。

　唸うなっていると、向こうから竜リユウ樹ジユ王子が歩いてきた。

「ぐ、グリンダ……っ！」

「もう、足のほうはすっかり良いようですね」

　慌あわてて、にっこり微笑ほほえみかける。

　すると竜樹王子はカァァァァッと赤くなった。

「そそそそ、そうだな」

「医師の言いつけを守って、おとなしくしていたからですね」

「お、おまえにそうしろと言われたから、おとなしくしていたのではないぞ！　王子として、一日も早く回復し、皆を安心させねばと思っただけだぞ！」

「はい、ご立派です」

「！」

　竜樹王子は目をむいた。

　それから、その目をぎこちなくそらして、

「え、えっとな……来週の月曜が、なんの日か、グリンダは知っているか？」

「来週の、月曜……ですか？　ああ、ラーナの日ですね」

　つぶやくと、またカァァァッと赤くなる。

「そう。愛の女神ラーナの祝日だ。う、ウィストリア皇こう国こくでは、恋人たちがお互いに音楽を贈りあうそうだが、エーレンでは、男性が意い中ちゆうの女性に、宝石を贈ってプロポーズする日なのだ」

「へぇ、そうなんですか。国によって贈るものが違うなんて、興味深いですね」

「そ……そうだな」

　竜樹王子が、そわそわと視線をそらす。

「あ、そうだ、贈り物といえば……」

「なんだ！」

「いえ、あの、聖羅様の欲しいものを、竜樹様はご存じですか？」

　竜樹王子が、あからさまに気落ちしている顔になる。それから口を曲げて、頰ほおをこわばらせて、

「何な故ぜ、聖羅の欲しいものなんか訊きくのだ」

　と、不ふ服ふくそうに尋たずねた。

「えっ！　それはその……聖羅様には、色々お世せ話わになっているので、なにかお礼でもと」

「いつ聖羅の世話になったのだ？」

　ますます不ふ審しんそうなふくれっつらで言う。

「あの……マラソン大会のときとか」

　竜樹王子の顔が、また火がついたように赤くなる。てゆうか赤せき面めんしすぎじゃないか？　まぁ誇ほこり高い王子様が、女の僕におんぶされて、恥ずかしがる気持ちはわかるけど。

「そそそそそ、そうか。マラソン大会か。あのときは私のせいでグリンダに恥をかかせてしまって……うぅぅ」

「気にしてませんから、忘れてください！」

　僕は慌てて言った。その話題を蒸むし返かえされるのは、僕だって恥ずかしいんだ。

「それより聖羅姫の欲しいものをっ」

「……ぅぅ、古代語で書かれた神話や英えい雄ゆう譚たんなど、好んで読んでいるようだが」

「英雄譚、ですか？」

　意外だ。そういうロマンチックな夢物語が好きそうには見えないのに。

　僕はさらに突っ込んで尋ねた。

「兄上からご覧らんになって、聖羅様はその、どんなかたでしょう？」

「ずいぶん聖羅にこだわるのだな。私の知らないところで、そんなに聖羅と親密になっていたのか」

　また、じっとり睨にらまれ、

「いいえ！　逆です！　更サラ紗サ様や織オリ絵エ様に比べて、聖羅様とは全然お話しする機会がないものですから。なにかきっかけでもあればと」

　と、必死に誤ご魔ま化かす。

「そうか、グリンダは仕事熱心だな。私にとって聖羅は自じ慢まんの妹だ。賢かしこくて冷静で、なにより王家の人間としての品格がある。更紗と織絵も、聖羅を見習ってほしいものだ」

　普通、あれだけ出来のいい妹がいたら、コンプレックスを持ちそうなものだけど、それがまったくなく、嬉き々きとして妹姫の美点を並べることができるのが、竜樹王子のいいところなんだろうな。根っこの部分が、まっすぐで健すこやかっていうか……。

　微笑ましくて、ついにっこりすると、

「なんだ。なにがおかしい？　ご、誤解するなよ！　ちょっと立ち話してやったからって、おまえに気を許してるとかじゃないからな。ゴールで鼻血を噴ふいたのも、おまえが乱暴な走り方をしたせいで頭に血がのぼっただけで──おまえの、むむむむ」

　竜樹王子が、両手でばっと鼻を押さえる。

　つられて僕まで赤くなる。

「すみません、すみません、そのことはもう」

「す、すまんっ！　つい──」

　鼻を押さえたまま、竜樹王子が後ずさる。

「けど、とにかく、おまえのことなんか、なんとも思ってないし、ラーナの日なんか興味ないんだからな！」

　と、叫んで、走っていってしまったのだった。

　なんでラーナの日？

　きょとんとしながら、見送ったのだった。




　双子の更紗姫と織絵姫も、ラーナの日の話題で夢中だった。

「ラーナの日に将来を誓ちかい合あったカップルは、幸せな結婚ができるって言われてるのよ！」

「今年はお城の中で、何組くらいカップルが誕生するのかしら」

　と、マセた話題で盛り上がっている。

「財ざい務む府ふのジャスティンは、女によ官かんのセレーヌにお熱らしいわ。セレーヌも、まんざらじゃないみたい」

「内ない務む庁ちようのクロードは、未み亡ぼう人じんのカティア様に恋しているけど、すっごくライバルが多そうよ」

「バルディス伯はく爵しやくと騎士のイーリンと、司書のギリアンも、カティア様狙ねらいなのよねー」

「飼育係のミルトとメイドのリタの恋の行方ゆくえも、気になるわ～」

「わかるー、ミルトって超～～～～シャイなんだもん。あれじゃリタに告白なんかできないわよ、見てて焦じれったくなっちゃう」

「ラーナの日は、大チャンスなのに」

　女の子って、よく他人の恋バナで、延々語れるよな……。男の僕から見たら、余計なお世話だと思うんだけど。

「あのー……それで、聖羅様が欲しそうなものって……」

　会話の合間を縫ぬって、遠えん慮りよがちに尋ねると、

「あたしはルビーの首飾りが欲しいわ！　周りにピンクのダイヤが花びらみたいに、ぐるりとついてるやつ！」

　更紗姫が、彼氏におねだりする女の子みたいに嬉々として言い、

「あたしはエメラルドの髪かみ飾かざり！　うずらの卵ぐらいおっきいやつ！」

　織絵姫も、欲望で目を輝かせて答える。

「姫様たちの欲しいものではなく、聖羅姫の……」

「え～～～～っ、聖羅お姉様なんて、なんでも持ってるもの。図書室にある古代語の本を全部読んじゃうくらい頭がいいし、お父様にそっくりで、すっっっごい美人だし」

「そうよね～。あたしも聖羅お姉様みたいに銀の髪だったらよかった～。金髪なんて、エーレンではありふれてるもの」

「あたし、大人になったら髪を銀色に染めるわ」

「あたしも！　紫も素す敵てきじゃない」

「いいわね～。いっそ瞳の色も自由に変えられたらいいのに」

「メレディスの森に住む聖なる一族は、神秘の力を操あやつるんでしょう？　瞳の色くらい変えられるかも」

「それよりグリンダが、瞳や鼻の高さや顎あごの形を自由に変えられる薬を、開発すればいいのよ。だってグリンダは天才なんですもの」

「それいい！　頼んだわよ、グリンダ！　きっとものすごぉぉぉく、儲もうかるわよ」

　いつものように、話がずれてゆくばかりだった。




　仕事が終わったあと、僕の部屋を訪れるのが習慣になっていたメイドのアニスも、ラーナの日に向かって、別の視点で盛り上がっていた。

「うわぁっ、どうしよう！　ラーナの日の告白をきっかけに、セルジュとルークが次の段階に進展しちゃうかもっ。熟じゆく練れんカップルのレオンとアレックも、きっと甘い夜を過ごすのね。俺おれの瞳のエメラルドを、おまえに贈るぜとか言っちゃって、きゃーっ。ねぇねぇ、グリンダ、ヘルムート様はラーナの日にエーレンに来られるご予定はないのかしら。ヘルムート様から国王様に贈られるのは、どんな宝石かしら？　なにを贈っても、あなたという極上の輝きを放つ宝石に勝るものはありません、とか言っちゃったりして、ああああああ、いいわぁ」

「えっと、エーレンでは、ラーナの日は、男性から女性に宝石を贈ってプロポーズするって聞いたけど」

「愛に性別は関係ないわ。最愛の人に気持ちを伝えるというその行為こそが、気け高だかいのよ」

　断言されると、間違っていないように聞こえるのが怖い。

「それに、プロポーズとか関係なしに、お世話になった女性に感謝を込めて贈ったりもするしね。エーレンは宝石の産地だから、加工する前のちっちゃいやつなら、山とか川で拾えちゃうし。それごと店に持ち込めば、交渉次第で安く細さい工くしてもらえるわよ」

「へぇ、いいな」

「女性から女性に贈るなんてのも普通にありだし、だったら男から男に贈ってもいいと思わない？　いいえ、むしろ贈るべき！」

　いや、あの、女の子同士で贈り合うのは可か愛わいいけど、男同士で贈り物って、ちょっとキモイ。しかも宝石とか。

「はは……アニスは九歳くらいの頃、なにが一番欲しかった？」

　一応尋ねると、満面の笑みで答えた。

「お人形さん！　レディ＝フローラシリーズの、フローラの初代ボーイフレンドのユーリスと、二代目ボーイフレンドのジャンが、優ゆう雅がなお坊ちゃんとワイルドな騎士見習いのカップリングで、萌え萌えだったの～」

　九歳から、こうだったのか。

　きっと見た目だけは、ものすごく愛くるしくて天使のようだったに違いないアニスの幼少時代を連れん想そうしながら、僕はそれ以上の質問を控ひかえたのだった。

　それにしても、聖羅姫の〝欲しいモノ〟に関して、ここまでまったく成果なしか。

　いや、きっと尋ねる相手が悪かったんだ。




　翌日の午後。僕は王おう妃ひ様の部屋を訪れた。

　やっぱり子供のことなら、母親に訊くのが一番だ。

「まぁ、いらっしゃい、グリンダ先生」

　メイド服の王妃様が、清きよらかな笑顔で迎えてくれる。

「ブルーベリーのパイが、ちょうどいい具合に焼けたんですよ」

　と、王妃様自ら切り分け、お茶まで淹いれてくれる。

　一国の王妃様にこんなことさせていいんだろうかと、毎回恐きよう縮しゆくしてしまうのだが、家事をしているときの王妃様は、ほっこりしていて楽しそうだ。

　ああ、こんな人が、僕の彼女だったらなぁ。

　こんなに細くて清せい純じゆんそうで、歳としだって僕と同じくらいにしか見えないのに、六人も子供のいる人妻だなんて反則だよ。

　妄想に突入しそうになり、ハッとする。

　いけない、ぽーっとしてる場合か！　聖羅姫のことを聞きにきたんだ！

　授業の話をするふりをして、さりげなく聖羅姫のほうへ話題を向ける。

　九歳にしては驚おどろくほどしっかりしてらっしゃいますよねと。

　すると、王妃様の表情が急に曇くもった。

「ええ、歩きはじめるのも、言葉を覚えるのも、あの子はとても早くて……。そのあとも、あっというまにわたしの手から離れてしまいました。もっと頼ったり、甘えたりしてくれたらいいのに」

　大人びすぎて手のかからない聖羅姫のことを、王妃様は心配しているようだった。

「あの子はとても趣味にうるさいんです。衣服や食事や家具に、こだわりを持っていて、そういうところは国王様によく似ています。バイオリンを弾くところも……」

　バイオリン……？

　庭で聴いた旋せん律りつが耳の奥によみがえる。子供が弾いているとは思えない、あの透すきとおった音ね色いろ。

「国王様も、昔は毎日バイオリンを弾いていました。ただ、その頃の国王様は、あまり楽しそうではなくて、バイオリンを弾いているときは、特に淋さびしそうでした……」

　王妃様が、そっと目を伏せる。

「聖羅も、バイオリンを弾いているとき、やっぱり淋しそうに見えるんです。好みの服を着て、好みの家具や小物に囲まれていても、本当に欲しいものが、あの子にはないような気がしてしまって……」

　胸の奥が、きゅっとしめつけられる。

　こんな優しい人に育てられたら、それだけで幸せなはずなのに。

「聖羅は……いろんなことが見えすぎているんじゃないかしらって……心配になるんです」




　──あなたは、見えていない。




　さめた声が聞こえたような気がして、ドキッとした。

　一体、聖羅姫の目には、なにが映っているんだろう。なにを見ているんだろう。

　ゆりかごで眠っていた鈴リン七ナ姫が、目をさまして母親を呼ぶ。

　王妃様が急いで抱き上げて、顔をのぞき込みながら、

「どうちたの？　お母様は、ここにいまちゅよ」

　と赤ちゃん言葉で話しかけると、すぐにあふあふと笑った。

　王妃様の顔にも、とろけそうな笑みが広がる。

　パンケーキにかける蜂はち蜜みつみたいに、幸せな甘い風景。

　けど、また表情を曇らせて、

「ずっと、この腕に抱いていられるくらい小さな子供のままでいてほしいと思うのは、母親の我わが儘ままなのでしょうね……」

　とつぶやく。

　王妃様にそんな顔をさせたくなくて、僕はつい言ってしまった。

「あのっ、聖羅様のことは、わたしでは力不足かもしれませんけど、でも、あのかたを理解できるように──それで、あのかたが安心して心を開けるような先生になれるように、うんと、うーんと、頑がん張ばりますからっ」

　ああ、なに安やす請うけ合あいしてんだ。僕なんて偽者のダンゴムシで、あなたに用はないと聖羅姫に言われたばっかりのくせに。

　王妃様が、感動したように目をうるませる。

「聖羅のこと、そんな親身になってくださるなんて。グリンダ先生は、やっぱり素晴らしいかたです」

「はは……ははははは……聖羅様のことは、わたしに任せてください」

　あああああああ、墓ぼ穴けつを掘ってる。掘りまくってる。

　けど、お宅のお嬢じようさんの欲しいモノを言い当てないと、僕は国際的犯罪者になってしまうんです、なんて言えない。

　汗をだらだらかいていると、後ろで涼すずやかな声がした。

「それは頼もしい」

　シザエル王が、優雅な微笑みを浮かべて現れる。

「国王様」

　王妃様が嬉うれしそうな顔をするのを見て、ちぇっと胸の奥で舌打ちする。

　シザエル王は王妃様に甘い笑みを送ったあと、僕のほうへ視線を向けた。

　昨日、妖あやしく迫ってこられたことを思い出し、反射的に体がこわばってしまう。うううううっ、怖くない、怖くないぞ。

　僕がびびっていることなんかお見通しって感じの、すかした顔で国王が言う。

「聖羅のことを聞きまわっているそうだな、グリンダ嬢」

　ぎょっ。

　もう耳に入っているのか。

　シザエル王は、意味ありげに目を細めた。

「聖羅の〝欲しいもの〟を知りたいのであれば、私から特別にヒントを出そう。聖羅は私によく似ている。だから私は、聖羅に嫌われているのだけどね」

「国王様ったら！　そんなことありませんって、何度も申し上げているじゃないですか」

　王妃様が頰をふくらませて反論する。

「そうかな、私は娘に避けられて孤独なのだよ。慰なぐさめてくれないか、雪ユキ」

「もう、いつもそうやって甘えるんですから。だいたい国王様は、聖羅が欲しいものを本当にご存じなのですか？　ならば、意地悪をしないで教えてください」

「それは、私が言ってしまっては意味のないものなのだよ」

「もぉっ」

　王妃様の頰が、ますますふくらむ。

　シザエル王が、そんな様子が愛いとしくてたまらないというように、王妃様の頰を指でつつく。このままラブシーンに突入しかねない甘々っぷりだ。ぅぅっ、失恋の傷が。

「し、失礼します……！」

　僕は真まっ赤かな顔で、王妃様の部屋をあとにしたのだった。




「絶対、わざとだ。あのイケメンサド国王」

　おまえなんかアニスにヘル×シザされてしまえ、と怒りをたぎらせながら、廊下を進んでゆく。

　特別にヒントを出そうとか、余裕の表情で言ってたけど、さっぱり意味がわからない。あんたに似てるからどうだってんだ。

　くぅぅぅ、あの上から目線の優雅な笑顔がムカツク～～～～～～。

　なにより国王には、聖羅姫の望みがわかっているらしいことが、いっそうムカツク。

「こうなったら、絶対に聖羅姫の〝欲しいモノ〟を突き止めてやるぞ。それで、聖羅姫にも、シザエル王にも『ふっ、簡単な問題だったわ』って言ってやる」

　目的がズレてしまっているような気がしたが、僕は気合いを入れ直したのだった。

　そうさ、もう手段を選んでられるか！





　　　　◇　◇　◇






「えー、今日の授業は、『わたしの夢』というタイトルで、作文を書いてもらいまーす」

　翌日。僕は、にこやかに宣言した。

　セコイ手だが、これなら確実だ。

　更紗姫と織絵姫が、めんどくさーいと、ぶーぶー文句を言うが気にしない。

　聖羅姫は、さめた目でちらりと僕を見上げたが、すぐに顔を伏せ、紙に向かってペンを動かしはじめた。

　よしよし。これで、聖羅姫の〝欲しいもの〟を割り出せるはず。




　三十分後。




　僕は、書き上げた作文を、子供たちに読ませた。

　まずは竜樹王子が、

「私の夢は、もちろん立派な王になることだ！」

　と暑苦しいほど力のこもりまくった口調で、理想の王について語る。

　次に更紗姫が、

「あたしの夢は、世界中のカッコいい男の子とつきあうことです。結婚はちょっと遅くて二十二歳くらいでいいです。それまでに最低五十人くらいつきあって、その中で一番お金持ちで、一番美形で、十番目くらいに賢くて、一番あたしのいうこときいてくれる人と結婚します」

　と、竜樹王子がこめかみをひくつかせるような作文を読み上げる。

　続いて織絵姫が、

「あたしの夢は、更紗と二人でお嫁よめに行くことです。以下略」

　と、シンプルに（？）まとめる。

　真シン王子は、

「……」

　紙をのぞいてみたら、カバの絵が描いてあった。

「……夢は、カバになることですか？」

　こくり、と眠たそうにうなずいた。

　まぁ、いいか。僕も五歳のときの夢は、かかし仮面になることだったし。

　ちなみに、かかし仮面っていうのは、伝説に謳うたわれる庶民のヒーローで──って、今は蘊うん蓄ちくを垂れてる場合じゃない。

　いよいよ本命だ。

「じゃあ、最後に聖羅様。どうぞ」

「……はい」

　息をひそめる僕の前で、無表情の聖羅姫が淡々と作文を読みはじめる。

「……わたしの夢は、〝世界の終わり〟を見ることです」

　いきなりの発言に度ど肝ぎもを抜かれた。

　せ、世界の終わりって──。

　それって、世界の滅亡を願ってるってこと!?

「そこで、わたしは、オルフェルートに会うのです」

　オルフェルートって……ああ、そういえば、古代語で書かれたオルフェルートの数学理論を読んでたな。

　天才の始し祖そ、万ばん能のうの人、世界を奏かなでる者──と呼ばれたオルフェルートは、二千年も昔に生きたとされる伝説の人物だ。

　性別、年齢、出身、一切が謎なぞに包まれ、数学者であり、予言者であり、魔術師であり、賢者であり、隠いん者じやであり、音楽家であり、銀の笛から流れる〝すべてを従える気高き音色〟によって、世界を征服した。

　けど、その直後にオルフェルートは〝世界の終わりへ行く〟と言い残して、人々の前から姿を消してしまう。

　そうして今も、〝世界の終わり〟で生き続けているという。

　聖羅姫の言う〝世界の終わり〟を見たいって、オルフェルートのいる場所に自分も行ってみたいって、そういう意味？

　なぁんだ、世界を滅亡させたかったわけじゃないんだ。

　ハッ！　けど！

　オルフェルートに会いたいってことは、オルフェルートに教えを請こいたいという意味にもとれる？

　自分も、オルフェルートのようになりたいとか。

「オルフェルートは世界を征服した唯ゆい一いつの人物です。この現代でも、それは可能でしょうか？」

　世界征服!?

　またまた飛び出した不ふ穏おんな言葉に、どきりとする。

　ははははは……まさか世界征服なんて……できるわけないし、九歳の女の子が、そんなもの望んでなんか……。

「わたしが世界を征服したら、オルフェルートになれるでしょうか」

　げ！

　マジで世界征服が目標だったりする？

　汗が噴ふき出だし、心音が乱れまくる。

　まさかと思いながら、本気で目指していそうなところが怖いっ。

　そういえば、グリンダはオルフェルートの再来って言われてたんだ。聖羅姫がグリンダを気にしてたのって、そのせい？

　そ、それに、シザエル王は、王妃様の前ではべた甘王国の住人だけど、実は腹はら違ちがいの兄に謀む反ほんを起こして国王になった人物だったりして──そのシザエル王に似てるってことは、聖羅姫にもそういう行動力とか、征服欲とか、酷こく薄はくさとかが備わってるってことでは──。

　聖羅姫が作文を読み終える。

「やっぱり聖羅お姉様って、あたしたちと次元が違うってゆーか変わってるわよねー」

「あたしだったら、快楽の園パラダイスで、美び男なんの妖精王とかに会いたいわ。それで、宝石をちりばめたドレスを着て、ご馳ち走そうを食べて、毎日パーティーをするの」

「おまえたちは、目先の欲望を追い求めすぎだ！　聖羅の意識の高さを見習え！」

　兄王子たちの言葉を、聖羅姫はしらっとした顔で聞き流していた。

　僕は顔を引きつらせて、授業の終わりを告げたのだった。

〝欲しいもの〟が、世界だなんて嫌すぎる～～～～～～。





　　　　◇　◇　◇






「あ～～～～うぅぅっ、聖羅姫の答えは、〝世界〟で、正解なんだろうか」

　午後。

　ひとりきりの自室を、うろうろ歩き回る。

『きみの望みは、世界の王だ！』

　なんて痛いこと言いたくない。そんなとんでもない野望を抱いている九歳児を、この先指導してゆく自信もない。

　いや、もし、それを言い出したのが、竜樹王子や双子姫なら『子供らしい夢だね』と、笑い飛ばせるけど、聖羅姫だと妙に生なま々なましいというか、黒々としているというか、現実味があって、笑えない。

　って、オルフェルートって、〝すべてを従える気高き音色〟で、世界を平へい伏ふくさせたんだっけ！　聖羅姫が庭でバイオリンを弾いていたのは、ひょっとして〝気高き音色〟を出すための訓練？

　オルフェルートみたいに〝音〟の魔法を極めようとしていて──ひぃぃぃぃ、やっぱり、世界征服するつもりかも～～～～～～。

　真っ黒なマントに身を包み、しゅっとした弓でバイオリンをかき鳴らしながら、群衆を平伏させるブラック聖羅姫の姿がリアルに浮かぶ。鳥肌を立てていたところへ、ヘルムートがひょっこりやってきた。

「マラソン大会優勝おめでとう！　シャールくん。きみならやってくれると信じていましたよ。あ、お祝いのカードを送ったのですが、届きましたか？」

　僕の気も知らず、すっきり爽さわやかな顔で言う。

「……ヒヨコマメニ、サイダイノケイイヲ──って、あれお祝いメッセージだったわけ？　嫌がらせじゃなくて？」

　疲れた声でつぶやくと、ヘルムートは喜びを抑えきれない様子で、

「いやぁ、ひよこ豆はよかったですね。あのグリンダがひよこ豆！　ぷっ、くく……。本人が、どんな顔でそれを見聞きしたのかと思うと、ぷぷ……胸が、すーっとするようで……くっくっ。記事を片端から集めて、スクラップしてしまいました」

　と、わざわざもってきたスクラップ帳まで、開いてみせる。

『天才グリンダ嬢、パット五枚！　ひよこ豆！』『グリンダ嬢、ゴールでぽろり』『グリンダ嬢は偽乳！』『万能の天才グリンダ嬢、ズレないパット開発中？』

　なんて、見出しが躍おどっている。

　こんなもん、にこやかな顔で見せるなよー。

　口にはしないけど、ヘルムートも失しつ踪そうしたグリンダへの不満を、相当溜ため込こんでいるらしい。

「おや？　ずいぶん目が虚うつろですね。ベッドの上であぐらをかいて、頰杖までついて、肌も荒あれ気味ですね。また、なにかやらかしましたか？　ダメですね～、シャールくんは」

「初等学校に呼び出しくらった保護者みたいな溜ため息いきをつくな！　肌が荒れてるのは、化け粧しようとかさせられてるからだ！」

　あぐらのままわめきつつ、聖羅姫のことを相談する。

「実は……聖羅姫に、僕が身代わりで男だってバレちゃったんだ」

「なんと！　よりによって面めん倒どうくさそうなかたに。けど、そのわりには騒ぎになっていないようですが」

「今のとこ、聖羅姫が黙もく認にんしてくれているから。けど、この先も黙っているかどうかはわからないって」

　聖羅姫が出した条件のことを話すと、ヘルムートはほんの少し首をひねった。

「聖羅姫の〝欲しいもの〟ですか？」

「せ、世界征服じゃないかと思うんだ」

　大マジで言うと、にこやかに、

「それは壮そう大だいですね」

「あーっ！　今、僕のこと、アホだと思っただろ！　けど、聖羅姫はオルフェルートを信しん奉ぽうしてて、オルフェルートと同じことをしたいって、作文に書いたんだ」

「オルフェルートは実在したかどうかも疑わしい、伝説の中の人物ですよ」

「わ、わかってるよっ。けど、聖羅姫はオルフェルートの音の魔法を習得するため、バイオリンの稽けい古こに励はげんでいて──って、苦笑するなぁ！　僕の額ひたいに手をあてるなぁ！」

　自分でも、アホじゃないかと思ってるんだ。うぅ。

　いじける僕に、ヘルムートがうさんくさい笑顔でフォローを入れる。

「まぁ、シャールくんが突とつ飛ぴなことを言い出したくなる気持ちも、わからないではありません。あの姫は、異質ですから」

「異質？」

「きみの姉君と同じ、天才です」

　わかりきったことのように、そっけなく断言する。

　心しん臓ぞうがズキッとした。




　グリンダと同じ……？




　たったひと言が、胸の奥に押し込めていたものを、引きずり出す。

　ああ、そうだ。

　どうして気づかなかったんだろう。聖羅姫のさめた目は、グリンダとそっくりじゃないか。

　口調がそっけないところも、なにを考えているのか全然わからないところも……。

　ヘルムートが真顔で続ける。

「私は外がい交こう官かんとしてエーレンの国王一家と親交を持つようになってから、常々思っていました。第一王子が竜樹殿下であって、聖羅姫が王女であったことは、この国にとっても我が国にとっても、非常に幸運なことだったと」

　僕はムッとして、

「それ、竜樹王子ならアホだから、王様になったとき手て玉だまにとれるってこと？　そりゃ、子供のくせに頑がん固こで融ゆう通ずうきかなくて、真ま面じ目めすぎてハズしてたりするとこもあるけど、本人は一いつ生しよう懸けん命めいで、ノートも書き込みびっちりの勉強家で、可愛いとこもあって──」

　天才の姉妹を持つ者の連帯感から、つい竜樹王子の弁べん護ごをしてしまう。

「本当に、あんなに国のこととか将来のこととか、大真面目に考えてる王子様って、いまどきいないから！」

　ヘルムートが目元をやわらかくなごませ、微笑んだ。

「誤解しないでください。私も竜樹王子の器量は認めています。あのかたは人を惹ひきつける。まっすぐで、清すが々すがしくて、噓うそがない。ついなにかしてさしあげたくなる。それは人の上に立つ者として得え難がたい資質です。周囲にも良い大人がそろっている。あのまま成長すれば、素晴らしい国王になるでしょう」

　僕の胸も、やわらかく、あたたかくなる。

　ヘルムートの言うとおり、竜樹王子は不器用で未み熟じゆくだけど、城の人たちはみんな竜樹王子を愛している。

　あんまり一生懸命でまっすぐだから、まぶしくて可愛くて、力になりたくなってしまうのだ。

　父のシザエル王のような神格性は、竜樹王子にはない。けど、父王以上に国民に愛される王様になれるはずだ。

　それは国民にとっても、きっと幸せなことだ。

「なら……聖羅姫が、国王だったら？」

「天才が治める国は、幸せではないと私は思います。何故なら天才自身が幸せではないから。民は王を理解できない。王も民を理解できない。私も理解できない相手とのおつきあいは、気持ちが悪くて嫌ですね」

　胸がずしんと重くなった。

　グリンダの眼まな差ざしが、聖羅姫の眼差しが──頭に浮かぶ。















　僕と同じ青い瞳と、紫水晶の瞳。

　どちらの瞳もさめていて、透きとおっているのに底が見えなくて。

　僕の理解の外にある、二人の少女。

　なんでも持っているのに、なんにも欲しがっていないようで──。

　その姿はどこか孤独で淋しくて。




「私は天才などではなく、よかったです」




　ヘルムートが、しみじみとつぶやいた。

「皇立大学を優秀な成績で卒業できる程度に賢くて、ちょっと男前で、そこそこ家いえ柄がらも立派で、同期で二番目程度に出世頭な凡人で、本当によかったです」

「あんた、さっさとグリンダを捜さがしに行けよ！」

　ドアのほうを指さして、わめいてしまった。

「やれやれ、シャールくんは、私が激げき務むの合間に、どうにか時間をやりくりして会いに来るたびに、口が悪くなっていますね。次に来るときは、マナー講座の本でもお持ちしましょう」

　しっかり嫌いや味みを言うのを忘れずにヘルムートが出ていったあと、僕はまた袋ふくろ小こう路じに迷い込んでしまった。

　聖羅姫は、なにが欲しいのだろう。

　オルフェルートを信奉していて、オルフェルートの再来と呼ばれたグリンダに関心を寄せていた、あの姫は。

　グリンダと聖羅姫が似ていると実感したとたん、ますますわからなくなってしまった。

　だって、僕にとって、この世で一番不ふ可か解かいな人間は、グリンダだったから。

　ほてった頭を冷やしたくて、庭へ出る。

　夕暮れの風を頰に受けながら、とぼとぼ歩いてゆく。

　グリンダが生まれながらに天才だったように、聖羅姫も国王の第一王女として生まれたときから、すべてを持っている。

　身分やお金だけではなく、容姿も、才能も、愛情も。

　なのに何故、聖羅姫もグリンダも、あんなにつまらなそうなのだろう。

　胸がひどくしめつけられたとき、あの淋しい調べが聞こえた。

　聖羅姫がバイオリンを弾いているのか!?

　そっと近づいてみる。

　切なく澄すんだ旋律を奏でていたのは、やっぱり聖羅姫だった。

　赤茶色のバイオリンに顔を寄せ、目を閉じて、無心に弓を動かしている。

　銀色の髪が、風に儚はかなく揺ゆれている。

　その姿が、一瞬、グリンダみたいに見えて、息が止まりそうになった。

　顔の造りは全然似てないのに。

　他人をよせつけない雰ふん囲い気きが、そっくりで──話しかけないでと言っているような、作り物めいた冷たい横顔がそっくりで──いろんな気持ちが込み上げてきて──。

　茜あかね色いろに染まる木々のざわめきの中に、すすり泣くように哀かなしい音が溶けてゆく。

　くそっ、どうしてこんなに胸が痛くなるんだ。喉のどが苦しくて、涙が込み上げてきて──本当に、音に心を乱す魔法でもかかってるんじゃないか。




　──聖羅は……いろんなことが見えすぎているんじゃないかしらって……心配になるんです。




　普通の子供たちと、あまりにも異なる娘を憂うれえる王妃様の声。

　あの透きとおった紫水晶の瞳には、なにが映っているのだろう。

　世界の征服？

　オルフェルートと同じ者になること？

　けど、オルフェルートは、征服した世界をあっさり捨ててしまったんだ。

　そう、グリンダが書き置きを一枚残して、姿を消してしまったみたいに。

　何故、グリンダは失踪したのだろう。

　何故、すべてを捨てたのだろう。

　僕に、なにも告げなかったのだろう。

　バイオリンを弾いているのは聖羅姫のはずなのに、二人がどうしようもなく重なって、もどかしくて、切なくて、胸の奥がきりきりとしめあげられる。

　目の前に見えない壁かべがあって、それを通して相手を見ているような──決してふれられないような──。

　ふっと音が途切れ、聖羅姫がゆっくりと顔を僕のほうへ向けた。

　さめた目が、透明な壁の向こうから僕を見つめる。

　僕は──。

〝きみの望みは、なにもかも捨てること？〟

　言葉が喉まで出かかって、けど、体の一部が抉えぐられるようで、とても言えなかった。

　聖羅姫が、ちょっとだけ目を見張ったのは、多分僕が涙ぐんでいたからだろう。みっともなくて顔が熱くなって、僕は背中を向けて走り去った。

　ったく、なにやってんだ、僕は！




　自分が、飼い主に捨てられたワンコになったみたいな気がして、そのあと部屋で、またちょっと泣いた。









第二回　シャーロック＝ドイルの追跡～姉さん、目立ちすぎです。






　父さんと母さんが生きていて僕ぼくらがまだオーランドにいた頃から、グリンダは決して他の子供たちと遊ばなかった。




　──だって、あの子たちは、〝違う〟から。




　さめた目でそう答え、僕には読めない古代語で書かれた分厚い本を、読んでいた。

　違うから。

　そう言われたとき、他の子供たちと一緒に僕もグリンダから切り捨てられたみたいに思えて、心の中がシンと冷たくなった。

「僕も〝違う〟の？」

　おずおず尋たずねる僕へ、ひややかな視線を向けて、グリンダは言った。

「そうね、〝違う〟わ。けど、シャールは弟だから、あたしの命令をきくなら、遊んであげてもいいわ」

　僕は尻尾しつぽがあれば、ぱたぱた振りたい気持ちで、

「うんっ」

　と、答えたのだった。




「って──あああああ、幼少時代のろくでもない記憶を再生してる場合じゃないよ！」

　僕は自室のベッドにドレスのまま寝転がり、頭を抱えて身み悶もだえていた。

　聖セイ羅ラ姫と庭でばったり会って、つい涙ぐんだりしてしまってから、三日も経たつ。

　恥ずかしいやら気まずいやらで、授業中もまともに視線をあわせられない。

　おととい帰国したヘルムートは、

「答えがわからなかったら、偽者だと即バラすと脅おどされたわけではないですし、正解を出すのに、期限を指定されたわけでもないのでしょう？　ならば気長に問題に取り組んでも、良いのではないですか」

　と、冷静に言った。

　確かに、期限があるわけじゃない。今まで黙っていてくれたのだから、この先も黙っていてくれるかもしれない。

　けど、王おう妃ひ様に、聖羅姫のことは任せてくださいと大口を叩たたいてしまったし、なにより、僕の答えを待つかのように、僕がどこにいようとさめた視線を向けてくる聖羅姫の無言の責せめに、胃が削けずられるっ。

「うぅぅ、もし本物のグリンダがエーレンに来て、聖羅姫と会っていたら、案外気があったりしてたのかな」

　いや、本気で二人で世界征服をはじめてそうで、怖いかも。

　ろくでもないことばかり思いつき、僕はたまらず部屋を出た。

　あ、でも、庭へ行ったら、また聖羅姫に会ってしまうんじゃ。アニスは、『原稿を印刷所に入れなきゃ』と言って里帰り中だし。

　孤独だ。

　スカートのあいだに、風が吹き込みすーすーする。

　うなだれて歩いていたとき。

「こら、グリンダ！　オレを無視するなんてひどいじゃないか！」

　騎士団のギルマーが、怒りの形ぎよう相そうで現れた。

「へ？　別に、無視してませんけど」

　こんな派は手で派は手でしくて声も態度もデカいやつ、無視できるはずない。

　なのに、ギルマーはますます憤ふん慨がいして、

「あーっ！　とぼける気か！　昨日の夜、銀の羊通りに新しくできたレストランの前で声をかけたら、おもいっっっきり冷たい目で見たろ！　そりゃオレは女連れだったけど、ご、誤解するな！　あれはただの女友達──いや、従い姉と妹こ、いや、オレの姉だっ！」

「わたし、昨日は外出してません。どなたかとお間違えじゃ……」

「間違えるわけない！　オレを無視したのは確かにその顔だ」

　ギルマーが僕の顔を指さし、わめく。そうしながら、みるみる赤くなる。

「いやその、夜、月の下で見たせいか、普段より綺き麗れいに見えたというか……おまえのこと美人だと思ったことなんて一度もないのに、なんかこう、顔はいつものおまえなのに、城で見るおまえと違ってオーラが出まくりで、ふ、不覚にも、び、美人だと思ってしまって……」

　僕は息が止まりそうになった。

　僕とまったく同じ顔をしていながら美人に見える女の子なんて、この世でひとりしか知らない！

　まさか、ギルマーが会ったのは──。

　そこへ、ギルマーの伯お父じで、僕を目のカタキにしているガストン長官が、どすどすと足音を立てて現れた。

「そなた、市場で我が国のことや国王様のことを、聞きまくっておるらしいな。実はウィストリア皇こう国こくのスパイだったのだな！」

「それ、いつですか！」

「しらじらしいこと抜かすな！　今朝も、市場で卵を半ダースとオレンジを二個とソーセージと、堅かた焼やきパンと、イカとホタテの串くし焼やきを、金を払わず言葉巧たくみにせしめたと、報告が上がっとるんじゃ！」

「失礼します！」

　僕はガストン長官たちに背中を向けて、駆け出した。

「待て！　逃げる気か！」

「グリンダ！　本当に昨日の女は、姉なんだ～～～～！」

　後ろで声がするけど、聞こえない。

　今朝は、国王一家と一緒に食事をとり、そのあと、いつものように授業をした。

　僕が、市場にいるはずはないんだ。

　間違いない！　グリンダがこの国にいるんだ！　しかも、すぐ近くに！

　僕は自分の部屋に戻り、もしものときのためにちょろまかしておいた工房の作業服に着替え、髪かみもまとめて帽ぼう子しに突っ込み、ヘルムートにさらわれたときに持っていた眼鏡めがねを、久々にかけた。

　グリンダに似た顔を隠すためだけにかけていた、度の入っていない眼鏡──。

　城に入るのは、難しい。

　幾いく重えにも張り巡らされた城じよう壁へき。水をたたえた堀。そこを守る兵士たち。

　けど、内部の人間をよそおって外へ出るだけなら。

　上司に買い物を言いつけられた下したっ端ぱの職人のふりをする僕を、門もん兵ぺいは、

「ごくろうさん。ラーナの日が近いんで、工房は大変だね」

　と言って、通してくれた。

　城の外へ出るなり、夢中で駆け出す。

　どこへ行けば、グリンダに会える？

　とにかく人の多いところで聞いてみよう。グリンダは目立つから、すれ違っただけでも、印象に残っているはずだ。

　マラソン大会のときの記憶を頼りに、大通りへ出ると、人だかりができているのが目に入った。

　後ろから背伸びをして、のぞいてみる。

　時計屋の店先に、仕掛け人形が展示してある。背中にネジのついたピエロが、かたかた動きながら太たい鼓こを叩く。太鼓が割れて、バネ仕掛けの鳩はとが飛び出してくる。

　それは、ウィストリアの僕らのアパートの居い間まに置いてある、グリンダが六歳のときに作った人形と、そっくりだった。

　僕は人の群れを押し分け、店主に尋ねた。

「この人形は、誰だれが作ったんですか！」

　店主は興奮した口調で、

「昨日、ひょっこりやってきた、若いべっぴんさんが、うちの工房で、あっというまに、こさえちまったんだよ。いくつか欲しい部品があるとかで、その代金にね」

「その人、どこへ行きました？」

「靴くつ屋やの場所を聞かれたから、この先にあるジョルジュの店を紹介しておいたよ」

「ありがとうございます！」

　靴屋に走り、尋ねると、

「ああ、来たよ。極上の牛の皮を何枚か持って行って、代わりに靴の素晴らしいデザイン画を、こんなにたくさん置いていってくれたんだ。紙とペンを貸してくださいと言って、その場でどんどん描き上げていって──いやあ、すごかったよ！」

　グリンダは、そのあと古美術商へ向かったという。

　時計屋に靴屋に古美術商って──一体、グリンダは、なにをしようとしているんだ。

　靴屋で描いてもらった地図を見ながら、角を曲がったとき。




「きゃっ」




「わっ！　すみません！」

　向こうから来た人と、ぶつかってしまった。

　おまけに、その人が持っていた荷物を、地面にばらまいてしまう。

　大量の紙が散乱し、二人で慌あわてて拾い集める。

「あっ、あの、もう大丈夫ですからっ」

　相手の女の子が、恥ずかしそうな小さな声で言う。

「いいえ、僕が急に飛び出したから」

「あたしも、ろくに前を見てなくて。あのっ、本当にもう結構ですから」

「そういうわけには」

　けど、この紙なんだろう。字がびっちり書いてあるけど……書類？　いや、日記かな？

　もちろん、人のものを読むつもりはなかったのだけど、何気なく目に飛び込んできた文章に、ぎょっとした。




『ヘルムートはシザエル王を抱きしめ、情熱的に口づけた』




「！」

「ほ、本当に……本当に、ひとりでへへへ平気なので」

　顔を上げて声の主を、よく見る。

　頰ほおを真まっ赤かに染めて、必死に紙を拾い集めていたのは、里帰り中のアニスだった！

　ということは、この紙は、アニスの書いた小説？　ヘルムートが攻めでシザエル王が受けで、とか言ってたあの!?

　うわああああああ、風で飛ばされて、他の人に拾われたりしたら大変だ～～～～！

　僕はそれまでの三倍、いや五倍のスピードで、ざかざかと紙を回収しはじめた。アニスが目を丸くする。

「え、えーと……」

　そのとき、一枚の紙がふわりと舞い上がり、前方からやってきた馬車の前へひらひらと飛んでいった。

「ああっ」

　アニスが悲ひ痛つうな声を上げる。

　僕は地面を蹴けり、高々とジャンプした。

「きゃっ！　危ない！」

　アニスの叫びを聞きながら、空中で紙をつかみ、他の原稿と一緒に抱きかかえるようにして、地面をごろごろ転がってゆく。

　馬がけたたましく嘶いななき、僕の傍かたわらを、大きな車輪が石をはじきながら通りすぎてゆく。

「ちょ、ちょっと──大丈夫!?　怪け我がは!?」

　アニスが声を上うわ擦ずらせ、走ってきた。

　僕は体を起こし、

「はい、これ」

　笑顔で原稿の束を差し出した。

「大事なものなんでしょう？　馬車の下した敷じきにならなくてよかった」

　万一誰かに見られたら、エーレンの国王とウィストリア皇国への不ふ敬けい罪ざいで逮たい捕ほされちゃうよ。下へ手たしたら国際問題だ。

　アニスがぽーっと赤くなる。

「ありがとう」

　そのまま、ほわんとした顔で僕を見ていたけれど、

「あら？」

　と首をかしげ、

「あなた、よーく見ると、あたしの知ってる子に似てるわ」

　心しん臓ぞうが思いきり跳はね上あがる。

　め、眼鏡──ちゃんと、かかってるよな、うん。

「本当にそっくりよ。他人とは思えないほど。あなたもしかして、ウィストリア皇国の出身じゃない？」

「はは、僕は生まれも育ちもエーレンですよ。おっと、急いでいたんだ。失礼します」

「あっ」

　まだ話したそうなアニスに背中を向けて、駆け出した。

　うわあっ、ちゃんと誤ご魔ま化かせたかな。次にアニスに会ったとき、ボロを出さないよう気をつけないと。

　思いがけないアクシデントに、心臓の音がまだ乱れている。けど今は、グリンダに追いつくことが先決だ。

　息を切らして、古美術商へ辿たどり着つく。

「あのお嬢じようさんなら、今朝までうちに泊まってたよ。店にある古文書を見せてほしいと言って。驚おどろいたことに一晩で読どく破はしていった」

　グリンダは、肩こりに悩む店主のために、ハーブの入浴剤を処しよ方ほうしたらしく、それがたいそう効くのだと、店主は感謝していた。

　グリンダは、今朝までここにいた!?

　そのあと、ギルマーがグリンダに無視されたという、新しくできたレストランの前までゆき、グリンダが買い物をしたという市場へも行った。

　みんなグリンダをよく覚えていて、じゃんけんに勝ったらタダにしろ、負けたら十倍の金額を払うからと言って、一度も負けることなく、大量の食品を持ち帰ったことや、美術館や図書館を訪れたことも聞いた。

　だんだんグリンダに近づいている！

　そんな手て応ごたえを感じて、頭の芯しんが熱くなって、胸がはじけそうになる。

　結局、子供の頃から、僕はグリンダなしにいられなかった。

　やっかいごとが起こるたびにグリンダに泣きつき、嬉うれしいことも悔くやしいことも、一番にグリンダに打ち明けずにいられない。

　そうしてグリンダも、そっけない態度をとりつつ、僕の話を聞いてくれたし、僕を助けてくれた。

　なのに、グリンダは僕のことをなんでも知っているのに、僕はグリンダについて、知らないことがいっぱいあった。

　グリンダは、決して僕に胸の内を語らなかった。

　そう、三年前──僕らが十四歳だったあのときも。

　ラーナの日が近づいた頃、ピアノに向かって甘いメロディを奏かなでていたグリンダ。




　──それ、もしかしてラーナの日の曲！　うわぁっ、誰に告白するの？




　どれだけ尋ねても、カマをかけても、グリンダは甘く優しいその曲が誰のためのものなのかも、意い中ちゆうの相手にそれを贈ることができたのかも、とうとう教えてくれなかった。

　そして今度も。

〝グリンダ＝ドイルを廃はい業ぎようする〟

　そんな書き置き一枚残して、いなくなってしまった。

　ひどいじゃないか！　あんまりだ！　って、絶対、絶対、怒ってやるんだ。

　肩で喘あえぎながら、走り続ける。

　きっと僕がどれだけ文句を重ねても、グリンダは、しらけた顔で、『ちょっと旅行したくなっただけよ、大げさね』とか言うんだ。

　それで僕は、これまでの苦労を恨うらみがましく、だらだらと語るだろう。

　今まで、ずっとそうしてきたように──。

　ああ、やっとグリンダに会えるんだ！　なにもかも、元通りになるんだ！

　城を出たときは昼間だったのに、いつのまにか空があざやかな朱色に染まりはじめている。

　グリンダの足そく跡せきを追いかけて、最後に辿り着いたのは港だった。

　え、港って……。

　船着き場に並ぶ帆はん船せんを見渡し、胸がひやっとした。

　荷運びをしていた人たちに、グリンダのことを尋ねると、

「そのお嬢ちゃんなら、ルビニア行きの船に乗ったよ。そっからギリアン諸島を巡るとか言ってたな」

　目の前が暗くなって、体から熱がさーっと引いてゆく。

「そんな、グリンダ！」

　やっとここまで近づいたのに！　会えると思ったのに！　もしかしたら、グリンダのほうから、心配して会いにきてくれたんじゃないかって──。

　なのに、なにも言わずに行っちゃうなんて！

　僕は海に向かって叫んだ。

「グリンダ！　グリンダっ！　戻ってきてよ！」

「船が出たのは、一時間も前だから聞こえないよ」

　僕が、グリンダという名前の女の子に振られたとでも思ったのだろう。気の毒そうに言われた。




　僕は、グリンダに捨てられたんだ。

　心がすっかり空っぽになって、なのに体だけが重くてひりひりする。

　鉛なまりみたいな足を引きずって、城に戻ったのは夜だった。

　城門のところで、見張りの兵士に止められる。僕はもう、なにもかもどうでもいいような気持ちで、頭から帽子をとり、眼鏡をはずした。

　ほどいた髪が肩にこぼれ落ちると、相手はぎょっとしたようだった。

「ぐ、グリンダ嬢……！」

　目の前で交差されていた槍やりが、瞬時に引っ込む。

　僕は虚うつろな表情で、彼らの前を通り過ぎた。

　そういえば、ガストン長官にスパイ疑ぎ惑わくをかけられてたんだっけ……。このことが耳に入ったら、スパイとして取り調べを受けたりするのかな……。それでもいいや。

　部屋に戻り、ドレスに着替える気力もなく、ベッドであぐらをかき、髪をかきむしる。

　いつまでここにいなければいけないんだろう。

　もう、女装なんてしたくない。

　グリンダの身代わりなんて、嫌だ。

　だって僕がどれだけグリンダのために苦労したって、グリンダは僕を捨てるんだから。

　エーレンへ来たのなら、王城にいるグリンダ嬢の噂うわさくらい聞いているだろうし、それが僕であることも、とっくに気づいているはずだ。

　なのに一度も会いに来ることもなく、あんなにいっぱい足あし跡あとを残して、エーレンから出ていってしまった。きっと、僕がエーレンでボロを出して、身代わりがバレて牢ろう屋やに入れられても、平気なんだ。

　喉のどに熱い塊かたまりが、何度も込み上げる。頭がずきずきして、割れそうだ。

　もう、グリンダなんて知るもんか！　グリンダのことなんか、一生かかったってわからない！

　そのとき、ドアをノックする音がした。




「……わたしです。入ってもよいですか」




　抑よく揚ようのない淡々とした声。

　聖羅姫？

　ベッドから下りてドアを開けると、感情の乏とぼしい透きとおった目が僕を見つめていた。

　なにしにきたんだ。

　聖羅姫は、僕が工房の制服を着て、髪をぐちゃぐちゃにしているのを見ても驚かず、冷静に尋ねた。

「……今日、どこへ行かれたんですか」

　僕が外出したのを、知ってるのか。

　子供らしくないさめた表情にグリンダの顔が重なって、胸が焼けつくほどの苛いら立だちが込み上げた。

「僕が逃げ出すんじゃないかって見張ってたのか？　僕がどこへ行こうときみには関係ないだろう」

　自分の声に、感情が煽あおられ、乱れる。

　グリンダもそうだった。

　僕にはなにも話してくれないのに、僕のことはなんでも知っていた。

「……関係、あります。わたしはまだ、あなたの答えを聞いていません」

　実験の結果を待つような冷静な口調と、〝あなた〟という突き放した呼びかたに、頰と耳がカァァァァァッと熱くなった。

　僕がグリンダではないと知ってから、この姫は、ずっと僕を〝先生〟ではなく、〝あなた〟と呼んでいた。

　つまらないものでも呼ぶように、〝あなた〟と──。

　怒りで息がつまりそうだ。

　この子もグリンダと同じだ！

「答えは〝なし〟だよ！　欲しいものなんか最初からなかったんだ！　きみたちには、なにも必要じゃない！　なんでも持ってるくせに、なにもかも捨ててひとりになることだけが望みなんだ！　きみもっ！　オルフェルートも！」

　グリンダも！

　自分以外に生きるもののない、〝世界の終わり〟だけを夢見ているんだ！　それしか見えていないんだ！

「僕が偽者だって言いたきゃ言えよ！　ドレスなんて、もううんざりだっ！」

　僕が感情にまかせてわめき散らすあいだ、聖羅姫は紫水晶の瞳ひとみをわずかに見開いて、無防備に僕を見上げていた。

「……」

　僕は目をそらし、ドアを閉めた。枕をベッドに投げつけ、靴を投げつけ、上着もズボンも投げつけ、タンスからドレスやコルセットやペチコートを出して、それも投げつけ、

「うんざりだ！　ああ、うんざりだ！」

　と、丈たけの短い下着一枚で、繰くり返かえし呻うめいたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　我に返って青ざめたのは、真夜中過ぎだった。

　メイドに向かって「夕食はいらない」とドア越しに叫んだあと、フリルのドレスにまみれて、眠ってしまったらしい。

　ベッドの上にあぐらをかくなり、頭を抱える。

「うわああああああああ、なんてこと言っちゃったんだ。相手は九歳の子供なのに」

　グリンダに見捨てられたことがショックで、そのことをすっかり忘れていた。

　僕の口を、そっとふさいだときの手の小ささや儚はかなさ、軽さを思い出し、

「あほーっ！　僕のあほーっ！　最低のクソ野郎！」

　と、自分で自分の頭を、ぼかすか叩く。

　あんな小さな顔とか、やわらかな手とかした子に、あんな暴言を吐はくなんて。クソ以下だ！　ヘタレ鬼き畜ちく野郎だ！　自分で墓ぼ穴けつを掘って埋まりたいっ！　グリンダと聖羅姫は似ているけど別人なのに。

　こんなオカマに、いきなり睨にらまれて、わめかれて、さぞびっくりしただろう。

　グリンダなら三倍返しで報ほう復ふくするだろうけど、もし聖羅姫がそこまでしたたかじゃなかったら──も、もしかしたら、トラウマになるくらい傷ついているかも。

　叫び散らす僕を見上げていた無防備な──儚げな瞳を思い出し、胸がざくっと抉えぐられる。うわあ～～～～～～、僕がしたことは、ただの児童虐いじめだぁぁぁぁ！

　手で顔をおおって、部屋の隅すみっこで、しくしく泣いている聖羅姫の姿まで浮かんできて、罪悪感に体中を切り刻まれる思いだった。

「あ、謝りに行こうっ」

　今すぐ！　一分でも！　一秒でも早く！

　結局僕はまだ、相当にテンパっていたのだった。謝るのなら別に明日でもいいんじゃないかという考えは浮かばず、聖羅姫が淋さびしく泣いている姿だけが、繰り返し脳のう裏りに映し出される。

　そうだ、部屋の前まで行って、ドアからこっそりのぞくだけでもいい。

　もし、聖羅姫が眠っていたら、手紙を置いて帰ろう。

　昨日はすみませんでしたと書いた紙を封筒に入れ、寝ね間ま着きのほうが誰かに見とがめられたとき、寝ぼけて部屋を間違えたと言い訳できるんじゃないかと考えて、女性用の袖そでと裾すそがたっぷりのやつを慌てて着て、髪もとかした。

　よし、準備オッケーだ。

　足音を忍ばせて、燭しよく台だいの明かりを頼りに、廊ろう下かをそろそろ進んでゆく。

　夜の城は冷たく不気味だったけれど、罪悪感のほうが強くて、気にならなかった。

　えっと、ここが聖羅姫の部屋だな。

　ノブをつかんで、そぉーっと回してみる。

　女同士でよかった。さもなきゃロリコンの夜よ這ばい男と疑われるところだ。って、聖羅姫は、僕のこと男だって知ってるんだっけ。

　いや、本当に夜這いじゃなくて純粋に申し訳ないと反省しているのであって、九歳の女の子に対してやましい気持ちは一切抱いていない。

　心の中でひたすら言い訳しながら、ドアをそっと引く。

　次の瞬間、息をのんだ。

「！」

　カーテンを全開にした部屋は、バルコニーから射し込む月光で満みたされていた。

　薄うすい敷しき物ものでおおわれた床は、まるで銀色の水をたたえた湖のようで、窓まど枠わくのシルエットさえ生おい茂しげる木々のように見える。その上に、小さな光が、ぽつぽつと点てん在ざいしていた。

　ドアの向こうに広がる、異世界のような神秘的な光景。

　その淋しい世界の真ん中に、白いものがうずくまっている。

　聖羅姫だった。

　頭から毛布を被かぶり、こちらに背中を向けたまま、身動きもしない。

「聖羅様」

　呼びかけても答えない。

　息をひとつ吐いて、部屋の中に入る。

　足の裏に、こりっとしたものがあたる。

　拾い上げてみると、水晶の玉だった。床でまたたいて見えたのは、これか。けど、なんで水晶がこんなに散らばっているんだ。インテリアってわけじゃないだろうし……。

　ますます不安になって、聖羅姫の正面に回って、そっと顔をのぞき込む。すると、白い寝間着を着て、頭に薄い毛布を被った女の子が、声も出さずに泣いていた。

　目を哀かなしそうに伏せ、唇くちびるを結むすんだまま、床に散らばる水晶の玉みたいな涙の粒をほろほろこぼしている。

　その様子は、僕が頭の中で想像していた泣き顔よりも、ずっと静かで、無機質で、大きな人形のようで──なのに百倍も哀しそうで、淋しそうで、孤独で。

「ご、ごめんっ！」

　床にしゃがみ込むなり、がばりと頭を下げた。

「本当に、ごめんなさい！　すみません！　すみません！　すみませんっ！」

　何度も何度も頭を下げる。

「僕は大人のくせに、きみに最低なことを言ってしまいました。きみに落ち度はありません。全部、僕がアホなせいです。本当～～～～～～に、申し訳ありませんでした」

　聖羅姫は泣きやまない。

　唇を閉じたまま、ほろほろ泣き続けている。















　ああ、この子はいつもこんな風にひとりで泣くのだろうか。

　今までも、そうだったんだろうか。

　なのに、無神経に傷つけてしまったことが死にたいほど悔くやまれて、「すみません」「僕のこと殴なぐってもかまいません」「芸をして笑わせろというなら、そうします」「奴ど隷れいにでもなります」「泣かないでください、すみません」と謝り続ける。

　そのどれにも聖羅姫は反応を示さなかった。

　心が抜け落ちてしまったように、ただ泣き続けているのだった。

　もしかしたら、僕があんなこと言ったから、魂たましいが別の世界へ飛ばされてしまって、ここにいるのは聖羅姫の抜ぬけ殻がらなんじゃないかと、胸がねじ切れそうになる。

　どうしたらいいんだ。

　自分のしでかしたことの重大さに愕がく然ぜんとしたとき、聖羅姫が被っていた毛布がはらりとすべり、床に落ちた。

　動かない聖羅姫の代わりに、それを拾い上げて肩にかけてあげようとして、気づいた。

　聖羅姫のすぐそばに、本が広げたまま置いてある。

　分厚くて大きい──古代語がびっしり書かき連つらねられた本。

　聖羅姫がよく胸に抱えていた、あの本だ。

　開かれたページには、文字の他に挿さし絵えがあった。フードのついた黒いマントに身を包み背中を向けて横笛を吹き鳴らす隠いん者じや──。

　遺い跡せきから出土した壁画に描かれたオルフェルートの姿を、模もしたものだ。

　けど、僕の目を引きつけたのは伝説の天才ではなく、その横に描き足された小さな絵だった。オルフェルートと同じように背中を向けた小さな女の子が、オルフェルートの傍らに立っている。

　女の子が伸ばした右手が、まるでオルフェルートのマントをつかんでいるようで──。




　ああ、そうか。




　そうだったんだ。




　頭の奥でいくつかのことが繋つながり、胸が引き絞られ──僕はたまらず聖羅姫を抱きしめた。

　冷え切った細い体は、身じろぎもしない。なんて無力で、なんて孤独で、なんてことを夢見ていたのだろう、きみは。

　僕はできるかぎり優しい声で言った。




「きみの〝欲しいもの〟が、わかったよ」









エピローグ　愛の女神ラ　ー　ナの日






　ラーナの日の午後。

　王おう妃ひ様は、たくさんのプレゼントを受け取って、頰ほおをほころばせていた。

　双子の姫からは、薔ば薇らの形をした珊さん瑚ごの指輪が贈られ、竜リユウ樹ジユ王子からはエメラルドをあしらった指ぬきが贈られ、驚おどろいたことに小さい真シン王子も、真ん中に琥こ珀はくを埋め込んだ粘ねん土ど細工のブローチを用意していた。こちらはマーガレットの形をしていて、花びらの部分を白く塗ぬってある。以前授業中に真王子が黙々と作っていたのは、王妃様への贈り物だったらしい。

「まぁ、真が作ったの？　上じよう手ずね！　とっても可か愛わいいわ！　ありがとう」

　王妃様はその場でブローチを胸につけ、真王子を抱きしめて頰ずりした。

　真王子は嬉うれしそうに赤くなっていた。

　もちろんシザエル王も、最愛の人に首飾りを贈ったようだ。銀の鎖くさりにシザエル王の瞳と同じ蒼あおい色のダイヤモンドを下げた首飾りが、今朝から王妃様の細い首で輝いている。

　どの贈り物も、王妃様を感かん嘆たんさせたり、頰をとろけさせたりしたけれど、今日一番王妃様の目をうるませたのは、間違いなく聖セイ羅ラ姫の贈り物だった。

　午後。

　シザエル王や、王妃様や兄妹たちが集まっている部屋で、聖羅姫は王妃様のためにバイオリンを演奏したのだ。

　曲は、聖羅姫が作ったオリジナルで、いつも聖羅姫が弾いている淋さびしそうな旋せん律りつとは違う、明るい、優しい雰ふん囲い気きの曲だった。

　演奏前に、僕ぼくが王妃様たちに説明する。

「わたしの暮らしていたウィストリア皇こう国こくでは、ラーナの日は愛いとしい人に音楽を贈るんです。なので今日は聖羅様が、大好きなお母様のために作った曲を演奏します」

　王妃様は目を丸くして、僕の言葉を聞いていた。

　聖羅姫は、ずいぶん緊張しているようだった。バイオリンを抱え、弓を持ち、心配そうに僕のほうを見る。

　僕が手に持った鈴シエリを見せて微笑ほほえむと、ちょっとホッとした顔になり、すぐに頰を引きしめ、奏かなではじめた。

　いつものように澄すんでいる、けど、いつもより、あたたかい。

　そんな音がこぼれ出てくる。

　王妃様の目にまた驚きが浮かび、それから泣きそうな顔になり、そのまま夢中で聴き入っている。

　僕は、聖羅姫の素晴らしい演奏に胸を震ふるわせながら、合間合間に鈴シエリを振ふる。

　ラーナの日にオリジナルの曲をプレゼントしたらどうかと提案したのは、僕だった。




　──きみの〝欲しいもの〟が、わかったよ。




　そうささやいたあの夜。

　僕の腕の中で、聖羅姫ははじめて体を揺ゆらした。

　そうして、いじめられっ子の女の子のような、自信のなさげな弱々しく掠かすれた声でつぶやいた。

「……ほしいものは……ありません。わたしは……なんでも……もってるから……。ぜんぶ……すてて……ひとりで……〝世界の終わり〟へゆくことだけが……わたしの……のぞみだから……あなたのこたえは……せいかい、です」

　聖羅姫を切りつけた刃やいばが、僕の胸へ返ってくる。なんてひどいことを僕は言ってしまったのだろうと、自分を百発でも殴なぐってやりたかった。

「違う。僕が言ったことは〝不正解〟だ」

　声に、ありったけの力をこめる。

　聖羅姫が欲していたのは、オルフェルートになることなんかじゃなかった。

　何な故ぜ、聖羅姫がグリンダにだけ関心を示したのか。

　何故、あんなに一いち途ずに僕グリンダを見つめていたのか。オルフェルートについて書かれた本を抱え、僕グリンダの目の前で見せつけるように、読んでみせたのか。

　入浴中、浴よく槽そうに飛び込んできた僕の手を、そっとつかみ、




　──……先生は、わたしに会いに来てくださった……のではないのでしょうか？




　なにかを期待するように、僕を見上げたのか。

　聖羅姫は、待っていたんじゃないか。

　天才グリンダ＝ドイルを。

「僕はずっと誤解していた。きみは──淋しかったんだね。怖かったんだね」

　人より優れたものを与えられたがゆえに、人と違う。

　真実を見抜く鋭えい利りな頭脳は、子こ煩ぼん悩のうな父王の、支配者としての残ざん酷こくさまで透すかし見てしまう。本来九歳の女の子なら、見なくてもよいものが見えてしまうというのは、どれほど恐ろしいことだろう。孤独なことだろう。

　自分がもし、そんな風だったらと思うと、心しん臓ぞうが冷え上がる。

　聖羅姫が神話や英えい雄ゆう譚たんを好んだのは、そこに自分と同じ異質な者がいたから。

「きみが欲しかったのは、差し出した手を握り返してくれる相手だったんだ。きみの淋しさをわかってくれる、きみと同じ存在を、〝理解者グリンダ〟を──ずっとずっと待っていたんだね」

　腕をほどき、目をあわせる。

　聖羅姫がぽろぽろ涙をこぼしながら、頼りない顔で僕を見つめている。

　か細い手を、僕はまとめて両手で包み、そのまま握りしめた。

「僕が、きみの味方になる」

　喉のどが熱くなるほどの、強い気持ちで断言する。

　聖羅姫の肩が震える。

「僕は天才じゃないし、見えてもいない。それでも、どんなときでも、僕はきみの味方だ！　いつだってきみの話をきく！　きみを助ける！　だから、きみはきみの言いたいことを言っていい。したいことをしてもいいんだ」

　細い指に、力がこもる。僕の指に、すがるようにからみつく、小さな手。

　涙で顔がぐしゃぐしゃだ。

「……わたしの、したいこと……？」

　聖羅姫が内気につぶやく。

「そうだ。きみが、したいことだ」

「……そんな、もの」

「床に散らばっている水晶の玉は、ラーナの日の贈り物だったんじゃないの？」

　うつむきかけた聖羅姫が、びくんとして僕を見上げる。それからまたうつむいて、

「……お、お母様に……。毎年……みんなで……贈り物を……するの。けど、わたしは……みんなと……違うから……。もう、いいって……」

　途中で声をなくして、しゃくりあげる。

　お母さんのために用意した首飾りを、泣きながら引きちぎる聖羅姫の姿が浮かび、胸がズキッとした。

「ごめん、僕がきみを傷つけたせいだね。ラーナの日までに急いで直してもらおう」

「……ううん、お母様には、お父様も、お兄様も、更サラ紗サも織オリ絵エも……真も、贈り物をするから、わたしは……いい」

　僕が必死に謝っても、聖羅姫は臆おく病びようになっているようで、首を横に振り続けていた。

　それだけ聖羅姫が感じている痛みも孤独も、深いのだ。

　ああ、どうしよう。

　頭の奥が焼き切れそうなほど、考える。

　どうしたら、このいたいけな姫君を、闇やみの中から連れ出せるだろう。どうしたら、自信を持たせてあげられるだろう。

　聖羅姫の得意なことを褒ほめるとか……。

　そうだ！

「じゃあ、きみだけにしかあげられないものを、お母さんにあげよう。僕の国では大好きな人に、宝石の代わりに音楽を贈るんだ。きみはバイオリンがとても上手だったね。お母さんのために曲を作って、演奏したらどうかな」

　聖羅姫は、目を白黒させていたけれど、

「僕も手伝うから。ね？」

　と言うと、やっとおずおずとうなずいた。

　そうして、朝までかかって二人で曲を作ったのだ。っていっても、僕は聖羅姫がか細い声で口にするメロディに対して、意見を述べただけなんだけど。

　そうして完成した曲を、一いつ生しよう懸けん命めいに練習した。

　聖羅姫が演奏の途中で何度も手を止めて、うつむいてしまうので「じゃあ、僕はきみの応おう援えんで、鈴シエリを鳴らすよ」と言って、一緒に演奏することになったのだ。

　そうして今、王妃様の前で、聖羅姫は光のような優しい音を奏でている。

　そんな彼女の後ろで、僕は彼女のために鈴シエリを鳴らす。

　大丈夫、僕はここにいる、きみの味方だ。

　だからきみは存分に、きみの好きな人にきみの気持ちを、伝えるんだ。

　特訓のかいがあり、僕の鈴シエリは、聖羅姫の奏でる澄んだメロディに、うまくとけ込んでいるみたいだった。

　竜樹王子や、双子の姫や、真王子が、明るい眼まな差ざしで耳を傾かたむけている。

　王妃様にダッコされている鈴リン七ナ姫が、目をぱちりと開けて、嬉しそうにあふあふと笑う。その声まで、旋律の一部のようだ。

　シザエル王は王妃様の肩を抱き寄せて、えらく優しい顔で僕らを見ている。

　王妃様は、子供みたいに目に涙を浮かべている。そうしながら頰を染め口元をほころばせている。

　ほら、聖羅姫の気持ちは、ちゃんと伝わっている。

　お母さんが、大好きだって。

　それはとても単純で、大切で、幸せなこと。

　子供にしか扱えないと、王妃様が言っていた鈴シエリを振りながら、僕も気づく。

　グリンダも聖羅姫も、天才かもしれない。

　けどまるきり理解できないことなんて、ない。

　グリンダと過ごしてきた十七年間でわかっていることだって、いっぱいある。

　不ふ機き嫌げんなとき、インゲンの筋をとったり、もつれた鎖をほどいたり、細かい作業をしたがること。

　本当に哀かなしいとき、決して僕と目をあわせないこと。

　嬉しいとき、鼻がほんのちょっと、ひくひくすること。

　グリンダは天才で、自分勝手で秘密主義で、どうしようもない姉だけど、僕はグリンダをちゃんと知っている。

　晴れやかな──透きとおった旋律の中、あたたかな気持ちがあふれてくる。頰がゆるみ、唇くちびるがほどけ、七つの鈴が喜びに震えている。

　演奏が終わると、シザエル王が王妃様から鈴七姫を抱き取った。

　王妃様が聖羅姫に駆け寄り、ぎゅーっと抱きしめる。

「ありがとう、聖羅。なんて素す敵てきな贈り物なんでしょう。今日は素晴らしい日だわ！」

　涙で掠れた声で言う。

　聖羅姫がうんと緊張しながら真まっ赤かな顔で、お母さんの服をぎゅっと握る。

「い、いつも、おいしい朝ごはんを作ってくれて……ありがとう。わたしは、お母様が、だ……大好きです」

　声を震わせて、ようやく言い切ったとき、僕は胸がいっぱいになった。

「わたしも大好きよ」

　王妃様が、ますます聖羅姫を抱きしめる腕に力を込める。

　聖羅姫の唇が、ゆっくりほころぶ。

「あーっ、あたしたちだって大好きよ、お母様」

「そうよ、だーいすき」

　更紗姫と織絵姫が、聖羅姫と一緒に、王妃様に抱きついた。真王子も、自分も大好きだというように、王妃様のスカートにしがみつく。

「竜樹様は、よろしいんですか」

「ふ、フンッ、私は大人だから。それよりグリンダ……あの、あとで、わ、渡したいものが……」

「なに言ってるんです、竜樹様も、まだまだ子供ですよ。遠えん慮りよなさらないで、どうぞ」

　僕は両手で竜樹王子の背中を、どーんと押してやった。

「わ」

　と叫んで、竜樹王子が王妃様たちのほうへ突進してゆき、双子姫にぶつかる。

「もう、竜樹お兄様ったら、そんなに焦あせらなくてもいいのに」

「本当、子供みたーい」

「なんだと、私は──」

　王妃様が子供たちを見て微笑む。

「竜樹も、聖羅も、更紗も織絵も、真も鈴七も、みんな、みぃーんな大好きよ」

　それで竜樹様もすっかりおとなしくなって、赤い顔で、お母さんにぎゅっとしがみついたのだった。

　鈴七姫を抱いた国王が、いつのまにか僕のすぐ横に立っていた。

「私はいつもラーナの日のプレゼントは、夜に渡すのだがね。今日は、朝一に渡したほうがよいという予感がしていたのだよ。正解だったようだな。聖羅のあの贈り物の前では、私の贈り物もかすんでしまうだろうから」

　そうして、親密な内ない緒しよ話ばなしでもするような口調でつぶやいた。

「グリンダ嬢じよう、よく聖羅から、あの曲とあの音を引き出してくれたな」

「たまたまです」

「それでも、国王ではなく父親として感謝している。グリンダ嬢、あなたに来ていただいたのは聖羅のためでもあったのだ。あの子を理解し、あの子と同じ目線で話ができる人間が、あの子の周りにはいなかったから。グリンダ＝ドイル嬢は、第一王女聖羅のための家庭教師だった」




　聖羅姫の家庭教師──。




　それはとても誇ほこらしい言葉として、僕の胸に響いた。

　国王が、親しん愛あいの念ねんのこもるおだやかな声で続ける。

「すべてを平へい伏ぶくさせるオルフェルートの銀の笛ではなく、子供でも扱える鈴シエリで、グリンダ嬢は聖羅の心を開いてくれた。これからも笛ではなく鈴で、あの子の力になってくれるか」

「もちろんです」

　晴れがましさでいっぱいだった。

　その一方で、もしエーレンへ来たのが本物のグリンダだったら、どうなっていたのだろうと思った。

　もしかしたら聖羅姫と、わかりあえる部分があったんじゃないか。

〝あの子たちは違うから〟──古代語で書かれた英雄譚のページをめくりながらつぶやいたグリンダのあの言葉は、強がりだったんじゃないかと、今なら想像できるから。

　胸の奥が少しだけ、軋きしむような気がしたけれど……。

　国王が、ほろ苦い顔で言う。

「聖羅が私を恐れずにすむよう、鍛きたえてやってほしい」

「聖羅様は、お父様がお好きだと思いますよ」

　そう、勝手にどこかへ行ってしまっても、さんざん迷惑をかけられても、僕がグリンダを家族として愛しているように。

　国王が微笑む。

「知っている」

　ひっそりした声。

　それから、子供たちを抱きしめる王妃様と、王妃様にしがみつく子供たちを、おだやかな眼差しで見つめた。

「よい家族だろう。私の家族は」

　支配者として、冷たくも厳きびしくもなる蒼い瞳が、このときはとろけそうで。




　──聖羅は私によく似ている。




　シザエル王がくれたヒント。

　古びた城で、淋しそうにバイオリンを弾いていたというシザエル王は、異国から来た少女と出会い、結むすばれたことで、変わった。

　だから聖羅姫も、姫を取り巻く世界も、変化してゆくはずだ。

　愛する人のために、国の在り方さえ変えてしまった父王のように、心から大切に思える相手に巡めぐり会あって。

　そしてグリンダも、いつかどこかで淋しくなったとき、僕のことを思い出してくれるといい。

　これっぽっちも反省していない、ふてぶてしい顔つきで、帰ってきてくれるといい。

　そうしたら、うんと文句を言ったあと、抱きしめて「おかえり」と言うから。

　王妃様の腕の中でもじもじしていた聖羅姫が、僕のほうを見て、ぽっと顔を赤らめ、そのあと恥ずかしそうに微笑んだ。

　野に咲く花のような、子供らしい素そ朴ぼくな笑顔を向けられたとき、グリンダが笑ってくれたような気がして、僕もにっこりしたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　その夜、部屋でひとりでくつろいでいると、ドアをノックする音がした。

「わたしです。入ってもよろしいですか」

「聖羅姫？　うん、いいよ」

　ドアがそっと開いて、聖羅姫が遠慮がちに顔を出す。ずいぶん表情が豊かになって、子供らしい反応をするようになった。

　特に、二人でいるとき、こんな風に恥じらうことが多くなったような気がする。まだ僕とどう話していいのか、どんな顔で向き合えばよいのか戸と惑まどっているのだろう。

　下を向いてもじもじしたあと、白い頰をうっすらと染めて、両手をそろえて、ぺこりと頭を下げた。

「いろいろお世話になりました。わたし、兄妹に混じって騒いだりすることがこれまでなかったので、すごく楽しかったです。お母様に、あんなに喜んでいただけるプレゼントを渡すことができたのも、あ、あなたの……おかげです。ありがとうございます」

「僕はちょっと手伝っただけだよ。そうだ、僕からも渡したいものがあるんだ」

「？」

　午前中、工房から届いた箱を開ける。そこには、水晶の玉を銀の鎖で繋つなぎあわせて作った腕輪が入っている。僕が頼んだとおり、花の形をした紫水晶がついている。

　聖羅姫の右手を優しくとり、腕輪を二重にまき、鎖を留とめてあげると、目を丸くした。

「これ──」

「僕から、ラーナの日の贈り物」

「え……っ」

「って言っても、水晶はきみの部屋に散らばってたやつだし、この紫水晶も、たいして高価なものじゃないけど……。でもこれは、僕がきみの味方だという証あかしだよ」

　驚きの表情で腕輪を見つめていた聖羅姫が、ハッとして顔を上げる。

　僕は、古い伝説の中で姫君に忠ちゆう誠せいを誓ちかう騎士は、きっとこんな神聖な気持ちだったんじゃないかと思いながら、聖羅姫を優しく見つめ返した。




　──第一王女聖羅の家庭教師。




　シザエル王が口にしたあの言葉が、心の中で黄金のように輝いている。

　聖羅姫が、水晶の腕輪ごと手を胸に押しあてる。

「先生」

　さくらんぼ色の唇が、笑みの形にほころぶ。

「これからはわたしのことを、ただの聖羅と呼んでくださいますか」

「え」

「二人きりのときだけで、かまいませんから」

「うん。じゃあそうする」

　今、先生って、呼んでくれた！　偽者だってバレてから、ずっと〝あなた〟としか言ってくれなかったのに、〝先生〟って。

　ドキドキする僕を、ますます嬉しそうな目で見上げてくる。

「先生から学びたいことがいっぱいあります。これからもわたしに、いろいろ教えてください」

「うん、僕のほうこそよろしく、聖羅」

「あ、あの……それで……」

　聖羅姫が、またちょっともじもじする。

　内気そうに足元を見て、それからまた僕を見上げて、ためらいながら、

「まず、先生の……名前を、教えていただきたいんです」

「僕の名前」

「だめですか……？」

　心配そうに尋たずねる。

「ううん。じゃあ、聖羅にだけ教えよう。他の人には内緒だよ」

　自分の名前なのに、口にするのがひどく照れくさい。

「僕は、シャーロック＝ドイル。みんなは、シャールと呼ぶよ」

　聖羅は、大切なものをもらったように、うっとりした目で僕の名前に聴き入っていた。

「わたしと……先生の、秘密、ですね」

「うん」

　うなずくと、ぱーっと赤くなり、

「で、では、わたしはこれで」

　と、慌あわてて部屋を出てゆこうとする。

　そうして、そんな自分を子供っぽいと反省したのか、

　ドアの前で冷静な顔で、

「失礼します」

　とぺこりと頭を下げたあと、

「シャール……先生」

　恥ずかしそうな笑顔で付け加え、小さな手で、そぉっとドアを閉めたのだった。

　そのあいだ、ずっと胸がドキドキしていた。

　聖羅に、僕が〝先生〟だって認めてもらえたんだ。グリンダ先生ではなく、シャール先生だと。嬉しくて、宙に飛び上がりそうだった。

　これから先、グリンダに似たあの子は、どんな風に変わってゆくんだろう。

　グリンダにできなかったことを、聖羅にたくさんしてあげられたらいい。

　そうだ、明日の授業の予習をしなきゃ。

　聖羅の読んでる本はちんぷんかんぷんだけど、ウィストリア皇国の風習とか行事とか、街に暮らす人たちの生活とか、僕だから教えられることもあるはずだ。

　将来王様になる竜樹王子にも、そうした話は役に立つだろう。

　おしゃべりばかりしている双子の姫は、勉強に興味を持たせることからはじめよう。課外学習なんて楽しそうだ。真王子のことも、もっとよく知らなきゃ。

　やる気の塊かたまりになって、机に重ねっぱなしのテキストを整理しはじめたとき。

「あれ？」

　机と棚の隙すき間まに、紙が挟はさまっているのに気づいた。

　いつ落としたんだろう？　多分、問題かなんかを書き留めたやつだろうけど。

　拾い上げて眺ながめる。

　そのとたん、紙を落としそうになった。

「！」

　心臓が、荒あら々あらしく高たか鳴なる。

　そこには見覚えのある文字で、こう書いてあったのだ。




『わたしは水虫は飼っていない。ひよこ豆ではなく、レモンだ』




　グリンダ！

　体がいっきに熱くなり、頭の中がぐるぐる回った。

　グリンダは、この部屋へ来たのか!?　いつ!?　ルビニア行きの船に乗り込む前だとしたら、このメッセージは何日も放置されていたことになる。うわあっ、なんで気づかなかったんだ！

　グリンダも、こんなぺらい紙に書き置きを残してくくらいなら、ちゃんと声をかけてくれよ。やっぱりグリンダの考えていることだけは、よくわからない。

　書き置きを見て混乱していると、またドアがノックされた。

　誰だよ、こんなときに！

「はい」

　乱暴にドアを開けると、竜樹王子が眉まゆをつり上げ口を曲げ、怒りの形ぎよう相そうで立っていた。

　なんで竜樹王子が？　僕、なにかやらかしたっけ？　と不安がよぎったとき、竜樹王子の顔がトマトのように真っ赤に染まった。

「ごごごごご誤解するなよっ！　これはこの前、ちょっと世話になったから、その礼だからなっ。次期王として、義ぎ理りを重んじただけだからなっ！　つつつつつまりその、そういうわけだから、受け取れ！」

　リボンを結んだ小箱が、無む造ぞう作さに差し出される。

　へ？　これ、ラーナの日の贈り物!?

　お世話になった女性に贈るのも普通にありだって、アニスから聞いてたけど、このリボンとか箱とか、なにより真っ赤な顔で僕を見上げる竜樹王子の表情が、めちゃくちゃ本命くさいんだけど──。

　え？　あれ？　あれれ？　ま……まさか、惚ほれられちゃった……とか？

　脳天を衝しよう撃げきが貫つらぬく。

　ひょっとして、初恋!?

　ままま待って！　早まらないで！　ぼぼぼぼ僕は男なんだ～～～～！　ああぁぁ、けど竜樹王子は真剣そのものだ。僕も初恋のときはこんな風で──うぁぁぁ、僕が竜樹王子だったら、初恋の相手が実は男だったなんて耐えられない。バレたら絶対にトラウマになる！　ヤバすぎる！

　ことの重大さに青ざめていると、また別の声がした。

「おいグリンダ！」

　騎士団のギルマーが、険しい表情で近づいてくる。

　今、取り込み中だ！

　心の中で叫ぶが、当然通じない。

　ギルマーは竜樹王子の姿が目に入っていない様子で、僕の顔をひたすら睨にらみすえたまま、ずかずか近づいてくる。

　街でグリンダに無視されたことをまだ根に持っているのか？　それとも、またおかしな勝負でも申し込む気か？　それより僕は、教え子の初恋のことで頭がいっぱいで──いきなり僕の腕を、ギルマーがつかむ。

　カチリ。

　そんな音がして、僕の右手首に、ルビーを埋め込んだ金の腕輪がはまっていた。

　って、なにこれ!?

「オレの気持ちだっ！　今日がなんの日かわかってるだろう！」

「えええええええええっ」

　こいつもか！

「無ぶ礼れい者もの！　グリンダには、王子たる私が最初に贈り物を渡そうとしたんだぞ！」

　ギルマーの下で、竜樹王子がぴょんぴょん跳はねながらわめく。

「恋に身分の上下は、関係ない」

「ちょ──恋って」

　僕のこと嫌ってたはずなのに、いきなり恋!?　グリンダに冷たくされたから？　こいつマゾか!?　てか男に告られても、これっっっぽっちも嬉しくない！

　竜樹王子が、ぷるぷる震え出す。

　ギルマーは火傷やけどしそうな暑苦しい目で、僕を見つめている。

　人生最大のモテ期に、僕はどう対処してよいやらわからず、冷や汗をだらだらかいていたのだった。
















ギルマーの残念日記～ほ、惚ほれたわけじゃないからな！






　×月×日

　めでたいことに、日記を書きはじめてから今日で十五年目に突入する。

　騎士団一の使い手で、超カッコよくてイケてる、大だい胆たん不ふ敵てきなこのオレが、ちまちま日記をつけているだなんて、女の子たちに知られたら夢を壊してしまいそうなので、内ない緒しよにしている。オレのようにモテる男は、そういう気配りも大事だ。

　今夜は、むちむちメイドのリノレットとデート──のはずだったが、オレが誘うとリノレットは、

「やだぁ、冗じよう談だんでしょう？　ギルマーって見た目だけはすっっっごくカッコいいんだけど、あたしにはちょっと無理。世界が違うっていうかノリについてけないっていうか、とにかく無理だから。あっ、顔と体は本当に素す敵てきよ、みんなそう言ってるわ。騎士団一の残念イケメンって」

　と、笑って逃げた。

　なんてことだ。オレほど高レベルのイケメンになってしまうと、女のほうが自分と不つりあいなんじゃないかと萎い縮しゆくしてしまうらしい。

　きっと他の女の子たちも、

『あ～ん、ギルマー様と一度でいいからデートしてみたいのに、あまりにまぶしくて、まともにお顔を拝はい見けんすることもできないわ。なんて残念なんでしょう』

『本当に残念だわ。ギルマー様があんなに完かん璧ぺきでなければ、わたしも頑がん張ばってみようって思えたかもしれないのに』

　と、嘆なげきあっているに違いない。罪な男だ、オレは。

　が、そんなオレに、今日、朗ろう報ほうが舞い込んだ。

　ウィストリア皇こう国こくから、グリンダという女が、王おう室しつ付きの家庭教師になるためやってくるらしい。

　そいつのことは、オレもちょっと耳にしたことがある。万ばん能のうの天才とか呼ばれていて、学問、経済、芸術、戦術、すべての面に秀ひいでた絶世の美女なのだとか。

　ハッ、はっきり言って、男の分野に口を出してくる生なま意い気きな女は、好きじゃない。

　デートの最中、学問だの経済だの語られたら、口にパンケーキをねじこみたくなるだろう。やたらツンとすました女も、可か愛わいげがなくて大嫌いだ。

　女は、やっぱりこう胸が大きくて、それでいてちょっと童顔で、男を頼って立ててくれるようなのがいい。

　けど、まぁ、グリンダ嬢じようとやらが、本当に噂うわさ通り万能の天才なら、このオレともつりあいがとれるかもしれないな。

　だから、朗報といえば朗報だ。

　グリンダが、

「あなたのこと、好きになっちゃったの。あなたの女にしてくれなきゃ死んじゃう」

　と泣いて懇こん願がんすれば、一度くらいつきあってやってもいいだろう。




　×月×日

　グリンダが、来た。

　ちらっと顔を見ただけだが、船酔いしたとかで、ゾンビみたく真まっ青さおな顔でうつむいてた。

　つか、絶世の美女じゃなかったのかよ！

　ブスとは言わねーが、ふつ～～～～～～じゃねぇか。

　あー、期待して損した。

　やはりこのオレにつりあう女は、なかなかいないようだ。




　×月×日

　くそぉぉぉぉぉぉ！　グリンダのやつ～～～～！　ああああああ！　うぎゃああああああああ！　くそぉ！　くそぉ！　こんちくしょ～～～～～～！

　一体、どんな妖よう術じゆつを使いやがったんだ！

　伯お父じサンに、グリンダを叩たたきのめせと命令されたときは、おいおい女相手にマジになるなんてオレのキャラじゃないぜ、と乗り気じゃなかった。

　それが、あの女！　剣を使うと見せかけ、素す手ででこのオレを投げ飛ばしやがった！

　いつ、あの女がオレにさわったのかもわからなかった。

　あいつがオレの視界からいきなり消えたと思ったら、次の瞬間、体が宙を飛んでいて、地面に顔から突っ込んで、そのあとでんぐり返しをしながら、芋いも虫むしみたいにごろごろ転がってしまった。

　この太陽神のごとき、雄お々おしく美しいオレが！

　うぐぐぐぐぐぐっ、生きてきた中で、一番の屈くつ辱じよくだ！

　グリンダ＝ドイルめ！　絶対、ぎゃふんと言わせてやるぞ！




　×月×日

　憎っくきグリンダと、国王主しゆ催さいのマラソン大会で決着をつけることになった。

　あのクソ生意気な女は、自分も男と一緒に走り、ぶっちぎりで優勝するなどとほざいているらしい。そうはさせるもんか！

　オレは、エーレンの男子一同を代表して、ウィストリアの女め狐ぎつねに、堂々と勝負を申し込んでやった。

　敗やぶれたほうは犬耳のヘアバンドをつけ、『わんわん、ご主人様、ぎゃふん』と言わねばならん。その条件を出したとき、グリンダのやつは青ざめていた。当然だな、オレが勝つに決まっているのだから。

　自信がないのなら、最初から大口を叩かなければいいのだ。天才と言われて調子に乗って浅はかな発言をしたことを、せいぜい後悔するんだな。わはははははは。




　×月×日

　夢の中に、犬耳をつけたグリンダが出てきて、『わんわん、ご主人様』と、オレの足に頰ほおをすり寄せてきた。思わず頭を撫なでくり回したくなるような可愛さだった。

　ぎゃふんはどうした、と言ったら、涙ぐんで、

『ぎゃふんは、許してください』

　と懇願するので、ダメだ早く言えと命令したら、しくしく泣いてしまって困った。




　×月×日

　庭で、溜ため息いきをついているグリンダを見かけた。

　そうか、みんなの前でオレに敗北するのが憂ゆう鬱うつなんだな。

　からかってやろうとしたら、昨日夢で見た、半べそで『わんわん』と鳴いているグリンダが頭に浮かんで、顔が熱くなり胸がドキドキしてしまった。

　なんだ、これは。

　まさか風か邪ぜ？

　いかん、マラソン大会に差さし障さわる。こじらせないよう細さい心しんの注意を払わねば。今日はもう寝る。




　×月×日

　何な故ぜかグリンダの顔を見ると、具合が悪くなる。胸がもやもやし、熱が上がる。

　あいつ、オレにまじないでもかけてるんじゃないか。

　ウィストリア皇国から、ヘルムートとかいう外がい交こう官かんが来て、グリンダの部屋に長々と居い座すわっていやがった。

　あいつら、デキてんのか？

　べ、別にっ、オレには関係ないが。グリンダと仲がいいアニスってメイドが、「ヘルムート様が来たの！　グリンダも喜ぶわ」なんてはしゃいでたのが気になる……。

　って、ライバルが、男なんぞにうつつをぬかしているのが気にくわんだけで、妬やいてるわけじゃないぞ！

　マラソン大会用に、カッコいいマントを作った。目に突き刺さるような深しん紅くが、オレの黄金の髪かみにベストマッチだ。当日、女たちの目はオレに釘くぎ付づけだぜ。




　×月×日

　伯父サンに、死んでもグリンダに勝つのじゃ！　と顔に唾つばを飛ばされた。

　じじぃ、うるせえ。

　明日はマラソン大会だから、もう寝る。




　×月×日

　ぐおおおおおおおおおおおおおお、は、腹が～～～～～～～～～。

　ぴーぴーで、くるくるで、止まらね～～～～～～～～～～～。

　朝は疲れもなくすっきり快調、快便で、これで優勝はオレのもんだぜ！　と、確信していた。スタート前に、グリンダがびびってたんで、あいつが持ってたバナナを取り上げて、食ってやったほどだ。

　なのにスタートの大砲が鳴ったとたん、腹がぐるぐる唸うなりやがって、オレはもう必死で走った。

　ケツに火がついたみたいに、はたまたケツに唐とう辛がら子しを塗ぬり込こんだみたいに、とにかくケツがカッカと熱くなるわ、今にも中身が出そうだわ、腹でシンバルと太たい鼓こをがんがん鳴らしてるみたいだわで、マジ、死ぬかと思った。

　どうやってゴールに駆かけ込こんだのか、覚えてない。

　オレはぶっちぎりで優勝だったらしい。

　ところが、オレが孤独に草むらに身をひそめ、うんうん唸りながら闘っているあいだに、ビリっけつのグリンダが、竜リユウ樹ジユ王子の誘ゆう拐かいを阻そ止ししたとかで、優勝者に贈られる金の杯をオレの代わりに、授じゆ与よされちまったのだ！

　し、しかも！

　ゴールで、グリンダの服が破けて、なななななななななんと、胸がすっかりはだけてしまったというではないかっっっっ！

　どうせ胸元がちらっと見えただけだろう、ハッ、これだから女に縁のない童どう貞ていどもはと鼻で笑ったら、ちらりどころか、上着がすっかり肩からずり落ちて、モロ見えだったという！

　グリンダのおっぱいがモロ見え！

　なんでも、えらく真まっ平たいらで、あそこまで扁へん平ぺいだと、色っぽいとか以前に気の毒なほどだったというが、いやいや、あれはあれでいいものだと、にやけ顔で語るやつもいて、ううううううううっ、何故、オレはその場にいなかったんだぁ！　野グソなんかしてたんだ～～～～～～！

　ああああああ、グリンダのヌードがぁ！

　べ、別に、あんな女の裸に興味なんかないが、みんなが見たものをオレだけが見てないというのが気にくわんっ。そ、それだけだ。グリンダの胸なんて、胸なんて──。そうか、扁平なのか。ざまーみろ。

　けど、オレがつきあってきた女は、みんな胸が大きかったから、扁平な胸は見たことがない。どんなものなんだろう……。

　うぐっ、また差し込みが──。あああぅぅぅ、くるくる鳴ってる～～～～～～。




　×月×日

　腹の具合がようやく落ち着いた。やはり風邪だったのだろう。

　しかし、グリンダのやつを見かけるたび、胃のむかつきと体温が上昇する症状は続いている。このごろはグリンダの胸元に目がいってしまい、心しん臓ぞうがおかしな具合に躍おどり出だすのが困る。

　パット五枚……。

　なるほど、これが偽乳というやつか。

　しかしその下は……。ぐわ～～～～～～、体温の上昇が来たぁぁぁっ！

　ハァハァハァハァ……。

　体がもたない。グリンダのことを考えるのは、もうやめよう。

　明日は休みをとって、街でナンパするぞ。




　×月×日

　なんてこった！　街で、グリンダに出くわしちまった！

　しかも、ナンパした女の肩を抱いて店から出たところを、ばっちり見られちまった。

　その前に、女がオレの頰にキスしたところも、しっかり見ていたに違いない。

　でなければ、あんなに冷たくオレを無視するはずがない。

「ぐ、グリンダ……！」

　固まるオレに、そっけない視線を注そそいだあと、

「これは違うんだ！　こ、この女はオレの姉さんだ！」

　口走るオレを、無言のまま見つめたあの目の、えらく冷ややかだったこと。

　なんかもう、道ばたのしゃくとり虫でも見る目というか、完全に見下してるというか。こいつ、バカじゃんって思ってるのが、目つきだけで丸わかりというか。

　胸に鋭い刃やいばが、ぐっさり突き刺さるような──。

　う、うわ。

　なんだ、このぞくぞく感は！

　寒くて震ふるえるのではなく、胸の奥のほうから震えが込み上げて来て、全身が痺しびれるような初めての感覚は。

　今まで、グリンダのことを綺き麗れいとか美人とか思ったことは、一度もない。

　せいぜい、よぉく見りゃ可愛い顔してるじゃねぇかってくらいで。

　けど、このとき、尊そん大だいにオレを見つめるグリンダは、どえらい美人に見えた。

　なんてゆーか、オーラが違う。

　どこかの国の女王が、お忍びで街を歩いていたと言われても信じてしまうだろう。それくらい圧倒的な輝きを放っている。

　普段のグリンダと、まるきり別人だった！

　ひょっとして、あっちが本来のグリンダなのか？　伯父サンが、グリンダはウィストリア皇国のスパイだと息巻いてたが、オレたちを油断させるために、城では平凡なふりをしていたのか？

　ああああああああ、犬耳をつけて泣いていたか弱いグリンダと、女王のようなグリンダと、どっちが本当のグリンダなんだ！

　混乱して、グリンダのこと以外考えられない。




　×月×日

　ハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァ……。

　グリンダのことを思うと息が苦しい。

　グリンダに街でのことを問いつめるが、逃げられてしまった。

　オレの言葉にびっくりしたようで、目を丸くした顔が、ひたすら可愛かった。って──グリンダなんかがあんなに可愛く見えるなんて、街で冷たくされた反動か！

　今日、気づいたのだが、竜樹王子がグリンダのほうを見て真まっ赤かになっていた。しかもグリンダと話すとき、目をそらして妙にぶっきらぼうだし。

　ひょっとして、グリンダに恋をしているのか！

　ヤバい！　グリンダと竜樹王子の年齢差くらい、王族の婚こん姻いんでは珍めずらしくないし、身分の差も外国人であることも、王妃様の前例があるこの国では、問題にならないだろう。

　うおおおおおおおおおおおお、グリンダが王子の嫁よめになって、エーレンの女王になったら悪夢だ。




　×月×日

　グリンダを女王になんかするもんか！

　街へ行って、極上の腕輪を購入してきた。給料の三ヶ月分を支払ったが悔くいはない。

　伯父サンの言うとおり、グリンダはウィストリア皇国がエーレンを内側から支配すべく送り込んだスパイだったのだ。ウブな竜樹王子は、グリンダのハニートラップに、ころりと引っかかってしまった。

　それどころかグリンダは、あの周囲のことに無関心な聖セイ羅ラ王女まで、どういう手を使ってか丸め込んだようだ。二人で部屋に閉じこもり、なにやら怪しいことをしている。あの可愛げのない聖羅王女が頰を真っ赤に染めて、グリンダの部屋から出てくるところを、今朝目撃した。

　エーレンの王立大学の教授を平然と論ろん破ぱしてのけるという聖羅王女も、グリンダの手に堕おちたのか！　ああ、あんなに恥じらって、もじもじして。部屋の中で、どんないかがわしいことをしてたんだ！

　やはりグリンダの本性は、オレが街で会ったあのグリンダなんだ。

　美しい祖国を、女狐グリンダの陰いん謀ぼうから守るため、オレが仕方ないからグリンダと結婚してやる。

　べ、別に、オレがグリンダを好きになったとかじゃないからなっ！

　けど、グリンダが、この腕輪を、う……受け取らなかったらどうしよう。

　いーや、弱気になるな！

　強くて、カッコよくて、性格も男らしくて、家いえ柄がらもいいオレが、扁平胸のグリンダごときにフラレるわけがない！

　そうだ、明日のラーナの日は、びしっとキメてやる！

　竜樹王子も聖羅王女も、敵じゃない！

　待ってろよ！　グリンダ＝ドイル！









あなたによく似た王子様～アニスの休日






「やったぁ、原稿完成～！」

　椅い子すに座ったまま、あたしは大きく伸びをした。

　屋や根ね裏うらの部屋の窓からは、朝の光がこぼれている。そこを開けて、外の空気を吸い込むと、父さんたちが焼いているパンの香りがした。

「う～ん、いい匂い」

　この匂いをかぐと、実家に帰ってきたんだぁ～って実感する。あたしがこの世で一番大好きな香りだ。

　ベッドを見ると、妹のフィンと弟のルゥイが、すやすや眠っている。フィンは七歳でルゥイは六歳で、二人とも素す直なおな良い子で、天使のように可か愛わいい。

　うちは、おじいちゃんとおばあちゃんが同居していて、兄弟姉妹も多いので、あたしの部屋も、今は二人が使っている。たまに里帰りしたときは部屋を使わせてくれるし、三人で一緒のベッドで眠る。それも楽しい。

　けど、昨夜は原稿の締しめ切きりがやばくて、フィンとルゥイを寝かしつけたあと、ベッドから抜け出して、机に向かって書き続けた。

　おかげで、夏の販売会に間に合いそうだ。

「えーと、午前中のうちに見直しをして修正入れて、午後三時までに印刷所へ持っていけば、ぎりぎりセーフかな」

　よかった～。へル×シザの伝でん道どう師しを自じ認にんするあたしとしては、二人の魅み力りよくを広める絶好のチャンスである夏の販売会は、絶対に逃したくない。

　えへへ、一人でもたくさんの人に読んでもらって、ヘル×シザに萌えてもらえるといいなぁ。そうだ！　製せい本ほんしたらグリンダにも一冊あげよう！　グリンダもヘル×シザがお気に入りみたいだから。

　ウィストリア皇こう国こくから海を渡ってやってきた天才少女グリンダとは、まだ知り合ったばかりだけど、あたしはグリンダのことがすごく好きになっていた。

　最初にグリンダが、シザエル様受けだってわかったせいもあるけど、きっとそれだけじゃない。万ばん能のうの天才なんて言われてるくせに、しょっちゅうおろおろしてるとことか、心配性でいつも青い顔で悩んでるとことか、かと思うと気の抜けた顔で、ぼへ～っとしてるとことか、なんか保ほ護ご欲よくをそそられて、可愛いなと思ってしまう。

　あたしの萌え話にもつきあってくれて、うんうんって、うなずきながらきいてくれるし、

『次の展開はどうしたらいいと思う？　ヘルムート様から強ごう引いんにキスするのと、国王様がデレてキスするのと、どっちが萌える？』

　という相談にも、『あー』とか『うー』とか唸うなりながら、真ま面じ目めに考えてくれる。

　それに、たまにホッとしたように笑ったりするときの顔とか、照れてる顔とか、すっごく可愛い。

　こんな頼りなさそうなグリンダだけど、マラソン大会では、竜リユウ樹ジユ王子を誘ゆう拐かいしようとした悪者たちを相手に、大立ち回りをしてやっつけちゃったっていうんだから、やっぱり天才なんだなーって思う。

　そのとき服が破れて、裸の胸をみんなに見られちゃって、グリンダはとっても落ち込んでいた。

「どうしよう、……の耳に入ったら百倍返しにされる」

　と、ぶつぶつつぶやきながら青ざめていた。

「ねぇ、グリンダ、その人ってグリンダの恋人？　そりゃ自分の恋人がみんなに裸を見られたらショックだろうけど、それでグリンダを責めてお仕し置おきとかするのは間違ってるわ。ヘルムート様が国王様にお仕置きでごにょごにょとか萌えるけど、それはあくまで、男同士のハードな世界よ。グリンダは女の子なんだもん、そういうときは、優しく抱きしめて慰なぐさめてくれるべきでしょう」

「えええっ、恋人じゃないよ。違うよ！　ぼ──わたしには、そんな人いないしっ」

　グリンダがぱたぱた手を振る。やっぱり恥ずかしがっている顔が可愛い。

「そう？　なら、あたしが代わりに慰めてあげる」

　あたしはベッドに腰かけたまま、グリンダの頭を抱きよせた。

　グリンダの頰ほおを胸に押しあて、弟や妹たちにするみたいに、うんと優しく頭を撫なでてあげる。

「グリンダは、あたしたちの国の王子様を守った英えい雄ゆうよ。そんなこと普通の女の子にはできないよ～。グリンダは、本当にすっっっごいことをやり遂とげちゃったのよ。そのあと竜樹王子をおんぶしてゴールしたのも、カッコよかったぞ。服が破れちゃったことなんか気にすることないわ。もし誰だれかがグリンダにひよこ豆って言ったら、あたしがモップで殴なぐり倒たおしてあげる。それで、グリンダはすごい女の子なんだぞ！　って言ってあげるわ」

　グリンダは、はじめのうち、

「ああああアニス、む、胸、あたってる、思いきりあたってる」

　と、つっかえながらもぞもぞしてたけど、あたしが頭を撫で続けるうち、大人しくなった。

「えへへ、英雄をダッコしてるんだね、あたし」

「ぼ、わたしはそんなんじゃ」

「グリンダって、すぐ謙けん遜そんするんだから。でも、そういうとこ、好きだな」

「ええっ、そ、その」

「今日は、このまま添そい寝ねしてあげる」

「えええええっ！　ダメ！　ダメだよ！」

　何な故ぜかグリンダは異い様ように慌あわてて起きあがり、

「結婚前にそういうの、よくないよ」

「あたし、女だけど」

「あわわわ、そうだけど」

「あたしのことレズだって疑ってる？　男同士の話は大っ！　好きだけど、女同士は守備範囲外だから安心して。もちろん、あたしも恋人は男の人がいいし。って言っても、一度もつきあったことないんだけどね」

「アニス、可愛いのに」

「あは、やだ、照れるなー。ありがと。でもグリンダのほうが可愛いわよ」

「え、あ、あの……ふ、複雑」

　グリンダは、うつむいてぽそぽそつぶやいていた。

「てわけで、遠えん慮りよせず一緒に寝よ」

「わああああああ、それはダメ～～～～」

　グリンダは真まっ赤かな顔で、頑がん固こに抵抗した。『わたしは寝ね相ぞうが悪いの、歯ぎしりもするし、いびきもひどいの』と訴えていたけど、そのくらい全然かまわないのに。

　まぁ、いいや。グリンダは恥ずかしがり屋だから、いくら友達でも、他人と一緒の布団ふとんで眠るのに、まだ抵抗があるんだろう。

　そのうちグリンダの部屋にお泊まりして、一晩中ベッドでおしゃべりとかできたらいいなぁ。

　って、いけない。グリンダのことを考えていて、原稿の見直しのほうがすっかりお留る守すになっていた。集中しなきゃ。

「うみゅ～、アニスお姉ちゃん」

「お姉たん、おはよ～」

　後ろから、寝ぼけまなこのフィンとルゥイがしがみついてきた。

「おはよう、フィン、ルゥイ」

　腰をかがめて、それぞれの頰にひとつずつキスを落とす。二人が同時にあたしの右の頰と左の頰にキスしてくる。

　うふふ、歳としの離れた弟と妹って可愛いなぁ。天使よ、天使。

　そのあと、二人を着替えさせたり、顔を洗ったり髪かみをとかしたりして、下に降りて朝食を食べさせたあと、一緒に食器を片づけて遊び相手になったりで、原稿の修正がすべて終わったのは、タイムリミットぎりぎりだった。





　　　　◇　◇　◇






「お願いっ、間に合って！」

　原稿の束の入った袋を胸に抱えて、街の通りをばたばた走ってゆく。

　里帰りして缶詰までして仕上げたのに、落としちゃったら意味ないよ～～～～！

　勢いよく角を曲がったとき、向こうから走ってきた人とぶつかってしまった。

「きゃっ」

「わっ！　すみません！」

　あたしにぶつかった人が、謝る。

　けど、あたしはそれどころじゃなかった。最悪なことに袋を落として、道路に原稿をばらまいてしまったのだ。

　きゃあああああああ、あたしのヘルムート様鬼き畜ちく攻め最新作が～～～～～～。

　あたしはスカートが汚れるのも気にせず、夢中で原稿を拾った。

　すると、向こうもあたしの原稿を拾いはじめるじゃない。うわあああ、それはちょっと困る。

　趣味の合う人たちと萌え話をするのは大好きだし、萌えと勢いで、エロいこともどんどん言ってしまう。そういうときは自分も周りもテンションが上がってるから、恥ずかしいなんて思わない。

　けど、自分が書いているものに対して、世間一般の人たちがどういう感想を抱くかくらいは知っている。

「あっ、あの、もう大丈夫ですからっ」

　きっと親切な人なのだろう。けど、お願いっ、見ないふりして、立ち去ってっ。

「いいえ、僕ぼくが急に飛び出したから」

「あたしも、ろくに前を見てなくて。あのっ、本当にもう結構ですから」

「そういうわけには」

　ああ、親切すぎよぉぉぉ。本当に放っておいて～～～～～～。

　そのとき、向こうの手が、ハッとしたように止まった。

　視線が手にした原稿に落ち、そこに釘くぎ付づけになっているようだった。

　あたしは頰がカァァァッと熱くなった。

　ひょっとして見られた？　エロい小説だって、わかっちゃった？

　顔や首がどんどん熱くなって、恥ずかしさで泣きそうだ。

「ほ、本当に……本当に、一人でへへへ平気なので」

　顔を伏せて、必死に原稿を集めながら唸る。やだ、まぶたが熱くなってきちゃった。泣きそう。

　と、いきなり、相手が猛もう然ぜんと原稿を拾いはじめた。さっきも一いつ生しよう懸けん命めい拾ってくれていたけど、今は命がけって感じで、手がぶれて見えるほどの速さで、原稿を集めている。

「え、えーと……」

　なんで、この人、こんなに必死になってくれちゃってるの？

　唖あ然ぜんとしていると、風が強く吹き、原稿が一枚、高々と空へ舞い上がった。

　ちょうど向こうから四頭立ての立派な馬車が走ってきて、その前を原稿が、木の葉のようにひらひら落ちてゆく。

「ああっ」

　あたしのヘル×シザが～～～～～～。

　次の瞬間。

　信じられないものを見た。

　視界を細い体が、さっとよぎる。

　あたしの原稿を拾うのを手伝ってくれていた人が、原稿を追って馬車の前に飛び込んだのだ！

「危ない！」

　叫んだときには、彼はそれまで集めた原稿を片手で抱えたまま、地面を強く蹴けっていた。

　そうして、空中であたしの原稿をつかむと、胸にしっかり抱いて、倒れ込むように着地し、二、三回ほど道路の向こうへ転がった。

　馬が、ひひんっ！　と嘶いななく。

　馬車が通り過ぎるまで、あたしは生きた心地ここちがしなかった。

　道路の端に倒れたままなのを見て、さらに心しん臓ぞうが縮ちぢみ、慌てて駆かけ寄よる。

「ちょ、ちょっと──大丈夫!?　怪け我がは!?」

「はい、これ」

　え。

　上半身を起こして、あたしのほうへ原稿の束を差し出して、なにもなかったみたいに笑う。

　その人の顔を、あたしははじめてまともに見た。

　まだ少年ぽさが残っている、若い男の子で、眼鏡めがねをかけていた。

　ひょっとしたら、年下かもしれない。

　帽ぼう子しからはみ出たやわらかそうな金色の髪が、乱れてくちゃくちゃになっている。白くなめらかな肌に汗がびっしりにじんでいて、細い肩で息をしている。

　なのに、青い目はものすごく澄すんでいて、あたしをまっすぐに見つめて、清すが々すがしく笑っている。

「大事なものなんでしょう？　馬車の下した敷じきにならなくてよかった」

　あたしは、ぽーっとしてしまった。

　あたしの原稿のために、こんなに一生懸命になってくれて……。あたしのヘル×シザを守ってくれた。

　こんなに華きや奢しやな──女の子みたいな男の子なのに。

「ありがとう」

　あら？　でも、前に会ったことがあるような……。

「あなた、よーく見ると、あたしの知ってる子に似てるわ」

　そう、グリンダに似てる。

　彼が、びくっとしたように肩を揺ゆらす。

「本当にそっくりよ。他人とは思えないほど。あなたもしかして、ウィストリア皇国の出身じゃない？」

　グリンダに会いに来た、親しん戚せきの人かもしれない。

　けど彼は引きつった笑みを浮かべ、両手でそわそわと眼鏡を持ち上げ、

「はは、僕は生まれも育ちもエーレンですよ。おっと、急いでいたんだ。失礼します」

「あっ」

　呼び止めようとしたときには、角を曲がって見えなくなってしまった。

　あたしは、しばらくそちらをぼーっと眺ながめていたのだけど、入稿の時間が迫っていることを思い出し、ハッとした。

「そうだ！　印刷所へ行く途中だったんだ！」

　息を切らして走りながら、さっき会ったばかりの彼のことを考える。

　やっぱりグリンダに似ていた。

　それに、彼が着ていた服って、ひょっとしてお城の工房の制服じゃなかった？

　もしそうだとしたら、彼はお城で働いているの？　なら、また会える？

　とたんに、自分でもびっくりするほど胸が高鳴ってしまった。

　やだっ、あたし、どうしちゃったんだろう。

　なんで、こんなにドキドキするの？　きっと入稿に遅れそうで焦あせっているせいだ。それから彼が、あんまりグリンダにそっくりだったから。

　そんな風に、ときめきの理わ由けをあれこれ考えながら、あたしはなじみの印刷所に駆け込んだのだった。

　原稿はどうにか間に合い、軽い足取りで家へ戻った。

　グリンダに似た彼と出会った通りで、つい足を止める。




　──はい、これ。大事なものなんでしょう？




「声も……似てたな」

　目を閉じて、思い返す。

　そうして、またちょっとドキドキしながら、歩き出した。

　ラーナの日は、グリンダとお菓か子しでも食べて過ごそう。

　それで、この話をしてみよう。

　あなたにそっくりな男の子に、ときめいちゃったって言ったら、グリンダはどんな顔をするだろう。









更サラ紗サ姫の予言






　あたしと織オリ絵エは、双子だからいつも一緒にいる。織絵といるのは楽しいし、この世で織絵ほど気があう女の子はいない。

　いたずらするときも、駄だ々だをこねるときも、お父様やお母様に甘えるときも、織絵と一緒だ。

　それでも、八歳の複雑なお年頃の少女としては、一人きりになりたいときもある。

　織絵はまだ子供だから、そうした深みのある気持ちはわからないらしく、どんなときでも二人でいることが重要だと信じているので、別々に行動することを、ものすごく怖がる。

　大人も、あたしたちを罰する一番の方法は、二人を引き離すことだって思ってるから、あたしたちがいたずらをしたり、授業中騒いだりすると、別々の部屋で反省するように言われた。

　そこで反省文を書いたり、神様に『すみませんでした、これからは良い子になります』と誓ちかったり、礼れい拝はい堂どうのお掃そう除じをしたりするのだ。

　織絵は『別々の部屋へ行きなさい』と命じられるたび、死にそうなほど青ざめて、『ごめんなさい、反省してるから、更サラ紗サとあたしを引き離したりしないで』と訴うつたえるけど、あたしは平気だった。

　この世の終わりみたいな顔をしている織絵に、

『ちょっとの我が慢まんよ。反省文二枚なんて、礼拝堂の雑ぞう巾きんがけに比べたら、ずうぅぅっと楽ちんよ』

　と、ささやき、一人の時間を満まん喫きつする。

　この日も、神様への謝罪を早々に終わらせて、部屋をこっそり抜け出した。

　教育係のおじさんたちは、あたしも織絵と同じように一人にされたらなんにもできないと甘く見ているので、見張りを置いていない。一応鍵かぎはかけたみたいだけど、あんなの開けるの、ちょろいものだわ。

「さーて、なにをしよっかな」

　厨ちゆう房ぼうでお菓か子しをちょろまかすのもいいし、工房で描きかけの肖しよう像ぞう画がにこっそり髭ひげを描いちゃうのも楽しそう。馬小屋に住みついた猫が子供を五匹も産んだらしいから、それを見に行ってもいいなぁ。

　あ、お母様の新しいドレスが出来上がる頃だわ。それも早く見たいなー。衣い装しよう部べ屋やなら誰だれもいないし、まんいち誰か来ても、服のあいだに隠れちゃえるし。なにより、レースやフリルのいっぱいついた上品な薄紫や淡い水色のドレスに囲まれているだけで、うきうきしてくる。

「よし、衣装部屋に決まり」

　さっそくそちらへ移動し、ドアの前で左右を確認し、そっと中に入る。

　そこはまるでドレスの森みたいで、裾すそと袖そでがふんわりふくらんだドレスが、何十着もつり下げられたり、お人形に着せられたりしているのだった。

「やっぱりいいなぁ。あたしも早く、こんなドレスを着て、お父様みたいな人と舞ぶ踏とう会かいで踊りたーい」

　薔ば薇ら色のドレスのスカートの部分を腰にあてて、裾を持ち上げて、ステップを踏んでみる。

　すまして、お辞じ儀ぎなんかしてみたり、ウインクしてみたりしたとき。

　ドアが開く気配がして、誰か入ってきた。

　慌あわてて、ドレスの後ろに隠れる。

　足音をひそめて、きょろきょろ周囲を見渡しながら近づいてきたのは、竜リユウ樹ジユお兄様だった。

　えーっ、なんで竜樹お兄様が？

　あたしや織絵と違って、一番上の竜樹お兄様は、とにかく真ま面じ目めで頑がん固こで、二言目には『王家の人間として、恥ずかしくない行動を』と、こぶしを握って本気で叫んじゃう暑苦しい人だ。

　若いうちから、あんなに顔をしかめてばかりいたら、大人になる頃には眉み間けんがぱっくり割れちゃうんじゃないかと心配になってしまう。

　将来、お父様のあとを継ついで王様になる竜樹お兄様には、あたしたちの十倍くらい学ぶことがあって、スケジュールがびっしり埋まっている。それを嫌がりもせず、

『国を守る人間になるために必要なことだ』

　とか、やっぱり本気で言っちゃうあたりが、兄妹でも人種が違うんだなーって、織絵ともよく話している。

　竜樹お兄様のお妃きさき様になる人は大変ね、あたしは絶対嫌だわって。もし竜樹お兄様のあの熱血っぷりについてける女の子がいたら、尊敬するわって。

　その真面目で色気のない竜樹お兄様が、お母様の衣装部屋になんの用だろう？

　竜樹お兄様は、緊張でいっぱいの顔で、きょろきょろしていたけれど、そのうち思い切ったように足を踏み出し、ドレスにかかっている真珠の首飾りを手にとって、真剣な顔で睨にらみつけた。

　まるで、その真珠が王国転てん覆ぷくをたくらむ大悪党でもあるみたいな目で、じろじろ眺め回したあと、今度は別のドレスにかかっている銀ぎん鎖ぐさりの首飾りを、やっぱりじぃぃぃっと見つめる。

　かと思うと、ひっくり返したり、留め金の部分をはずしてみたり、また付け直してみたり、なにか考えているようだった。

　そうしながら、みるみる赤くなり、首をぷるぷる横に振り、もっと赤くなる。しゅんとしてみたりキリッとしてみたり、百ひやく面めん相そうを繰くり返かえす。

　もともと竜樹お兄様は、思っていることが顔に出やすい。

　あたしは、ぴんときた。

「竜樹お兄様、ラーナの日に、グリンダに告白するの？」

「！」

　声をかけたとたん、竜樹お兄様が飛び上がる。

　あたしがドレスの横から現れると、ますます目をむき、顔をこわばらせた。

「なななななな、更紗──！　何な故ぜ、ここにいる！」

　城の人たちは、あたしと織絵を見分けることができない。けど、お父様やお母様、それに竜樹お兄様は、あたしたちが更紗なのか織絵なのか、わかるみたいだった。

『家族だからよ』

　って、お母様はおっとり笑いながら言っていたけど、それなら聖セイ羅ラお姉様と真シンもわかっているのかしら。

　あたしは竜樹お兄様の質問は無視して、興きよう味み津しん々しんでお兄様に近づいた。

「ね？　そうでしょう？　グリンダになにを贈ったらいいのか困って、お母様のアクセサリーを参考にしに来たんでしょう？」

「ちちちち違う！　私は、母上への贈り物を、どうしたらよいか考えていたんだ！　おまえたちだって、毎年母上に贈り物をしているだろう！」

「そぉねぇ、竜樹お兄様は、お母様にしかラーナの日の贈り物をしたことがないわよねぇ」

「その通りだ！　だから今年も母上に」

「けど、お兄様からお母様への贈り物って、真珠のついた粉ふるいとか、ルビーをはめこんだ料理用の秤はかりとか、実用的なものばっかりじゃない。なのに、あ～～～～んなに熱い目で首飾りを見つめているなんて、どういうことかしら」

「ぐっ。こ……今年は、首飾りにしてみようかと……、その、もちろん母上にだ！」

「あはは、お兄様って、噓うそをつくとき目をそらすのよね」

「なに!?」

　竜樹お兄様が、あたふたする。

「たまたまだ！　今、蚊が目の前を横切って、それを追ってつい視線が動いただけで」

　ああ、楽しい。

　なんて、べたな反応なの。今時珍しすぎ。これだから竜樹お兄様をからかうのはやめられない。

「そんなに必死に隠さなくたっていいじゃない。竜樹お兄様が、グリンダを大好きなことは、あたしも織絵も、とっくに知ってるんだから。グリンダは切れるとおっかないけど、他の先生たちみたいに口うるさくないし、若くて可か愛わいくて、からかうと反応がおもしろいから、あたしたちも応おう援えんしてあげる。そうそう一番最初の授業のときから、竜樹お兄様は、グリンダを意識しちゃって、真まっ赤かな顔でグリンダを睨んでたのよねぇ」

「違う！　あれは、あの女が私の入浴を……」

　竜樹お兄様がカァァァァッと赤くなり、顔を伏せてしまう。

　入浴ってなんだろう？　前も、そんなこと言ってた気がするけど。

「やだぁ、もしかして竜樹お兄様、グリンダの入浴シーンをのぞいちゃったの？　グリンダのセミヌードどころか、全裸をしっかり見ちゃってたの？」

「なにを言い出すんだぁ！　ち、違……」

「ふぅー、そっか。それで年上の女性の全裸に、くらっときちゃったわけね。全裸を見たのなら、責任とって結婚するしかないわねー」

「違うと言ってるだろうが！　それに王家の娘が、全裸全裸と連呼するな！　慎つつしみを持てっ！　嫁よめのもらい手がなくなるぞ！」

「平気よ～、お父様みたいな最上級の殿との方がたの前では、しとやかな淑しゆく女じよに大変身するから」

「それは単なる猫かぶりだっ。絶対ボロが出るからな」

　竜樹お兄様が、ぶつくさ言う。

「ねぇ、竜樹お兄様、グリンダの贈り物、あたしが選んであげてもいいわよ。竜樹お兄様は、今、どんなアクセサリーが流は行やっているかなんて、わからないでしょう」

「指輪や首飾りごときに流行りなんてあるのか？　どれも同じような形をしてるじゃないか」

　竜樹お兄様が、驚きよう愕がく！　って感じの表情を浮かべる。

「あ～ぁ、これだから、女の子とつきあったことのない男の子はダメなのよ。女の子の視点で考えるってことができないんだから。竜樹お兄様も、王様になるお勉強ばっかりしてないで、女の子のエスコートの仕方とか、女の子を喜ばせる言葉とかお菓子とか、贈り物とか、学習したほうがいいわよ。ただでさえ竜樹お兄様は、おっかない顔でむっつりしてて、性格もカタブツで、女の子に全然モテないんだから」

「──っっ、余計なお世話だ！」

　短気な竜樹お兄様は、怒って部屋から出ていってしまった。

　せっかく親切に忠告してあげたのに。

　けど、あの竜樹お兄様が、ラーナの日にお母様以外の女の人に、贈り物をするなんて。

　しかも、相手がグリンダだなんて。

「これは大事件だわ」

　まぁ、お兄様のことだから、ぐるぐる悩んだあげく、

『義ぎ理りだぞ！　本気じゃないぞ！』

　とか言って、宝石つきのお鍋なべとか、贈っちゃうんだろうけど。





　　　　◇　◇　◇






「ねぇ、更紗、ラーナの日は、お母様にどんな贈り物をする？」

「そうね、去年はブローチを贈って、お母様、すっごく喜んでくれたわよね」

　夜、ベッドの中で、織絵と二人で話をする。

　ベッドは二つあるけれど、あたしたちはいつもどちらかのベッドにもぐり込んで、遅くまで夢中でおしゃべりをして、そのままひとつのお布団ふとんにくるまって眠ってしまう。

「首飾りなんていいなぁ。今年はトップが大きいタイプが人気なのよね」

「でも、お母様は派は手でなものより、清せい楚そな銀鎖とかのほうが似に合あいそうよ」

　あたしは、衣装部屋でのことを織絵に黙っていた。二人で竜樹お兄様をからかうのもおもしろそうだけど、一人でちくちくつついてみるのも、きっと楽しいだろう。

「うーん、じゃあ指輪は？」

「あ、それはいいかも」

「石はなにがいいかしら」

「珊さん瑚ごなんてどう？　ピンクに近い色のやつ」

「わぁ、お母様にぴったりね」

「薔薇の形にしてもらったら、きっと素す敵てきよ！　お母様の真っ白な指に、ピンクの薔薇が咲いているみたいで」

「ロマンチック～！　そうしましょう！」




　そんなわけで、お母様への今年のラーナの日の贈り物は、大たい輪りんの薔薇の形をした珊瑚の指輪に決まった。

　翌日、ミレイユ夫人の礼れい儀ぎ作さ法ほうの授業中、薔薇の部分のデザインをどうするかで、しゃべり続けていたあたしたちは、また別々の部屋にわけられ、反省文を書かされるはめになった。

　青ざめる織絵を『たった三時間の辛しん抱ぼうよ』と励はげまし、あたしは一時間足らずで反省文を書き終えて、いつものように部屋を抜け出した。

　今日は悩まず、お母様の衣装部屋へ向かう。

　特別に大切な宝石類がどこにあるか、ちゃんと知っている。

　暗証番号を合わせて棚の鍵を開け、その中から宝石箱を出し、その鍵も開ける。

　そうして、中から一番きらきら光っているブルーダイヤモンドの指輪を取り出して、宝石箱を棚に戻し、鍵をかけ直した。

　指輪を胸に抱えて、庭までいっきに走り出る。

　そのまま林に駆け込んで、周りに誰もいないことを確かめてから、ようやくにっこりして、お母様の宝石箱から持ってきた指輪を、左手の真ん中の指にはめてみた。

「うわぁ……素敵……！」

　透きとおった青いダイヤモンドは、お父様の目の色みたいに神秘的で、午後の陽射しを吸い込むようにして、きらめいている。

　指輪を借りたのは、お母様に贈る指輪のサイズを知りたかったからだけど、このままあたしがもらっちゃいたいくらい。

　もちろん、そんなことしたらダメだけど、ちょっとのあいだ指にはめて楽しむくらいいいわよね。

　ああ、本当に綺き麗れい。

　手をかざして、うっとりする。

　あたしの指に、お母様の指輪はぶかぶかでずっしり重かったけど、そんなの気にならない。

　自分が、この指輪にふさわしい大人のレディーになったような気がして、絹の青いドレスをまとって広間の真ん中に立っている姿を想像して、顔を上に向けていつまでも眺めていたとき。

　ばさっ！　という羽音がして、真まっ黒くろなカラスが、あたしのほうへ飛んできた。

　鋭いくちばしが、あたしの指から指輪を抜き取るなり、そのまま空に高く舞い上がる。

「お母様の指輪が！」

　カラスは高い木の枝にとまった。そこに巣があるみたいだった。

「どうしよう」

　あたしは、困ってしまった。

　胸がぎゅーっと縮ちぢみ、頭が熱くなる。

　お母様の大切な指輪を、カラスにとられちゃった。

　あそこまで、登ることができるかしら？

　巣はうんと高い場所にあって、見上げただけで絶望でめまいがして、おなかが痛くなった。

　大人のひとに話したら、叱しかられる。

　お母様にも、ラーナの日に指輪を贈ろうとしていることがバレちゃう。それに、織絵にも知られたくない。

　だって、双子だけどあたしのほうが織絵のお姉さんで、なにか決めたり考えたりするのは、あたしなんだもの。織絵もあたしのこと頼りにしてるのに、こんなみっともないこと言えない。

　あたしは、そのへんに落ちていた枝をつかんで、巣に向かって投げてみた。

　けど、巣にあたるどころか、半分もいかないうちに地面に落ちてしまう。石を投げても同じだった。

　仕方なく、靴くつのまま木に登りはじめる。足がずるずる滑すべって、ほんのちょっとの距離を進むこともできない。手がすりむけて血がにじんだ。靴を脱いで、靴下で登ってみる。靴下が破けただけで、やっぱり登れない。

　頭の中が、どんどん真まっ暗くらになってゆくような気がした。おなかも痛い。

　穴のあいた靴下を脱いで、また幹みきにしがみつく。

「痛いっ」

　やわらかな足の裏に、ささくれた木の皮が刺さって、悲鳴を上げて、幹にぎゅっとしがみつく。その手のひらも、いっぱいすりむけて、じんじん熱い。

「うう、ぐす……」

　泣きたくないのに、涙が出てきた。

「どうしよう、誰か助けて」

　誰もいないってわかってるのに、つぶやいたとき。




「なにをしてるんだ、更紗」




　竜樹お兄様の声がした。

「おまえはまた、王族の威い厳げんをそこなうようなことを……」

　ムッとした顔で近づいてくる竜樹お兄様を見て、余計に涙がボロボロこぼれてしまう。

「お、お母様の指輪を、カラスにとられちゃった。ラーナの日、お母様に指輪を差し上げたくて、さ、サイズを知りたくて、こっそり持ち出したの」

　しゃくり上げながら、これまでのことをすっかり訴えるあたしの手をつかんで、竜樹お兄様が眉まゆ根ねを寄せ、口を曲げる。

「血が出てるじゃないか」

　怒っている声で言い、今度は視線を下に向けて、あたしが裸足はだしなのを見て、ますます口を曲げた。

　王家の娘がなにをバカなことをやってるんだ、だいたい母上の指輪を勝手に持ち出したおまえが悪いって、お説教されるかと思って、体をすくめる。

　そうしたら、

「あの巣に、母上の指輪があるんだな」

　上を見て、尋たずねた。

「う、うん」

　涙が喉のどにつまって、つっかえながら答える。

　そこには、あの憎らしいカラスが、羽根をたたんでとまっている。

「私が指輪を取り返してやる」

　そう言って、竜樹お兄様は靴と靴下を脱いで、あたしが何度も滑り落ちた木を登りはじめた。

「危ないわ、竜樹お兄様。それに、すごくごつごつしてて、皮がすりむけちゃうわ。マラソン大会のときの怪け我がだって、治ったばかりなのに」

「……っく、私は男だから平気だ」

　竜樹お兄様が顔をしかめながら、強気に答える。

　そんなこと言ったって、竜樹お兄様だって箱入りの王子様なんだから、絶対に痛いし苦しいし、大変なはずよ。

　なのに歯を食いしばって、じりじり登ってゆく。ときどき唇くちびるの隙すき間まから呻うめき声ごえがこぼれ、そのたび、見てるあたしも、びくっとする。

「お、お兄様……っ」

　もういいわ、おりてきて。あたしがお母様たちに、ごめんなさいって謝るから。

「大丈夫だ」

　竜樹お兄様が、強い目で巣を睨みながら言う。

　それは、まだまだずっと上のほうにある。

　それでも、竜樹お兄様の目の強さは変わらない。汗がこぼれて息が乱れて、苦しそうなのに、木からおりようとしない。

「本当に、もういいの」

「私が、大丈夫って言ってるんだ」

　竜樹お兄様が、焦じれったそうに言い返す。

　あたしは、胸が潰つぶれそうだった。

　上のほうへ行くと枝が多くなって、少し登りやすそうだった。けど、あたしは竜樹お兄様が枝に手をかけたり、そこに足を乗せたりするたびに、枝が折れて、竜樹お兄様が落ちてしまうんじゃないかって、はらはらした。

　そうやって、ようやく巣に手が届くところまで辿たどり着ついた。カラスは巣の中だ。竜樹お兄様がはりつめた顔で、巣に手を近づける。

　あたしも、息を止めて見上げている。

　カラスがばさっと羽根を広げた。

　竜樹お兄様のほうへ、くちばしを突き出す。

「竜樹お兄様！」

「くそっ」

　竜樹お兄様が目をかばいながら、さらに巣に近づく。巣に手を入れた瞬間、カラスが竜樹お兄様に襲おそいかかった。

「っっ！」

　竜樹お兄様が、足をすべらせる。

「！」

　あたしは心しん臓ぞうが爆発しそうになった。

　竜樹お兄様は枝をつかんで、体勢を立て直したようだ。けど、カラスが竜樹お兄様に向かって、何度もくちばしを突き立てる。

　あたしは半泣きで、

「あっちへ行け！　バカカラス！　あっちへ行っちゃえ！」

　と叫んだ。

　竜樹お兄様が、きらりと光るものを放り投げる。

　カラスがそれを追ってゆく。

　竜樹お兄様がゼイゼイと激しく息をしながら、木からおりてくる。

「竜樹お兄様！」

　竜樹お兄様の髪かみもお洋服も、ぼろぼろだった。顔と首には擦すり傷きずがついている。

　きっと、手と足の裏は血まみれのはずだ。

　それを見せたくないのだろう。

「手を出せ、更紗」

　口を曲げたまま、ぶっきらぼうに言う。

　あたしが、おずおず手を差し出すと、そこに、ブルーダイヤモンドの指輪を落とした。

「ほら、取り返してやったぞ」

　いつものように怒ってるみたいな口調で──ムッとした顔で──それだけを言った。

「あ、ありがとう」

「早く、母上の宝石箱に戻しておけ」

「……お母様たちに、黙っていて、くれるの？」

　竜樹お兄様は靴下を履はきながら、そっけなく言った。

「ラーナの日の贈り物を指輪にすることは、内ない緒しよにしておきたいのだろう。なら不本意だが、知らなかったふりをしてやる」

「う、うん。ありがとう」

　竜樹お兄様は、口にしたことは必ず守るし、絶対に噓をつかない。

　あたしはやっと安心して、指輪をぎゅっと握りしめてから、気づいた。

「竜樹お兄様、カラスに向かってなにを投げたの？」

　きらきら光っていたから、ダイヤモンドの指輪かと思った。けど指輪はここにある。じゃああれは……。

　竜樹お兄様が、とたんにしどろもどろになる。

「た、たまたま、別の宝石を持ってたんだ。たいしたことのないクズみたいなもんで、あれならカラスにくれてやっても、全然惜おしくない」

　目をそらし、顔を赤くする。

「もしかして、ラーナの日の贈り物にする宝石だったの？」

「ち、違う！　そんなもんじゃなくて、だいたい私はラーナの日は母上にしか贈らないと言ったはずだ」

「グリンダへの贈り物だったんだ」

「！」

　やばい、というように、竜樹お兄様が口に手をあてる。

　ああ、やっぱりグリンダのために用意したものだったんだわ。

　それを、あんな風に投げ捨てて、あたしがカラスにとられた指輪を取り返してくれたんだ。

　口を曲げて唸うなっている竜樹お兄様の両手を、あたしはつかんだ。

　さっき、竜樹お兄様があたしにそうしたみたいに、手のひらを上に向ける。

「な、なにを──」

「すごい手。血だらけじゃない」

　想像していたよりずっと、ひどかった。手の皮がすりむけてるっていうより、はがれ落ちてるって感じで、そこから血がこぼれて真っ赤に染まっている。

「わ、私は男だから、これくらいたいしたことはないっ。更紗は女だから手は美しくしておかなければならんが」

　あたしが竜樹お兄様の両手をつかんだまま、その手をあたしの頰ほおに押しあてると、竜樹お兄様が、ぎょっとしたように目を見開いた。

「なにしてるんだ、おまえ！」

「なんとなく」

　目を閉じ、つぶやく。そうすると、頰を包む手のぬくもりがはっきり感じられて、うっとりした。

「なんとなくで、こういうことするなっ、顔に血がつくだろ！」

　竜樹お兄様が、袖であたしの顔をごしごしぬぐう。ムッとした顔で、一いつ生しよう懸けん命めいに。目を開けてそれを見たあたしは、笑ってしまった。

「なにがおかしい！　まったく、おまえも織絵も面めん倒どうばかりかけて」

「竜樹お兄様、グリンダのプレゼントだけど、やっぱりあたしが一緒に選んであげる」

「そ、そそそそその話は、もういい」

「よくないわ。だって、これはお母様の指輪を取り戻してくれた竜樹お兄様への、あたしからのお礼だもの。もちろん、ラーナの日まで、グリンダにも織絵にも、絶対に言わないわ。エーレンの善よき国王である、お父様の名前にかけて誓ちかいます」

　真面目な顔で言うと、竜樹お兄様はまだ警けい戒かいするように、

「ぅぅぅ、おまえと織絵の誓いは、アテにならないからな」

　なんてことを言った。

「あー、ひっどぉーい！　どうせ竜樹お兄様なんか、センスないからろくな贈り物も選べないくせに。だからあたしが手伝ってあげるって言ってるのに」

「料理用秤と鍋のどこが悪いんだ。実用的でいいじゃないか、母上は喜んで使ってくれているぞ。だ、だから……その……いきなりアクセサリーを渡されるより、そちらのほうがマシなんじゃないかと結論を出したわけで」

「母親にあげるものと同じものあげたら、普通は引かれるわよ。だから竜樹お兄様はモテないのよ」

　あきれてみせながら、本当は、竜樹お兄様は将来、うんとカッコよくなって、女の子にもモテモテになるだろうなと、思っていた。

　だってお父様の息子むすこだし、指輪を取り返すために木に登ったりカラスに立ち向かってくれたときの竜樹お兄様は、とっても素敵だったから。

　けど今は、てんで女の子の扱いがわかってないカタブツなお兄様のために、妹のあたしが力を貸してあげよう。

　可能性は限りなく低いけど、竜樹お兄様の初恋が成じよう就じゆするよう祈っていてあげよう。




「ほら、竜樹お兄様、お願いしますって言っちゃったほうが、竜樹お兄様のためよ」

「ぅぅぅ……………………………………………………た、頼む」




　小さな小さな声でささやかれた言葉に、あたしはにっこりしたのだった。









王妃様のウインク






　──ありがとう。きっとシャールにも素す敵てきな恋が待っているわ！




　僕ぼくが恋したパン屋の看板娘のフロリーは、春の日ひ射ざしみたいなやわらかな笑顔で、涙ぐみながらそう言った。

　その予言通り、フロリーにふられた一週間後に、僕はまた恋をした。

　相手は紅茶の湯ゆ気げみたいなあたたかな笑顔を浮かべる、細くて小さくて可か愛わいい黒くろ髪かみのメイドさんで、もしかしたらこれは運命の出会いかもしれない、彼女と恋をするために、僕ははるばる海を越えて、こんな田舎いなかの小国へやってきたのかもしれない。そうさ、これが最後の真実の恋さ！　とまで盛り上がった。

　もう、ほとんどダンスでも踊りそうだった。

　けれど、運命的な出会いをしたはずのその子は人妻で、六人もの子供たちの母親で、おまけに一国の王おう妃ひ様だった。





　　　　◇　◇　◇






「わたし、本当に昔から体を動かすことが苦手で、かけっこはいつもビリでしたし、お遊ゆう戯ぎ会かいも、わたしだけ他の子より振りが遅くて、よく先生に注意されたんですよ」

　さかさてるてる坊主を作りながら、王妃様がしゅんと肩を落とす。

「わかります」

　と、僕も、さかさてるてる坊主に目を描き込みながら、憂ゆう鬱うつな顔でうなずいた。

　来月、国王様主しゆ催さいのマラソン大会が開かい催さいされる。

　僕と王妃様は、それに参加しなければならないのだ。

　もちろん出たくて出るわけじゃない。僕らには、それぞれ深～い事情があるのだ。

「ぼ──わたしも、子供の頃から鬼ごっこではまっさきに鬼につかまり、縄なわ跳とびをすれば足に縄がからまり転倒し、頭を打って血みどろで、木登りをすれば、幹みきに足をかけたところで足をぐぎっとひねって捻ねん挫ざするといった具合で……」

「うぅ、小学生の頃、ドッヂボールがはやってたんです。二つのチームにわかれて、ボールをぶつけあうんです。わたしはあれが恐ろしくて恐ろしくて、ボールを受け止めようなんてとても思えず、逃げ回っていました」

「わたしもっ、雪合戦で玉が相手に届かなくて、逆にうんと硬かたいのを、ぼかぼかぶつけられてました。あのときの情けなさといったら」

「わかります！　修学旅行の枕投げで足を滑すべらせて、たまたま畳たたみに顔から突っ込んでしまって、翌日になっても畳のあとが消えなくて……恥ずかしくて恥ずかしくて」

　王妃様の話は、たまに聞き覚えのない言葉が出てくるけど、それは王妃様が異い国こくの出身だからに違いない。なんでも、ずいぶん遠い国から来られたそうで、いつまでも少女のような外見を保っていることや、伝説的な美しい歌声などで、エーレンの王妃は異界から来た妖精だなんてささやかれているくらいだ。

　実際、しょんぼり肩を落としている姿は、十六、七の女の子にしか見えない。

　そのせいで、僕はうっかり恋をしてしまったくらいだ。

　もっとも、想いを伝える前に速攻で失恋したのだけど。

「あのー、思い切って国王様に、本当はマラソンが苦手だと打ち明けたほうがいいんじゃありませんか？　王妃様の嫌がることは、国王様は強く勧すすめたりしませんよ」

　どう見ても、エーレンの国王は、王妃様に甘々のべた惚ぼれだ。

　王妃様が、家族の朝食くらい自分が作ってあげたいと言ったとかで、王妃様専用のキッチンを用意してしまうし、王妃様がお掃そう除じをしたいと言えば雑ぞう巾きんがけもモップ磨みがきも許すし、以前、屋根に布団ふとんを干していて滑り落ちたとかで、以来その屋根には転落防止用の網あみが張はり巡めぐらされ、王妃様が布団を干すときは、下で護ご衛えいの兵士がぞろぞろ待たい機きしているという。

『……そのせいで、お布団がなかなか干せなくなってしまったんです。だって、みなさんをつきあわせるのが悪くて』

　と、王妃様は、恥ずかしそうに話していた。

　働きやすいからという理由で、メイド服を着用することを許されている王妃なんて、世界中の王おう室しつを見渡しても、このかたくらいのものだ。

　それくらいシザエル王は、王妃様に甘い。マラソン大会だって、もともと王妃様がマラソン大会の思い出を語ったことがきっかけで決まったようなものだし。

　王妃様が、マラソンなんてダサくて面めん倒どうくさくて疲れるから嫌っと言えば、大会自体が中止になるかも……。

　けど王妃様は、すぐに首を横に振った。

「国王様にお伝えしたら、走らなくてもすんでしまうからダメなんです」

「へ？　走るの、お嫌いなんですよね？」

「ええ」

　さかさてるてる坊主を手にしたまま、王妃様が困ったようにうなずく。

「だったら走らずにすむほうがよくありませんか？　そのために、さかさてるてる坊主も作ってるんですよね？」

　しかも、こんなに大量に。

　すると王妃様は、頰ほおを染めて小さな声で、

「そ、それは……そうなんですけど、でも、わたしが今、出場を取りやめたら、大会を通して国民のみなさんと一緒に、平和で豊かな国を育ててゆきたいという国王様のお考えが、無む駄だになってしまうでしょう」

　大会の裏にあるシザエル王の真意を、王妃様も察さつしているのだ。ぼんやりして見えるのに……。

「わたしはグリンダ先生のように特別頭がいいわけではありませんし、ごはんを作ったり、お部屋を綺き麗れいにするくらいしか、国王様のお役に立てません。だからこそ、わたしにできることなら協力してさしあげたいんです。ぅぅ……たとえマラソンでも……」

　最後にちょっとふにゃっと顔をゆがめたけれど、王妃様の口調からも表情からも、ひたむきさが伝わってくるようだった。シザエル王のことを本当に想われているのだなと、失恋の傷がずきずきと疼うずいたくらいだ。

　王妃様が、決意のこもる表情で僕のほうを見る。

「でっ、ですからっ、さかさてるてる坊主が雨を降らせてくれて、マラソン大会が中止になったら、ものすごくラッキーですけど、もし雨が降らずに大会が開催されてしまったら、そのときは、覚悟を決めましょう！　グリンダ先生」

「そうですね」

　僕は微笑ほほえんだ。

「けど、王妃様は、普段からちゃんと国王様のお役に立っていますよ」

「ええ……っ、そ、そうでしょうか」

「はい。それに、ウィストリア皇こう国こくでも、エーレンを開国に導みちびいた〝祈いのりの歌姫〟といったら有名でした。わたしも、王妃様の子守歌を聴いて感動しましたもん。ああ、これがエーレンの重き扉を開きし伝説の歌姫の歌声なんだって」

「や、やだ、グリンダ先生ったら、そんなに褒ほめないでください。顔が熱くなってしまいます。わたしなんて、振りつけがいつも歌とズレてて、ぎこちなさが売りの新人アイドルでもあんまりだって、社長さんに怒ど鳴なられてばかりだったんです。ステージで転んでしまったことも十回くらいあって！　こちらではなるべく振りは封印を──」

　王妃様は真まっ赤かな顔で、わたわたしている。

　よくわからないけれど、舞ぶ台たいで振りつきで歌っていたこともあるらしい。

「すごいですね。踊りもできるんですか」

「そ、そんなたいしたものではないです！　本当に簡単な振りで。どこまで簡単にできるか振り付け師のかたが、非常に苦く心しんされたくらいで」

「ぜひ、見てみたいです」

「だだだだダメですっ。す、すみませんっ、それだけは許してください」

　王妃様は断だん固こ拒きよ否ひした。

　いったい、どんな振りだったんだろう。

　あそこまでダメですって連れん呼こされると、気になるなぁ……。





　　　　◇　◇　◇






　その翌日、王妃様専用のキッチンの前を通りかかったとき、不ふ思し議ぎな歌声が聞こえた。

　いや、声自体は、すごく透明で綺麗なんだけど、歌詞やメロディが、これまで聞いたことのない感じで。




『バス停であなたを見かけて

　小さな胸が　ＤＯＫＩ　ＤＯＫＩ　震ふるえちゃったの

　夜寝る前　あなたの名前をつけたペンギンのぬいぐるみに　ＫＩＳＳをして

　リハーサルをしてるのよ

　ＳＵＫＩ　スキ　だぁい好き！

　わたしの初めてのＫＩＳＳ　受け取ってくれますか』




　こっそりのぞいてみると、メイド服を着た王妃様が歌っていた。

　それも振りつきで！　ノリノリで！

　手を顔の前で可愛く振ったり、胸にそっとあてたり、『だぁい好き！』のところで、スカートをふわりと広げ、腰をひねってウインクしたり──。

　僕は茫ぼう然ぜんとそれを眺ながめていた。

　ど、どうしよう。僕は今、見てはいけないものを、見ているんじゃないか。

　僕がドアを開けたら、王妃様は恥ずかしさのあまり食器棚に飛び込んで、そのまま引きこもってしまいかねない。

　そうだ、このことは僕の胸のうちにひっそりしまっておこう。

　音を立てないようにドアをしめ、立ち去った。




「は──っ、それにしても、あの清せい楚そな王妃様が、あんなにスカートをひらひらさせて、ウインクとかしちゃうなんて」

　自分の部屋に戻ってからも、頭の中にあの振りとあの妙な歌が浮かんできて、困ってしまった。

　中毒性があるよなー、あの歌。

　そう、つい、くちずさんでしまうような。

『──小さな胸が　ＤＯＫＩ　ＤＯＫＩ　震えちゃったの～』

　あれ、なんかすごく歌いやすいかも。

『ペンギンのぬいぐるみに　ＫＩＳＳをして　リハーサルをしてるのよ』

　うんうん、可愛いなぁ。

　よぉし、ここからサビだ。

　ＳＵＫＩ　スキ　だぁい好き！　だ。

『好き』と歌うたび、首をかしげつつ、軽く握った両手を顎あごの下に置いて、両りよう肘ひじをふりふり跳はね上あげ、最後の『だぁい好き』で、スカートをふんわりひるがえし、腰をひねったポーズでウインクだ。

　と、そのとき、




「グリンダ、すごくいいネタ思いついちゃったの！　聞いてくれる？」




　アニスが目を輝かせて飛び込んできた。

　その横から、

「おい、グリンダ！　犬耳の件、忘れるなよ！」

　騎士団のギルマーが顔を突き出し、通りすがりらしい竜リユウ樹ジユ王子が、

「……！」

　目をむいていた。

　ちょうど、僕が『ＳＵＫＩ　スキ　だぁい好き』と歌い上げ、ウインクを決めた瞬間だった。

　沈黙がその場を支配したあと、三人は僕から目をそらし、

「あ、やっぱりやめとくわ。今、勤務中だし」

「さーて、大会に向けて特訓をせねば」

「わ、私は、たまたま通りかかっただけだ……っ」

　不自然につぶやいて、去っていったのだった。

　それを僕は、あうあうと口を動かしながら見送った。

　か、顔が熱い。

　多分、彼らも、振りつきで踊る王妃様を見たときの僕と、同じ結論に達したのだろう。

　つまり──。




　見なかったことにしようと。









あとがき






　こんにちは、野の村むら美み月づきです。
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　それでは！　次は四月末発売の『ヒカル～④』〝朧おぼろ月づき夜よ〟でお会いしましょう。


二〇一二年一月十五日　野村美月
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